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ＶＲＭＭＯで僕の妹と彼女が修羅場です①


ファースト









お断り




　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

　あらかじめご了承ください。
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プロローグ　～ＶＲＭＭＯゲーム『ソウル・リング・オンライン』～




「現実はツラいし、〝どこか〟に……行きたいな」

　中学二年生の冬。

　同級生から無視され続けるという軽いイジメを僕は受けていた。

　学校で嫌なことが続いていた僕は、〝ここではないどこか〟に行きたかった。

　もし可能ならば、ライトノベルや漫画みたいに〝異世界〟に転生や召喚をされたかった。

　でも、現実にはそんなことありえないと分かっている。

　異世界なんか存在しないのだから。

　だけど――インターネットのニュース記事で仮想現実という〝別の世界〟があることを、僕は知った。

　最先端のＶＲ技術による、ＶＲＭＭＯ＝ヴァーチャル・リアリティ・マッシブリー・マルチプレイヤー・オンライン・ゲームの世界へのフルダイブによって行く〝仮想現実世界〟。

　僕は〝ここではないどこか〟に行けるかもしれないことに希望を持った。

　そして、学校の冬休みが残り数日になった今日、貯めていた小遣いとお年玉を使い果たし、ＶＲＭＭＯゲームをプレイするのに必要なゲーム機やヘッドギアを購入してきたのだった。




　　　　◆　仮想現実　◆

　――そこには、何もない真っ白な空間だけが広がっていた。

　突如、体長30センチほどで羽根の生えた愛らしい童女キャラクターが僕の目の前に現れた。

「ソウル・リング・オンラインの世界にようこそ、なの☆」

　あ、たしか、このキャラは。

「わたしはチュートリアルにおけるナビゲーター役の電子精霊シィルたんなの☆」

　そうそう、このＶＲＭＭＯゲームのマスコットキャラクターでもあり、ＡＩで動く人気ＮＰＣ（ノンプレイヤーキャラクター）だ。

　僕は今日、初めてこのゲームで遊ぶにあたって、説明書をろくに読んでいなかった。

「よろしくね♪　ニコニコニパァ☆」

　僕に向かって屈託ない笑顔を向ける、マスコットキャラの電子精霊シィル。

　本当にここで生きているかのようなリアルさと存在感だった。

　流石は、最先端のＶＲ技術により現実並みのリアリティを持つと言われているＶＲゲームの世界のキャラクターだ。

　僕は期待に胸を躍らせた。

　このチュートリアルが終わったあとの、〝別の世界〟での冒険を思い描いて。

「まずは最初に、君のシンクロ率を測定させてもらうの☆」

　電子精霊シィルがそう言い、懐から片眼鏡モノクルを取り出し、右目に装着した。

「シンクロ率？　え～と、それってたしか……」

「シンクロ率とは、このＶＲＭＭＯゲーム『ソウル・リング・オンライン』こと『ＳＲＯソロ』において、プレイヤーがこの仮想世界とどれだけ同期し、〝一体化〟することができるかを表す重要な数字なの☆　簡単に言えば、この仮想世界との相性度みたいなものだよ♪」

「…………」

「シンクロ率が高いほど、反応速度が良くなったりして、この仮想世界で有利になるの☆」

　電子精霊シィルの説明を聞き、なるべく高い数字が出ることを僕は願った。

「それでは測定開始なの☆　…………えっ！」

　電子精霊シィルが驚愕している様子を見て、僕は期待した。

　かなり高い数字が出たのではないかと思ったので。

「シンクロ率、95％……95・５％……96％……96・５％……馬鹿な、まだ上がるのっ!?　97％……97・４％……97・７％…………97・８％…………す、すっごいの！　ゲーム開始直後にシンクロ率97％を超えたのは、君が初めてだよっ！」

　興奮状態の電子精霊シィル。

　期待以上に高い数字が出たようで、とても嬉しくなった。

　現実の僕は、なんの個性もなく、目立たないモブにすぎない。

　だけど、この仮想世界においては、僕はひょっとしたら、特別な存在になれるかもと思ってしまった。

　なにせ、このＶＲＭＭＯゲーム『ソウル・リング・オンライン』の総プレイヤーはすでに十万人を超えているらしいのだ。

　僕は十万人以上のプレイヤーの中で最高の数値を出したのだから、自分は特別かもと期待した。

　シンクロ率という、なんだか重要そうなパラメーターにおける数値なだけに。

「超すっごいの！　シンクロ率97・８なんてありえない数値なのっ！　天才なの☆」

「いやぁ～、そんな」

　天才呼ばわりされ、僕は嬉しく思いつつ、照れながら頭を掻いた。

「ＶＲＭＭＯゲーム世界に天才プレイヤーあらわるっ！　なの☆」

　電子精霊シィルは僕を持ち上げ続けた。

　高い数値を出したプレイヤーに対する定型文の誉め言葉かもしれないが、それでも嬉しかった。

　相手はプログラム通りに動き、喋るＮＰＣだと知っていても、思わず、顔がニヤけてしまう。

「君はきっと、この『ソウル・リング・オンライン』で最高かつ最強のプレイヤーになれるよ☆　数多くのプレイヤーを案内してきた、わたしが保証するの♪（パチッ）」

　電子精霊シィルが親指を立て、ウィンクしてきた。

　なんか、僕の好きな異世界転生物や異世界召喚物のライトノベルや漫画で、いきなりチート能力を与えられたかのようで、嬉しすぎた。

　このＶＲＭＭＯゲームの世界なら。

　この仮想現実の世界ならば。

　この世界なら、主人公にだってなれる――そう思っていた時期が僕にもありました。




　数週間後、僕より高いシンクロ率を叩き出したプレイヤーが出現した。

　それもシンクロ率１２０％という、バグみたいな数値を出したプレイヤーが。

　そのプレイヤーはルナ・ノワールというキャラ名（ハンドルネーム）だった。










１　僕の妹とネトゲの彼女とサブちゃん




　高校生になっていた僕は、ネトゲのひとつ『ソウル・リング・オンライン』、通称『ＳＲＯソロ』に、学校の成績が下がるほどにハマっていた。

　中学二年の冬に初めて遊んでから二年近く経つが、まったく飽きず、ハマり続けていた。

　そこには、現実ではまず味わえない興奮があり、充実感や充足感もあり、そして――大切な人がいたからだ。

　現実リアルの世界には、恋人はおろか女友達すらいない。

　そんな非モテの僕だったが、このソウル・リング・オンラインの世界には、僕が好きになった、そして僕を好きになってくれた女性がいた。

　まぁ、その女性ひととは仮想現実の世界、つまりＶＲＭＭＯゲームの中だけの付き合いでしかないんだけどね。

　現実リアルでは会ったことが一度もない。

　いつか会ってみたい気もするけど、現実リアルで会うのが怖くもある。

　現実リアルで彼女と会ったら、現実リアルではショボい陰キャな僕は彼女から失望されてしまうかもと思い、会うのが怖かったんだ。

　彼女と現実リアルで会うのを避けている理由は、それだけ、でもないけど。

　なにせＶＲＭＭＯにおける僕の彼女は――とんでもないヤンデレだったから。




　　　　◆　仮想現実　◆

「シ、シロウ！」

　上ずった声で、僕――シロウ・クロウの名を、部屋で宝箱を開けていた女性が呼んだ。

　長く艶やかな黒髪に、月光に輝くような白く綺麗な肌をした、美しい少女。

　名前はルナ・ノワール。

　職業ジヨブは中世ファンタジーＲＰＧによくある、魔法戦士。

　ゲーム上での僕の冒険仲間だ。

　そして、僕の恋人でもある。あくまでゲーム上の話だけどね。

　もちろん、ルナを操作しているのは女性プレイヤーのはずである。これは彼女の自己申告だけど。

（もし彼女が嘘をついており、じつはネカマ＝ネットオカマの男だったりしたら、僕は相当なショックを受け、生涯のトラウマになるかもしれない）

「なんだい、ルナ。そんなに緊張して……お、真銀鉱石ミスリルオーレゲット」

　僕は、探索中の塔――『誓いの塔』の最上階にて、今しがたルナと二人がかりでなんとか倒した守護モンスター、真銀人形兵ミスリルゴーレムから、何かいいレアアイテムが出てこないかと、物色＝剥ぎ取りをしながら尋ねた。

　尋ねつつも物色する手は休めない。

　おそらく、結構貴重な素材用アイテムである真銀鉱石をあと三つはゲットできそうだ。

「そんな石ころなど、今はどうでもいいわ！　シロウ、これを見なさい！」

「オイオイ、この純度にこの大きさなら、軽く金貨百枚以上になる真銀鉱石ミスリルオーレを、そのへんの石ころ扱いしないでくれよ」

　僕は苦笑しつつも、興奮気味のルナがそれこそ宝物のように大事に手に持っている二つの指輪に注目した。

「シロウ！　ち、『誓いの指輪』よ。それも二つ！」

　普段は冷静沈着なルナなのだが、今はその身体も声も、とても震えていた。宝箱から『誓いの指輪』が出たことに興奮しているのだろう。

「うん、そうだね。『誓いの指輪』だね。うん」

　一方、僕は冷静な声と態度のままだった。そして、見落としがないように、より注意深く物色するために、倒したモンスターに視線を戻す。

　お、これは……。

「やった！　真銀の小手、ゲットォ！」

「…………シロウ……ちょっと、貴方いい加減にしないと……殺すわよ……」

　ルナが、その美しい目を半眼にして僕を睨んできた。額には小さく血管も浮いている。

「え？　え？　何？　何で、いきなり不機嫌になっておられるのですか？」

　僕は豹変したルナにビビッてしまい、思わず敬語を使ってしまった。

　物色していた手を止め、その場で直立不動の姿勢もとってしまった。

　彼女、ルナ・ノワールは別名として『狂気の月姫ルナテイツクルナ』と他のプレイヤー達から呼ばれているほど、キレたら、滅茶苦茶怖いのだ。

　この前も、僕が他の女性キャラクターとちょっと親しくしていただけで、いきなり無差別爆撃呪文で僕もろともその女性キャラを爆殺…………いや、やめておこう、今思い出しても、恐怖で背筋が凍ってしまう。

「シロウは、どうしてそんなに冷静でいられるのかしら。せっかく結婚に必要な『誓いの指輪』が私達の手に入ったというのに…………」

　怒気をはらんだルナの声。

「いやだって……この誓いの塔の最上階で、誓いの指輪が入手できることは、事前に知っていたし。というか、このゲームのほとんどのプレイヤーが知っていることだし」

「だとしても！　もっと嬉しそうにしなさいよ！　馬鹿みたいにはしゃぎなさいよ！　それこそ、狂喜乱舞しなさいよ！」

　ルナは石畳の床を、ダンダンと音が鳴るぐらいに足踏みして、僕のある意味で醒めた感じの態度をなじった。




　――『誓いの指輪』――

　通常は非売品。買取価格はゲーム内通貨の金貨ゴルドで二〇〇枚＝二〇〇ゴルドの高級アイテムではある。確かにかなり高価な指輪だけど…………装備しても別に能力が上昇するわけでもなく、戦闘等に役立つ特殊効果があるわけではない。

　しかもこの塔で必ず手に入ることが分かっていたアイテムに、そんなラリッたような喜び方は、流石にできない。

　まぁ、ゲーム内でキャラクター同士が正式に【結婚】する際に、必要な結婚指輪のひとつでもあるけど。




「人がせっかく、感動にうち震えていたのに…………シロウも協力しなさいよ、ココ、一生の思い出になる場面なのよ！」

「わーい。誓いの指輪が手に入って嬉しいな。嬉しいなったら、嬉しいな」

「ぼ……棒読みすぎる」

　僕の迫真の演技による喜びのセリフに、ルナはがっくりと肩を落とした。失礼だなぁ。

「シロウ、貴方ね。まさか、あの約束を忘れてしまったの」

　僕は右頬をポリポリ掻きながら努めて気軽に、

「いや、覚えているよ。この塔で誓いの指輪を手に入れたら、その……【結婚】、する約束だろう？」

　と言った。流石に、結婚という言葉は少し照れくさかったけど。

「そうよ、結婚なのよ！」

　顔を赤らめながら叫ぶルナ。

　う～ん彼女、誓いの指輪を入手してから、とてもテンション高いなぁ。

「結婚……それは愛するもの同士が一生を添い遂げることを誓う、究極の愛の儀式」

　頬を赤らめながら夢見るような乙女の瞳で、祈るように両手を胸の前で組みつつ呟くルナ。

「まぁ【結婚】といっても、あくまでこのゲームのシステム上における【結婚】のことであり、ゲーム内でのことにすぎないけどね。僕達、現実リアルでは顔も名前も知らない同士だし」

「（ピクッ）」

　僕の当たり前といえば、当たり前の言葉に、ピクッとルナの肩は震えたのだが、うかつにも僕は気が付かなかった。

「それに一生といっても、このソウル・リング・オンラインのサービスが終了したら、それまでだけど。あるいは僕かルナがこのゲームに飽きて辞めたりしてもね」

「（ピキッ！　ピキッ！）」

　ルナの額に太い血管が浮いたのだが、これまた不覚にも気付かなかった。

「そもそも、現実もそうだけど結婚があれば離婚もあるわけで……このゲームでも一年以内に約半数のカップルが【離婚】を……」

「黙れ[image: ]」

　僕は最後まで言葉を続けられなかった。

　正に目にも留まらぬ早業で投げつけられたオリハルコン製の投げナイフが、僕の左頬を掠っていったからだ。

　ルナによる投げナイフの投とう擲てきであった。

　彼女の器用度は高ステータスで、そのため、上位投擲スキルによる投げナイフは、精度も非常に高い。

　今も、外したのではなく、ギリギリ掠るように当てたのであろう。

　僕の頬から、かなりの量の赤い血が流れる。

　痛みはほぼないが。

　非常にリアリティのあるＶＲ（仮想現実）とはいえ、痛覚に関しては制限されており、とてもマイルドになるので、さほど痛くはなかった。

　別のナイフを握ったルナが僕に近づきつつ、

「次は刺すから。命に届くよう、貴方の心臓がある左胸に深く、深く刺すから」

「すいませんすいませんすいません。余計なこと言ってホントすいません」

　慌てて何度も頭を下げる僕。う～ん、我ながら情けない姿だ。

　しかし、さっきのは確かに失言だった。反省しよう。

　ルナは、ゲームに集中したいとかで、現実の世界の話をされるのを極端に嫌がっている。

　それに、妙に結婚に憧れを抱いているところがあるみたいだし。

「あのルナさん、回復魔法かけてくれません？　残りＨＰが結構ヤバイ感じなんで」

「まったく……もうＭＰも残り少ないのに」

　彼女は呆れつつも、回復魔法を唱えてくれた。

「『メガ・ヒール』」

　僕の左頬の傷やその他の傷がみるみる塞がる。真銀人形兵との死闘（と、さっきの投げナイフ）で減っていたＨＰもある程度回復する。

　しかし、ＶＲとはいえ、このゲームでは、怪我しても痛みはないのだけど、回復魔法をかけられると、暖かくて結構気持ちがいい。

　僕が回復魔法の気持ち良さを、目をつむって感じていると、そこに、何か別の気持ちよさが加わった。

　僕の身体に柔らかい二つのものが押し付けられていた。

　その柔らかいものは、ルナのかなり大きな胸だった。

「シロウは、私と結婚したく…………なくなったの？」

　ルナは、僕に胸を押し付けるように密着させながら、不安そうな眼で見上げてきた。

　最新の技術によるＶＲゲームであるこの世界では、現実世界のような感覚――視覚、聴覚、触覚、味覚、嗅覚を体感することができる。

　彼女の柔らかい肌と、いい匂いのする彼女の体臭に赤面しつつ、僕は言った。

「ううん、そんなことはないよ。僕はルナと【結婚】したいさ」

　僕の言葉に、ほっと安心するルナ。

　確かに、僕はこのソウル・リング・オンラインの世界で、恋人のルナと【結婚】したいか、したくないかで言うと、【結婚】したいというのが正直な気持ちではある。

　というか、内心では……ルナと【結婚】を凄くしたい。

　ただ、どれだけリアルとはいえ、やはりゲームの世界であり、現実ではないのだ。

　ゲーム世界での【結婚】を、本気で喜ぶような態度を出すのは、なんというか気恥ずかしいのだ。

　ルナのようにゲームである仮想現実世界の出来事イベントに本気すぎると、周りが引くこともあるし。

　…………もっとも、このリアルすぎる仮想現実世界――ソウル・リング・オンラインこそが、『本当の世界』、だの、『自分にとって現実』、だの、と本気で言っているかなりディープなゲーマーは、日本だけでも相当数いるらしいけど。

　う～ん、大丈夫なのかな、この国。

　まぁ、ＶＲＭＭＯが開発されて以来、日本だけでなく世界中に廃人ゲーマーが大量発生しているようで、結構な社会問題になってもいるけどね。

　僕に抱きついたままのルナは、潤んだ瞳で僕を上目遣いで見つめながら、顔を真っ赤にさせて、

「私もシロウと結婚したい。とっても、とっても大好きな貴方と、誰よりも愛している貴方と、世界で一番大切な貴方と――私にとって〝本物〟であるこの世界で結婚したい」

　と、震えるような声で言った。

　ゲームでしかないはずの仮想現実世界の方が、現実リアルより、大切だという社会不適合ぎみの人達。

　僕の（ゲーム世界での）恋人も、そういう人種なのかもしれない。

　正直に言うと、ルナのことは少々……結構……かなり……凄く……痛い人、だと思ってしまうことはあった。

　でも彼女は僕を好きでいてくれている。

　僕は現実世界では女性から好きだと言われたことなんか一度もない、全然モテない非モテの陰キャ野郎なので、自己肯定感も低い。

　そんな僕なだけに、こんなに思ってくれているルナからの告白に、たとえそれがゲーム世界での告白とはいえ、本気で嬉しかった。

　自分が好かれ、認められているとも感じられて、そのことも嬉しく思えた。

「ねぇ、シロウ」

「うん？」

「私のこと好き？」

「う、うん」

「私のこと愛している？」

「……うん……」

　真剣な表情をしたルナの問いかけに、僕は恥ずかしくて赤面しつつも、小さな声でだけど肯定した。

　いや、肯定せずにはおられなかった。

「ルナ」

「なに、シロウ？」

「告白の最中、抱きつきつつ僕の背中に、致死性の猛毒を塗っている短剣を突きつけるのはやめて欲しい」

　ミリ単位で寸止めされているけど、いつその死の刃が僕の背中に突き刺さるかと思うと嫌な汗が止まらないし。

　僕は冷や汗を顔と背中にかきながら、以前、彼女の問いかけを（冗談で）否定した時の惨劇を思い出していた。





「私のこと好き？」

「う～ん最近よく分からないんだ」

　チク……リ（短剣が僕の背中に押し付けられた）。

「…………私のこと愛しているわよね？」

「……う、ううん……実はあんまり」

　ズブゥ！　グリグリィ！

（短刀の刃が僕の背中から心臓まで一気に埋め込まれて、さらに心臓をえぐるようなひねりを加えられた）

　恋人により刺殺された僕は、五分間の待機状態後、拠点にしている町の広場に強制転送されてＨＰ１の状態で復活することになった。

　そして、転移テレポート石を使って、町の広場で待ち構えていた、虚ろな目をしたルナに、再び殺された。

　また復活して三度殺されそうになった時に、今日は（現実世界の暦で）エイプリルフールなので、冗談のつもりで心にもない嘘をついただけという釈明をして、なんとか許してもらったけど。






「あら……嫌だわ、私ったらつい癖で……てへっ」

　ルナは、小さく舌を出すと、布で毒を拭きながら短剣を鞘さやに収めた。

「世界で一番大切らしい恋人に猛毒を塗った短剣を突きつけるのが癖って、どうなのそれ」

　僕は、ルナの仕草を可愛いとは思いつつも、竜殺しと呼ばれるほどの猛毒を塗った短剣を慣れた手つきで器用に操る彼女の仕草に、戦慄を覚えた。

「だって……シロウって時折だけど、心にもない嘘をつくもの」

「…………」

　エイプリルフールのことを、一年近く経ったのにルナはまだ根に持っている気がする。

「嘘とは分かっていても、やっぱり嫌なの。だから……嘘をつかれないように……つい」

「そ、そう。あ、そういえばルナ」

「何？」

「ギルドに所属している、種族が『猫人フエルパー』で、鈴スズ音ネという名前の女性盗賊がいただろ」

「ああ、いたわね。そんな名前の年中発情中の泥棒猫が」

　吐き捨てるように言うルナ。

　ルナは、鈴音を快く思っていない。

　理由は、鈴音が僕に色目を使うから、との事らしい。

　鈴音の僕に対する態度は、からかい半分だと思うけどなぁ。鈴音はギルドに所属する男性のほとんどに粉をかけているし。

　まぁ、それはともかくとして。

　ギルドの掲示板に書いてあった、『アイテムトレード』のことを思い出したので、それをルナに告げた。

「実は、ＳＲＯソロことソウル・リング・オンラインの正式な【結婚】に必要な指輪……たとえば、誓いの指輪と、鈴音が持っている『星落としの腕輪メテオリング』というかなりレアなアイテムとを交換してくれるって、アイテムトレードの掲示板に彼女が書き込みを――」

「嫌」

　ルナは、僕に最後まで言わせずに、キッパリと言った。

「絶対嫌。死んでも嫌。殺されても嫌。まぁ殺されるぐらいなら、あの色情狂いのビッチ猫を殺すけど。とにかくぜ～ったい嫌。この指輪はどんなアイテムとも交換しない」

　断固拒否されてしまった。

　まぁ仕方ない。僕も同じギルドに所属している鈴音への義理で一応聞いてみただけだ。

「だってこの指輪はシロウと私が結婚するための大切な指輪なのだから」

「……うん、そうだね」

　ルナは指輪を握った手を、ギュッと大切そうに彼女の胸に押し付けた。

　そんな彼女を見つつ、僕は頬を掻きながら、頷いた。

　そのあとしばらくの間、真銀人形兵の剥ぎ取りを続けたり、塔の最上階であるこの部屋を入念に探索した。

「じゃあシロウ。一旦町へ帰って宿屋で休息をとりましょうよ」

「了解。とりあえず……今日の冒険はこれまでだね」

「……そう……ね。宿屋で一夜を明かしたあと、明日からは、私達の結婚資金と結婚後に一緒に住むスウィートホーム♪　購入資金を貯めるために、冒険しまくりの狩りまくりよ！」

　ルナは気合いの入った声をあげた。

　親しいギルドメンバーだけの慎ましい結婚式を挙げるつもりなので結婚資金はすぐに貯まる。

　でも、家の購入は半端なくお金がかかるので相当時間がかかると思うけどなぁ。

　それはともかくとして。

　僕達は、慣れた手つきで、虚空を指で叩くなどの操作をする。

　そして表示されたアイテムウィンドウから転移石を選んだ。

　拠点にしている町まで一気に転移するために。

　一瞬、視界がぼやけて、気を失うような感覚に落ちてしまい眼をつむった。

　次に目を開けると、見なれた中世風の外観をした石畳が広がる町の、中央に大きな噴水がある広場に僕とルナは立っていた。




「……じゃあ、また明日の午後九時――現実世界での午後九時に、ね」

　僕はルナと同じ宿屋の同じ部屋にチェックインしたあと、食事と風呂を済ませ、寝間着ネグリジエに着替えた彼女と同じベッドに入りながら言った。

　そして、虚空を指で軽く叩いてＳＲＯのシステムであるメインウィンドウを開き、そのメニューの一番下にあるログアウトボタンを指で叩こうとした。

　が、ルナに声を掛けられたので中断した。

「ねぇ、シロウ」

「うん？」

「この世界を出ないで、この世界でこのまま一夜を過ごしたあと、このまま朝まで、い、一緒にいない？」

「ログアウトせずにずっとログインしたまま朝まで一緒にゲームしようってこと？」

「ど、どうかしら？」

「それは無理だよ。明日、学校もあるし。むしろ、そろそろ寝ないと寝不足でキツイぐらい」

　ルナの提案に、僕は難しい顔をして頭を振った。

　今、現実の世界では午後十一時を少し過ぎたぐらいのはずだ。

　いつもなら、これぐらいの時間でＳＲＯの世界からログアウトする。

　リアルすぎるＶＲＭＭＯの体験により、現実リアルの身体が冷汗も含めて汗を掻いていることもあるので、シャワーを浴びたりして、０時前後に就寝している。

　もし、ルナの提案通りにゲームを続けて、このＳＲＯの世界に朝までいたら、確実に寝不足になってしまう。

　明日も学校があるし、それはちょっと難しい。

　仮に早朝の五時ぐらいにログアウト後、遅刻しないギリギリの午前八時まで寝ることにしても、睡眠時間が三時間ぐらいになってしまう。

　なので、そろそろゲームをやめ、ログアウトしたかった。

　ロールプレイとして、ゲーム内でベッドの上で横になり、そのままログアウトするつもりだった。

　僕が横になっているのと同じベッドに、腰掛けながら恥ずかしげに頬を染めたルナ（中の人ことプレイヤーは、自己申告では女子高校生）に、こう言われるまでは。

「もし、ずっとログインして欲しいという私のお願いを聞いてくれたら……す、少しだけなら私にエッチなこと……してもいいわよ」
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「なんですとっ!?」

　僕は一気に眠気が吹き飛んだ。

　そして、ベッドから跳ねるように上半身を起こした。

「いいの!?　あんなことやこんなことやピーでピピーでピピピーなこと、ルナにしていいの!?」

「お、落ち着いてシロウ……ドウドウ」

　興奮のあまり、思わずピー音を連発した僕を、なだめるようにルナは手を前につきだした。

「あんなことやこんなこと、とか、ピーとかピピーとかピピピー、とか言われても、シロウが具体的に何をしたいのか分からないから、承諾のしようがないわよ」

　そりゃそうだ。本当に『ピー』と口で言っただけなんだから。

　いや、だって具体的な言葉を口に出すのは恥ずかしかったし。

　現実世界では無論、このＳＲＯも含めた仮想現実世界でも、僕はチキンな童貞なんだ。

　恥ずかしがり屋のチェリーボーイなんだ。

　ちなみに、ＳＲＯ内で禁止コードに触れる発言をした場合、自動的にピー音が鳴ったりすることもあるけどね。

「仕方がないじゃないか。一年以上の付き合いで恋人でもあるはずのルナはキスと、せいぜい軽いハグまでしかさせてくれないし」

「それは……」

「そのくせ、プレイヤーにしろ、ＮＰＣにしろ、他の女性キャラクターに僕が手を出したら、その女性キャラクターと僕は、ルナに絶対に殺されるんだから…………それも惨い殺され方で、惨殺確実なんだから」

「男性のシロウには、ずっと我慢させているとは思う」

「…………」

「でも……私は結婚するまでは清い身体でいたいの」

「う、うんそうだったね」

　貞操観念のしっかりした女性であるルナは、確かに結婚するまでは僕にその身体――現実の身体ではなく仮想現実の身体＝仮想体アバターだけど、それでも彼女にとってはとても大切な身体――を許すことはないだろう。

　僕も、そのあたりは諦めてルナと付き合っていた。

　実のところ、ルナと【結婚】を凄くしたいという気持ちの、何割かはルナを抱きたいという気持ちもあった。

　男は好きな女性の心と身体の両方が欲しくなる生物だと、僕は思う。

　いや、僕が彼女からもらえるのは、あくまで仮想現実世界においてのルナの身体であり、アバターにすぎないのだけど。

「結婚資金と私達のスウィートホームの購入資金が溜まって、結婚式を挙げたら。その日に、シロウに私の全部を許すから。貴方に私の全部をあげるから」

　ルナは頬を染めながら小声で言った。

「その家って、新築じゃなければどうしても駄目？」

「もちろんよ」

「あと、一年はかかるね……現実世界の時間で」

　ほぼ毎日、一日平均三時間はログインして冒険や狩りに勤しんでも……うん、やっぱりお金が溜まるまでには現実世界の時間で一年ぐらいはかかる。

　ＳＲＯで新築の家を購入するのは、とても大変なんだ。

　それこそ、命がけで竜ドラゴンの一匹や二匹狩っても、全然、手が届かないぐらいに。

　ゲーム内における家マイホーム購入を難しい目標にして、ＳＲＯプレイヤーのモチベーションをあげる為だとは思うけど。

　結婚式を挙げる条件の一つに、僕と一緒に住む家の購入を、ルナが強く希望している。

　そのため、『誓いの指輪』が手に入ったところで、彼女との【結婚】への道程は果てしなく遠いのである。

　僕が『誓いの指輪』が手に入った時に少々醒めた態度だった理由のひとつは、このためでもあった。

「だ、だから二人でこの世界にいる時間をもっと長くして、いっぱい冒険するのよ。そうしたら〝向こうの世界〟の時間でも数か月ですむでしょうし」

「う～ん、一日や二日ならともかく、そんな何か月も現実での睡眠時間を削るのはなぁ」

　腕を組んで渋る僕を見て、ルナは小さく溜息をついた。とても残念そうに。とても寂しそうに。

「とりあえず今日は、一旦ログアウトするよ」

「え……」

「宿屋のベッドで横になっていても一時間は経たないと、僕やルナのＨＰやＭＰが回復しないし」

「……ええ、そうだったわね」

　ＳＲＯは妙に面倒くさいところがあるゲームで、昔のコンピューターＲＰＧみたいに『宿屋に泊る』を選択したら、音楽が鳴って、すぐにＨＰやらなにやら回復したりすることがない。

　たとえ宿屋に泊って休息しても、一時間は経たないと回復しないのだ。

　プレイヤーが休憩をとらずにぶっ続けでやりすぎて、健康を害さないようにするためのゲーム運営会社による配慮だとも言われていた。

　休息状態でログアウトして、現実世界で一時間経ったあと、再ログインすればＨＰやＭＰは回復しているし、その間に、プレイヤー自身も休憩してくださいということであろう。

　必要な配慮だとは思う。

　ＶＲＭＭＯゲームを長時間し続けると心身に影響が出るという噂もあるし。

「ルナ。僕は一時間経ったら、またログインするよ。現実世界の〇時三〇分ぐらいに、ね」

　僕の言葉にルナの顔が輝いた。

「私も必ず、その時間にこの世界に戻ってくるわ。たとえ、向こうの世界でどんなことがあっても！」

「いや、そんな大げさに考えないでよ」

「いいえ、必ず戻ってくるわ。約束する……シロウも約束して」

「うん、分かったよ。約束する」

「シロウ……ありがとう」

「それはそうと……。とんでもなくエロイことをルナにしても許されるというエロエロ許可証を発行してもらった件に関してだけど」

「そ、そんなもの発行した覚えはないわ！　そんな許可は偽造よ！」

「アレ、違った？　朝まで一緒にいたらピーなことしていいと約束したはずでは」

「少しだけです！　え、エッチィなことを許可したのは」

「冗談だよ。というか、別になんにもしなくていいよ」

　僕はやせ我慢することにした。

　エロ目的で付き合っていると恋人に思われたくはなかったので。

「え、いいの？　本当に？」

　ルナはほっとしていたように見えた。

　僕と一緒にもっとＳＲＯで遊ぶために、自分の身体を交換条件として差し出すみたいになったことに、内心では後悔していたのかもしれない。

　そのことを察したので、僕は欲望を抑え、やせ我慢したのだが。

「うん。じゃあ……一度落ちるよ」

　そう言い残しながら、僕はＳＲＯの世界からログアウトした。

　やっぱり、胸ぐらいは揉ませてもらう約束をした方がよかったかなぁ、などという、わりと最低な事を後悔しながら――……。




　　　　◆　現実リアル　◆

　ＳＲＯの世界から僕はログアウトした。

　そして、いつもの習慣で一階にある浴室にてシャワーを浴びた。

　さらに、お茶でも飲もうと台所に向かった。

　そこで…………現実世界において僕の最大の天敵を発見してしまった。

　アスカという名の僕の妹にして、天敵がリビングにいたのだ。

　現実世界では女友達が一人もいない僕には、理解不能なリア充女子中学生という謎のイキモノでもある。

　僕の妹・アスカは、リビングでソファーに腰掛けながら、そのモデルのように細く長い脚を組みつつ雑誌を読んでいる。
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　アスカは、まだ僕には気付いていない。

　妹に若干の苦手意識がある僕としては、彼女にそのまま気付かないで欲しい。

　だけど、このままリビングを横切って台所に向かえば、まず気付かれるだろう。

　一瞬、お茶を飲むのを諦めて、このまま二階に上がろうかと思った。だが、兄としてその行動はいかがなものかとも思い、僕はリビングに入った。

　無言で戸を開けて入ったのだ。

　妹に声をかけたりもせず、黙ってその前を横切ろうとする。

　僕の存在に気付いた妹は、読んでいたティーンズ向けファッション雑誌から目を上げて、じっと僕を見つめてきた。

　無言のまま。

　目ざわりだから、さっさと消えて――そんな無言の圧力プレツシヤーを僕は妹から感じてしまった。

「………………」

「………………」

　僕は心なし早歩きで彼女の前を横切り、台所に到着した。

　冷蔵庫から冷えた麦茶を取り出して、コップに注ぎ、そして喉を潤す。

　うん、美味しい。

　麦茶を冷蔵庫にしまったあと、そこで僕は少し困ってしまった。

「……アスカのやつ、リビングから出ていってくれないかな」

　つい、小声でだが、僕は呟いていた。

「……（ギロッ！）」

　妹に聞こえないように小さな声で呟いたつもりだったが、聞こえてしまったようだ。

　リビングをそっと覗き見したら、僕のいるキッチンのほうをアスカが睨んでいるのが見えた。

　それも親指の爪を噛んだりと、不機嫌そうな感じでイライラしながら。

　かなり気分を害したようだが、わざわざ立ち上がって文句を言いにキッチンまではこなかったので助かった。

　さて、どうしよう。

　部屋に戻るにあたって、リビングをまた通らないといけない。

　が、先ほどと同様に、また無言で妹の前を横切るのは、あまり気持ちが良くない。

　一言ぐらい声をかければいいのかもしれないが、妹に無視される可能性もあるので躊ちゆう躇ちよする。

　実際に挨拶しても無視されたことが、これまで何回もあったし。

　特に今は、かなり不機嫌そうなので、挨拶してもまず無視されるであろう。

　僕と妹は無茶苦茶仲が悪いというわけでもない。

　はずなのだが、冷えた関係ではある。

　冷戦状態なのである。

　それも昨日今日の話ではなく、ここ数年にわたって、相互不可侵条約と内政不干渉を暗黙の内に結んでいる関係なのであった。

　こうなった原因はよく分からない。

　まぁ、妹はスクールカースト最上位に君臨していそうなリア充美少女中学生様なのだ。

　アイツとしては、スクールカーストでも真ん中か、下手したら下位に生息していそうなショボイ陰キャ男子高校生を兄として認めたくないのかもしれない……フゥ……。




「ついでに夜食でも作ろうかな」

　僕はキッチンで独り言を呟いた。

　今度はあえて、アスカに聞かせるつもりで。

　気を利かしてアスカがリビングから出て行ってくれることを期待したのだ。

　残念ながら、妹がリビングから立ち去る気配はないが。

　まぁ、この妹が僕に気を利かしてくれることを期待する方が間違いだったけど。

　リビングで食べたかったが仕方ない。キッチンで立ち食いしよう。

　不機嫌そうな妹のいるリビングで食べるのは避けたいし。

　このあと、もう一回ＳＲＯの世界にログインして現実世界の時間で三時間前後は起きておく予定だ。

　仮想現実世界で美味しい料理、たとえばルナの手料理なんかを食べれば、その世界にいる間は幸福感に満たされ満腹感を抱く。

　でも、現実の身体でずっと食事をとっていない場合、ログアウトしたら急激にお腹が空くのだ。

　なので、今のうちに何か腹に入れておきたくはあった。

　僕は、お湯を沸かして夜食の友であるカップラーメンを食べることにした。




「ごちそうさま。深夜に食べるカップラーメンはやっぱりおいしいなぁ」

　食べ終わった僕は、キッチンで独り言を言った。そして、空になったカップラーメンの容器をゴミ箱に捨てた。

　ついでに、リビングを覗き見た。

　…………オイオイ、まだいるよマイシスターが。

　もう十二時を回っているんだし、雑誌なんか読んでないで中学生は早く寝ろよな。

　などと、僕は心で妹に説教をしていた。

　このあと、数時間もオンラインゲームをする予定である自分の事を棚に上げまくって。

　仕方ない。僕は、またも無言で妹の前を横切ろうとした。

「……ねぇ」

　何か幻聴が聞こえた気がしたが、僕は構わずやや早足で歩を進めた。

「………………」

「ねぇってば」

「……………………」

「……ムカツク」

「…………………………」

「～～っ！　虫みたいなザコのくせに無視すんな」

　これも幻聴だ。

　そもそも兄を虫呼ばわりしたり、兄をザコ呼ばわりして見下ろしてくる酷い妹なんか僕にはいない。

　僕は無言のままリビングから出ようとした。

「痛！」

　後頭部に予期せぬ衝撃を受けて、僕は思わず大きな声を上げた。

　頭を手で押さえながら振り返って確認すると、丸めた雑誌で自分の肩を叩きながら仁王立ちをした妹様がいた。

　どう考えても、その丸めた雑誌で僕の頭を殴ったとしか思えない。

「あんたさぁ、お母さんが起きてきちゃうから大声あげないでよ」

「お前が、いきなり僕の頭を殴ったからだろ。ちょっと痛かったぞ、謝れよ」

「ハァ？　男のくせに女の子から雑誌で軽く叩かれたぐらいで何ムキになってんの。ダサッ」

「……あのなぁ、お前がそんなだから」

　僕は妹を見上げながら半眼で軽く睨んだ。

　男子高校生としては少々、僕は小柄な方だった。

　高校一年生である僕は、同年代の男子の平均身長とされる１６８センチよりも背が低い。

　逆に、十四歳である妹のアスカは、同年代の女子の平均身長とされる１５５センチより背がずっと高かった。

　それも平均より10センチ以上も高いようだ。

　女子中学生ながら、身長が１７０センチほどあるこの長身モデル体型である妹の方が、兄である僕よりも背が高いのである…………グヌヌ。

　そのため、今も、兄である僕が妹を見上げる形になってもいた………グヌヌヌヌヌヌヌヌヌ。

　ま……まぁ、また殴られるかもしれないことを危き惧ぐし、僕は腰がひけて……い、いや、身構えているため、見上げる形になっている部分もあるけど。

　妹の方が高いとはいえ、そこまで大きな差はない…………少なくとも今はまだ。

　つま先立ちすれば、目線がほぼ同じになる程度の身長差だ。

　妹との身長差をなくすため、つま先立ちするのは、なんか必死すぎて格好悪いからしないけど。

　以前、身長差を埋めるためにつま先立ちして顔を近づけたら妹に足払いされて、こかされたという苦い記憶もあるし。

「……何よ、アタシに言いたいことでもあんの？」

　妹は僕を見下ろしながら、迫力満点の眼で睨みかえしてきた。

　怖っ！

　マジ怖い！

　その辺のヤンキーより遥かに迫力あるよこの妹。

　妹アスカは金髪かつ女性にしてはかなりの長身なので、見た目からして迫力があった。

　しかも、アスカは柔道や弓道の武道を身に付けていることもあり迫力や眼力は本当に半端ない。

　細身で体重は僕より軽いハズだけど、並の男子高校生と同程度の戦闘力しかない僕より、彼女は遥かに強いし。

　あ。

　金髪なのは彼女の父親がイギリス人、母親が日本人というハーフだからであって、別に不良というわけではないことを、一応妹の名誉のために言っておこう。

　ちなみに、僕はハーフではない。

　妹とは、母親は同じだけど父親が違うのである。

　半分とはいえ僕がこの少女――金糸のような綺麗な髪、宝石のような碧あおい瞳、陶器のように白い肌、小さな桜色の唇という、天使あるいは妖精のような、まさに美少女というに相応しい整った顔の少女。

　モデルのような長い手足を持つ長身の少女。

　仮想現実でならばともかく、この現実世界に存在するのが信じられないぐらいのパーフェクトに美しい少女――と、血を分けているのが、本当に信じられない。

　妹は外見だけでなく、成績優秀、運動も得意であり、レベルの高い友達も多く、学校のクラスでは女神のように敬われているという、完璧超人だった。

　正直、僕はこの妹が苦手なだけでなく、妹に対して劣等感も抱いていた。

「…………ねぇ、アタシに何か言いたいことあんのかって、聞いてるんですけどぉ」

　イライラした様子の妹。

「別に。もういいよ、お前と話しても無駄だし」

　僕は、妹の碧い眼から目を逸らして、言った。

「……チッ」

　妹は、本当にイラついているように舌打ちをした。

　ムカつくなぁ。

　久しぶりの妹との会話だけど、ただムカついただけだった。やっぱりこの妹とは、話をすべきではない。

「じゃあな……………痛！」

　リビングを出るべく背を向けた僕の後頭部に、また衝撃が走った。

　さっきよりも大きな衝撃と痛みだった。

「お前、兄の頭をそんなポンポン殴るなよな。馬鹿になったらどうしてくれる」

「どうせ、もうアンタ馬鹿じゃん。学校の成績も下がっているらしいし」

「…………」

　そろそろ本気で怒ってもいいよね。

「ア、アンタが悪いんだからね。最初にアタシの事を無視したし。今も会話の途中に勝手に出て行こうとしたし」

　自分は僕の事を平気で無視することもあるくせに、本当に勝手な妹だ。

「……で、何？」

　そろそろルナと約束した時間になるので僕は少し焦った。

　兄を兄とも思っていない妹と話なんかしたくもなかった。

　が、また殴られたくもなかったので、一応会話を続けることにした。

「アンタさ、まだソウルなんとかってネトゲ、毎日やってんでしょ」

「ソウル・リング・オンラインな。ああ、やってるよ」

　僕にもゲームにも興味なさそうなコイツが、ＳＲＯソロことソウル・リング・オンラインの事を聞いてくるとは意外だった。

「それ、いい加減、卒業してくんない？」

「な、なんだよ。お前には関係ないだろ」

「関係あるっつーの。実の兄がネトゲ廃人とか、恥ずかしすぎるし」

「は、廃人レベルじゃないよ、僕はまだ」

「毎日三時間前後、しかも日曜や祝日は家に籠こもって、ほとんど一日中やってるじゃん。廃人じゃないにしても、廃人予備軍ってかんじで、正直キモいんですけどぉ」

「……キモいって、あのなぁ」

　虫だの、キモイだのって、酷すぎない？

　そんな酷い言葉、実の妹以外からは言われたことないぞ。

「先週の日曜なんか、起きてから、ご飯とお風呂とトイレ以外、ずっとそのゲームしてたじゃん。キモすぎッ」

「その日はたまたま…………うん？　何でお前、そんなに僕の行動に詳しいんだよ？」

　僕のことなんて、興味ないだろうに。

「あ、アンタの行動なんか簡単に予想できるの！」

「あ～、そうですか」

「とにかくっ！　家に籠って、くっだらないゲームばっかりしてないで、外で友達と一緒に遊びにいきなさいよ。服とか買いにいったりして、もっと格好良くなって欲し――」

「おい、アスカ」

　僕は凄くハマっているＳＲＯソロを『くっだらない』と言われて、ここ最近で一番腹が立った。

　そりゃ、ＳＲＯがゲームであることは理解しているけどさ。

　でも、ＳＲＯをプレイしたこともない人間に、くだらないと決めつけられるのは腹が立つ。

「え……あ、ゴ、ゴメン」

　!?

　い、妹が気まずそうに謝ってきた。め、珍しいな。この妹がこんなに素直に謝ってくるなんて。

　妹は、伏し目がちになりながら、僕を気遣うように謝った。

「謝るから、そんなマジで怒んないでよ。やっぱりアンタ……友達いなかったんだ…………それなのに友達と一緒に遊びに行け、とかさ、無神経すぎた…………本当、ゴメン」

　謝ったのはそっちかよ!?

「いるから！　友達ぐらい！」

「あ、そうなの」

　妹は、さっきの神妙な態度をやめて、言葉を続けた。

「そりゃそうよね。友達のいない人間なんか都市伝説だよね……で、何人ぐらいいんの？　アンタ、高校生になってから一回も友達を家に呼んだことないけどさ」

　僕は妹に指を三本立てた手を見せた。

「三十人。へぇ～。アンタにしては結構――」

「……三人……」

　僕は妹から目を逸らして、ポツリと呟いた。

　目を見開き、口に手をあてて驚くマイシスター。

　多分、何百人もの友達がいるこの妹様は「うわっ……コイツの友達、少なすぎ……？」と、でも驚いているのだろう。

　そんなふうに驚かないで欲しい。傷つくから。

　僕は、お前みたいに、向こうから友達になりたがって、人がドンドン寄ってくるような人種じゃないんだ。

　中学に入学して、すぐに新規の友達百人できちゃうお前とは、僕は違うんだ。

「い、言っておくけど、三人ってのは、あくまで高校の友達に限った場合だからな」

「それでも信じられないほど少なすぎ…………あ、なんでもない」

「じ、実は僕、構成メンバー千人を超す『ある団体』のメンバーなんだ。そこじゃあ一目置かれてるし、百人近くとの人と友達関係にもなっているんだ」

　嘘ではない。

　オンラインゲームでもあるＳＲＯで多くのプレイヤーとフレンド登録はしている。

　一年間でのＳＲＯプレイ時間が五千時間を超える廃人プレイヤーがギルドマスターをしていて、千人を超すプレイヤーが参加している『ギルド』に、僕も加入している。

　ギルドマスターは現実では無職のニートとのことであり、ギルドメンバーの多くも無職だったりニートだったりという、よく考えたらダメダメな団体ではあるが。

　そこまでアスカに教える必要はないので、詳細は黙っておくけど。

「へ～、そうだったんだ」

　僕を見る妹の目が輝いた。

　僕はその眼を見て、年齢的にも身長的にも小さかった時の妹――僕を尊敬して凄くなついていた時の妹、とても可愛かった時の妹――を一瞬思い出した。

「ねぇ、それ大学生主催のサークルとか？　アンタ、そこでどんなことやってんの？」

「……竜騎士ドラグーン」

　僕は妹の輝く瞳から、目を逸らして答えた。

「は？　ドラグーン？　…………ひょっとしてゲームの世界の話なの？」

　妹が、冷たい目で僕を見てきた。

「べ、別に構わないだろ。ゲームの世界で友達になって、何が悪い」

「…………」

「言っておくけど、ゲームのキャラクターを操作する人間は、現実にちゃんと存在しているからな。つまり、その人達と僕とはゲームの世界では友達なんだ」

「……ハァ……」

　妹は溜息をついたあと、頭が痛いという感じで、彼女の小さな顔を振っていた。

　クゥ、ムカツクゥ！

「あんた、そのうちネトゲの世界で恋人も探しそうでマジ怖いわ。勘弁してよ」

「あ、恋人はもういるよ」

「ハァッ!?」

「ちょ……母さんが起きるから夜に大きな声だすなよ」

　僕は、いきなり大声を出した妹を注意した。

「こ、ここ恋人っ!?　あ、ああああアンタに？　え、えと、え～と」

　挙動不審なぐらいに動揺したあと、アスカは納得したようにポンっと手を叩き、

「あ、妄想か」

「妄想ちゃうわっ」

　僕はジト眼で軽く睨んで妹にツッコんだ。

「だ、だってだって、アンタに恋人ができるなんて……」

「…………」

「そんな……そんなの……信じられない……ううん、信じない……」

　おい、兄に恋人ができるのがそんなに信じられないことなのか。

「僕にだって恋人ぐらいできるっての。まぁ、ゲーム世界、つまり仮想現実の世界限定での恋人だけどさ」

「あ、分かった。そうか、そういうことね」

　アスカは納得したような顔でうんうんと頷いた。

「？　一体、なにが分かったっていうんだよ」

「あれでしょ。アンタの恋人って、いわゆる非実在青少年ってやつでしょ」

「非実在……って、おぉいっ！」

「アンタ、とうとう二次元コンプレックスをこじらせて現実には実在しない架空のキャラクターを恋人とか言い出すなんてね。たくっ、本当にアンタってキモイんだから、ハァ、やれやれ」

「いるからっ！　キャラクターを操作している人間（プレイヤー）がちゃんと現実に！　僕はＮＰＣを恋人にするほど超越していない！」

　確かに、ＳＲＯも含めて最近の限りなくリアルに近づいているＶＲゲームに登場する、プログラムで操作されたＮＰＣを、恋人だの嫁だの本気で言っている人もいるみたいだけどさ。

「ま、マジなの……アンタとネトゲの世界で恋人になっている人間が、マジで存在するの？」

「ああ、ちゃんと存在するよ。ちなみにその女性とは将来結婚する予定だよ……仮想現実ゲームの世界での【結婚】だけど」

「け!?　けけけけえけけけけけけこけこここけここ!?」

　うわっ、妹が鶏化した。

「……ア、アスカ？　大丈夫？」

　僕は壊れ気味の妹を心配して声をかけたが、彼女の耳には届いてなさそうだった。

　そして異常なほど動揺したままの妹が、聞き取れないほど小さな声で何か呟いた。

「………………のに……ずっと前からお兄ちゃんはあたしと婚約しているのに…………」

「え、今、なんて言った？　婚約がどうのとか聞こえた気がするけど？」

　僕が聞き返したら、アスカは顔を真っ赤にさせて、

「な、なにも言ってない！」

　と、慌てて否定してきた。

「おい、本当に大丈夫か？　なんか顔が赤いぞ？」

「な、なんでもないわよっ！　それより！　こ、恋人とか、け、けけ、結婚とか、あくまでゲーム内での話なんでしょっ」

「まぁそうだけど」

　僕が頷いたら、アスカはほっと胸をなでおろしたあと、

「そうよ、ゲームの世界のことじゃない……しょせんゲーム……たかがゲーム……現実じゃないし、仮想現実だし、ニセモノだし」

　ブツブツと呟き始めた。

「確かにソウル・リング・オンラインはゲームには違いないけどさ。しょせん、とか、たかが、とか言うなよな。それに……」

「な、何よ」

「ルナに……あの世界の恋人であるルナに対する僕の気持ちは、ニ、ニセモノじゃない」

　我ながら、ちょっとアレなセリフを言った気はする。

　でも、ルナの事が好きだという気持ちは否定したくない。

　妹は口をパクパクさせて肩を震わせたあと、

「……………………………………………………………………………………………………キモ」

　僕を罵倒してきた。

　さらに、気分が悪くなったかのように口を押え、青い顔で、

「…………キモすぎて吐きそう」

「悪かったな」

「キモ、キモ、キモ、キモ、キモ、キモ、キモ！　マジキモいんですけど！」

　半泣き状態になって連呼するアスカ。

　妹から泣くほど気持ち悪がられるなんて、僕の方こそ泣きたい気分だ。

「はいはい、どうせ僕は、お前から見ればキモイ兄貴ですよ」

　僕は、投げやりに答えた。

　まぁ、普段は口もきかない妹に、いまさらどう思われようと一向に構わないや。

「アンタさぁ、そのルナってキャラクターを操作しているのが、キャラクターに負けないぐらいの美少女とか、どうせ、そんな都合のいいことを妄想してるんでしょっ！」

　妹が、僕を指さして決めつけてきた。

「そ、そんなこと……ないよ」

　僕はあさっての方向を見ながら否定した。

　ルナのプレイヤーもルナのような美少女だったらいいなぁ、と思ってはいるけど。

「残念でしたぁ。現実はそんなに甘くありません～」

「いや、だからプレイヤーも美少女だとか、思ってはないって。普通の若い女性だよ、うん」

「きっとブッサイクなオバサンが操作してますぅ～」

「そ、そうとは限らないだろ。おい、やめろよ」

「むしろ、男が操作してますぅ、ネカマってやつね」

「……や、やめろ、やめて、マジで」

「それも、脂ぎったキモイおっさんが操作してますぅ」

「やめてぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇええええええええ[image: ]」

　僕は耳を塞いでその場でしゃがみ込んだ。

　考えまいとしていた事を、妹にズバズバ指摘されて、僕の心が折れかけた。

「ゲームの世界で～、男子高校生とぉ～、ネカマのキモイおっさんがぁ～、イチャイチャしてるぅ～」

　妹が、恐ろしい歌を歌いだした。

「仮想現実の世界で～、ルナという名の美少女と結婚したらぁ～、中の人は田中サブローという名の四十代のオッサン～」

「黙れぇっぇぇぇぇぇぇぇぇ!!」

　気がついたら僕は、妹が着ているパジャマの襟首を掴んでいた。

「ハッ！」

「グエッ！」

　柔道の有段者である妹に、背負い投げであっさり投げ飛ばされる僕。

「ば～か！　素人のアンタがアタシに勝てるわけないでしょ」

　妹は僕を馬鹿にしつつ、馬乗りになってきた。

「イテテテ。何すんだよ」

　僕は腰の痛みに顔をしかめつつ、妹に文句を言う。

「………………………………」

　馬乗りになったままの妹は、無言で僕の顔を見下ろしている。

　ムカつくなぁ。

　というか、早くどいてくれ。

　金髪碧眼ハーフ美少女に馬乗りにされるという、ある意味で胸がドキドキするシチュエーションも、相手が実の妹だと嬉しくもなんともない。

　たとえ、僕にまたがっている妹の身体がとても柔らかく、石鹸と甘いミルクのようないい匂いがしてこようが、何も感じない。

「士朗、明日香、貴方達、夜中に何を騒いで――」

　僕達の母親がとうとう目を覚ましてしまった。

　そして、パタパタとスリッパの音を立てながら、リビングに入ってきて――

「な、ナニしているの、兄妹で!?」

　愕がく然ぜんとしながら驚きの声をあげた。

　息子に馬乗りになっている妙に赤い顔の娘を見ながら。

　妙に荒い息を吐いている娘と、馬乗りにされている息子を見て、驚く母の姿があった。

「ちょっ……それ、まさか、は、入っているの!?　きょ、兄妹で挿入しているのっ!?」

「イヤイヤイヤイヤイヤイヤイヤ」

　何かとんでもない誤解をしていそうなマイマザーに、僕は慌てて手を横に振った。

「お母さん、変な誤解しないで」

　顔を赤らめながら、妹が僕の身体から離れて立ちあがった。

「コイツ……兄貴がいきなりアタシに襲いかかってきたから、投げ飛ばしてマウントポジションとっていただけよ」

「そうそう、その通り。僕達は何もやましい事はしてな……っておぉい、アスカァっ！」

　お前のその言い方だと、僕が実の妹を襲ってレイプしようとした鬼畜兄貴みたいに聞こえるだろっ！

「ああ、ただの兄妹ゲンカか。もうびっくりさせないで」

　ほっと、胸をなでおろす母さん。

　以前から母さんは、兄妹ゲンカで妹に僕が投げ飛ばされ、馬乗りよりも、もっと身体を密着させた寝技をかけられているところを何度も目撃している。

　だから今度も、大体の真相を理解してくれたようだ。

「ここ二、三年あんた達がお互いに避け合っていたのは、実は両親の眼を誤魔化すためのフェイクで、毎晩、親の目を盗んでは禁断の愛と肉欲に溺れていたのかと、つい、疑ってしまったわ」

　母さん、僕はあなたの女性向け大衆恋愛小説ハーレクイン的な想像力にびっくりです。

　流石は、仕事のためイギリスにいる夫と離れ離れで暮らしている寂しさを、毎夜ハーレクイン小説を読んで慰めているだけはある。

「とにかく、もう寝なさい。今何時だと思っているの、まったく……」

　母さんに叱られてしまった僕達は、それぞれの部屋に戻ることにした。

　ベー、と僕に舌を出した妹には、本当にムカついたけどね。

　僕達は、お互いに無言で二階への階段を上る。

　目線を上げたら、先に階段を上っている妹の形のいいお尻が見えた。

　が、特に胸が高まることなどまったくなかった。当たり前だが。

　妹のお尻などは、兄にとっては何の価値もないのだ。

　……揺れる妹のお尻を見ていて、ふと、もう何年も前の話――お互いに小学生の頃の話だけど、階段を上っている妹のお尻に、いたずらでカンチョウをして、泣かしてしまったことを思い出したが。

「もうお嫁にいけない、お兄ちゃん責任とって」

　と泣きじゃくる妹をあやすため、将来結婚する約束をしたことも思い出した。

　あの時署名した（署名させられた）妹手書きの婚約証明書は、今、どうなっているのだろう？

　当時の妹は「宝物として大事に保管しておく」とか言っていた気がするけど。

　まぁ、そんな約束、当然無効だし、そもそも妹も覚えていないだろうけど。

　婚約証明書なんか、とっくの昔に妹の手により、ゴミ箱に捨てられている可能性が高い。

　……フム。

　手を伸ばせば届く位置に妹のお尻……か。

　今、目の前の尻にカンチョウをしたら……殺されるだろうな、確実に。

　妹の得意技でもある地獄車で階段をゴロゴロ転がったあと、本当に地獄に投げ落とされるだろう。

　…………………………。





『ブスリっ！！！！

　やってはいけないことほど、やってしまいたくなるものだ。

　気付けば僕は妹にカンチョウをしていた。

　それも、指の根本まで埋まる強烈なカンチョウを。

「ヒギィっ！！！？？？」

　妹は、こっちが驚くような悲鳴を上げ、そしてバッタリと倒れた。

　ビクンビクンと身体を震わせながら泡をブクブク吹き、気絶する妹。

「どうだ、兄を馬鹿にするから、そんな目にあうんだ。これからは心を入れ替えるんだな……うん？　アスカ？」

　僕は、白目を剥いている妹に近づき、そして驚愕した。

「し、死んでるっ!?」

　妹アスカの菊座アナルからは、大量の血が流れていた――』






　――などと、妹のお尻を見ながら、くっだらない妄想を頭に浮かべつつ、僕は階段を上りきった。

　そして、自分の部屋まで歩いていく妹に僕は声をかけた。

　アスカは立ち止まりこそしたけど「……なに？」と、僕に背を向けたまま、顔を見ようともしないで返事しやがった。

　やれやれ。

　今日、数週間ぶりでそれなりに長い会話をし、数か月ぶりに身体の接触があったけど、特に妹と仲良くなれた気はしない。

　むしろ、より仲が悪くなった気がする。

　好感度でいえば、数ポイントは下がった気がする。

　まぁ、そもそも、昔の口癖は『お兄ちゃん大好き』だったのに、今では『アンタ、うざい』に変わってしまった妹相手では、好感度が下がる選択肢しか存在しない。

　ベストの選択肢を選んでも、他と比べたら下がる好感度がマシなだけなのだ。

　なるべく会話もせず、なるべく近づかない。

　これが、この妹への正しい接し方なのである。

　が、これだけは言っておきたかった。

「僕のハマっているゲームのソウル・リング・オンラインなんだけどさ」

　僕の方を振り返りながら、妹が、

「アンタがネカマのオッサンと恋人になっているネトゲがどうしたって？」

「ルナの中の人はネカマでもオッサンでもないっ！　本人が女子高校生だと言っていたしっ！」

「そんなの口ではなんとでも言えるじゃない」

「う……」

「ソイツに女子高校生だって証拠を見せてもらったことあんの？」

「それは……ないけど」

　アスカはニヤっと笑い、

「やっぱ、オッサンが女子高校生だって言い張っているだけっしょ。そのルナっていうキャラの中の人はオッサンに決まっているわ。間違いない」

「だ、断言するなよっ！」

　ニヤニヤしながら、妹がオペラ歌手のような歌声で、

「ルナという名の恋人の中身は～、田中サブローという名の四十代のオッサン～～～」

　アスカ、その歌はやめろっ！

　聞いているだけで僕の心が不安定になってきて、得体のしれない不安感がこみあげてくるからっ！

「だから、なんなんだよその歌！　それに誰だよ田中サブローって！」

「アタシの学校の体育教師。女装好き＆ゲイで有名の中年男性。アゴヒゲが青々としている筋肉ムキムキの四十代のオッサンで、あだ名はサブちゃん」

「やめろ！　田中サブロー先生の詳しいプロフィールを僕に聞かせるな！」

「そういえば、サブちゃんがそのソウル・リング・オンラインとかいうネトゲをしているって噂もあったなぁ。もちろん女キャラクターで！」

「だからそういう情報を僕に流すのはやめろぉっ！　ゲームの世界でルナと会っている時に、サブちゃんの影がチラついちゃうだろ！」

　妹は、ニヤリと邪悪な笑みを浮かべた。

　まるで、『計画通り』と笑う新世界の神のような笑みだった。

　デスノートがあったら、思わず妹の名前を書いてしまいそうになるぐらい、ムカつく笑い方だった。

「ゴホン。と、とにかく」

　僕は、一度軽く咳ばらいをした。

「お前、ＳＲＯソロを『くっだらない』ゲームって言ってくれたけどさ、やったこともないくせに、くだらないって決めつけんなよ」

「…………」

「いや、ＳＲＯだけじゃない。他の事でもそうだ。ゲームだから、とか漫画だから、とか、小説やライトノベルだから、とか、やったことも、読んだこともないのに、くだらないって決めつけるのはよくない。批判するのは、実際にやってから……あ、オイ」

「説教、ウザ！」

　僕の話を最後まで聞かずに、妹は自分の部屋に入って行った。

「……フゥ」

　溜息をつきながら、僕は、自分の部屋に入った。

　あ、ヤバい、もうルナと約束した時間を五分程、過ぎている。

　僕は慌てて、ＶＲＭＭＯ専用ゲーム機を起動して、ＳＲＯの世界にログインした。










２　ロォグゥアウトォォォォォォゥウ[image: ]




　　　　◆　仮想現実　◆

　僕が、多少遅れつつも約束通りこの世界に再びログインして自分の目を開けた時、とても不安そうな表情をして、僕の顔をじっと見つめていたルナの姿が見えた。

　僕が本当に、またログインしてくるのか不安だったのだろう。

　ひょっとしたら、約束を忘れられたのかもと、心配していたのだろう。

　目を開けた僕と彼女の目が合った時、ルナの表情は一度喜びの表情に変わった。が、すぐに澄まし顔で、謝罪を要求してきた。

　当然、僕は遅れたことを謝ったのだが、謝罪の言葉だけでなく行動も要求された。

　お詫びのキスをせがんできたのだ。

「遅れてしまった事を許して欲しければ…………私が満足できるような甘いキスをしてちょうだい」

　ルナは目をつむりながら、その桜色の薄い唇を差し出してきたのだ。

　当然、いつものように、僕は喜んでルナに気持ちを込めたキスをしようとしたのだが――




『ルナという名の恋人の中身は～、田中サブローという名の四十代のオッサン～、オッサン～』




　妹の声による呪いのような歌、まさに呪歌が僕の頭に聞こえてきた。

　それもエコー付きで。

　げ、幻聴だとは思うけど。

「……シロウ？」

　ルナが、なかなか唇をあわせようとしない僕に対して、じれったそうに名前を呼んだ。

「ル、ルナ。ちょっと確認しておきたいことがあるんだけどさ」

「……何かしら」

　目をつむったままのルナに、僕は覚悟を決めて聞いてみた。

「ねぇルナ。現実世界の君って、女子高校生なんだよね。前にそう言っていたよね」

「……ええ、そうよ」

　現実世界の話をされるのが嫌いなルナは、不機嫌な声ながらも現実リアルにおける彼女は女子高生であることを肯定してくれた。

　だが僕は念のため、続けて質問をした。

「まさかとは思うけど、女子高校生のフリをした、ネ、ネカマじゃないよね」

「…………ハイ？　よく聞こえなかったのだけど」

　目をつむったままのルナの白い額に太い血管が浮いた。

　うう……失礼な質問にかなり怒っていらっしゃる。

　だけど、この件に関しては僕もハッキリさせたいのだ。

「現実のルナは――ルナのプレイヤーである君は、本名が田中サブローという本名じゃ、な、ないよね？」

「…………」

　無言になったルナに一抹の不安を感じつつ、僕はさらに質問を重ね、

「が、学校の体育教師で女装好き＆ゲイであり、アゴヒゲが青々としている筋肉ムキムキの四十代のオッサンで、あだ名はサブちゃん…………じゃないよね」

「…………………………」

「…………………………」

「…………………………」

「あ、あの、ルナ？」

「…………………………」

「ル、ルナさん？　沈黙が続くと色んな意味でメッチャ怖いんですけど」

「……………………フゥ」

　ルナは一度溜息をついたあと、ゆっくり眼を開けた。

　そして、残酷な真実を告げたのだった。

「どうやら、バレてしまったようね。私がサブちゃんであることが――」「イヤァァァァァァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアっっっ！！！！！！！！！！！」

　僕は宿屋、いや、町全体に響きわたるのではないかという程の大声で絶叫を上げていた！

　そして、音速の速さで虚空を叩き、光の速さでメニューウィンドウを開く！

「ロォグゥアウトォォォォォォゥウ[image: ]」

　叫びと同時にメニューウィンドウの一番下にあるログアウトボタンを押す！

「ま、待ちなさいシロウ！　今のは冗談……」

　僕がログアウトしてこの世界から落ちる瞬間、ルナ、いや田中サブローさんが何かを慌てて叫んだが、半狂乱状態の僕には聞こえなかった。




　その日から一週間、僕は学校を休んで自分の部屋に引きこもった。

　もちろん、ＳＲＯの世界にログインすることもなかった。

　もう………………何も信じない………………信じられない。




　　　　◆　現実リアル　◆

　僕はルナの外見（仮想体の容姿）に惹かれて好きになったわけではない。

　確かにルナは美形キャラだけど、外見を自由にカスタマイズできるＳＲＯの世界には、美男・美女や美少年・美少女で溢れているし。

　かくいう僕も、ＳＲＯでの僕の分身であるキャラクターは実物より10センチ以上背を高くしていた。現実の自分が男にしてはやや小柄なことを多少気にしているのもあったからね。

　また、顔も美形の欧米系ハーフ顔にしていた…………長身ハーフ美少女である妹へのコンプレックスも関係あったかもしれない。

　だから、別にルナのプレイヤーが、本人とかけ離れた容姿でルナというキャラクターを作っていても、そのことを僕に責めることはできないし、責めるつもりはない。

「そう、僕は外見ではなくルナの中身を好きになったのだ」

　ベッドの上で布団にくるまりつつ、僕は独り言として本心を呟いていた。

　毒舌で嫉妬深いところもあるけど実はとても優しくて純粋な性格や、ＶＲＭＭＯゲームの世界ですらコミュ障気味なのに酷い寂しがり屋でどこか放っておけないところとか、なにより、僕を一途に愛してくれることに感動して、ルナを好きになったのだ。

　だから、たとえルナの中身が四十代で青ヒゲ・マッチョのオッサンでも僕はルナのことを愛し続けて……………………ゴメン、やっぱ無理です。

　いくら外見ではなく中身で好きになったとはいえ、中の人がオッサンじゃ、無理っ！

　絶対無理！

「絶対の絶対に無理ぃぃいいぃいぃぃぃっ！」

　僕は頭から布団をかぶりながら、思わず絶叫してしまった。

　いや、ルナが性別を偽っており、プレイヤーは男だったとしても、たとえば、美少女にしか見えない男の娘こなら別かもしれない。あるいはルナを愛し続けることはできたかもしれない。何か新たな性癖に目覚めてしまう危険性はあるけど。

　でも、ヒゲの濃いオッサンは無理です。

　マジ勘弁してください。

「とはいえ、このまま一生ＳＲＯができないのは耐えられないよな」

　僕はベッドの上で布団にくるまったまま、独り言を呟いた。




　一週間、ＳＲＯの世界から離れた僕には、あの世界に戻りたい欲求が日に日に増していき、我慢の限界になっていた

　禁断症状とまでは言わないけど、それに近い症状も出ていた。

　無意識にフラフラとゲーム機に近づき、思わず電源スイッチを押しそうになっていたりとか。

　これ以上、我慢するのは無理っぽい。

　来週には新たな迷宮やモンスター、アイテム、職業や種族等の大量追加、ゲームシステムの改良などの大型アップデートがあるので、前からとても楽しみにしていたし。

　ＳＲＯの世界に戻って、ルナと恋人関係を続けるのは流石にもう無理だ。

「でも、友人としてなら、仲間としてなら、友好的な関係は続けられるかもしれない」

　あの時はショックのあまり、神速でログアウトしてしまったし、気持ちの整理に一週間もかかってしまったけどね。

　正直なところ、ルナのプレイヤー＝サブちゃんに対しては、女子高校生だと嘘をついて、一年以上も僕を騙していたことに対する怒りがないといえば、嘘になる。

　今は、どうしても気持ち悪さを感じてしまうことも間違いない。

　今でも、ルナの柔らかい唇の感触を思い出しては――

「吐き気がするし、ウプッ」

　でも、いきなりログアウトし、その後一週間も姿を見せなかった僕の行動に、ルナのプレイヤーがとてもショックを受け、傷ついているかもと想像すると、申し訳なさを感じた。

　罪悪感で胸も痛む。

　少なくとも、一度だけでもルナに会ってあの酷い行動を、ちゃんと謝りたい。

　そして、申し訳ないけど恋人関係を解消したいということを伝えて、ちゃんと謝りたい。

　たとえ、ルナが――ルナのプレイヤーが――僕を騙していたネカマでも、当然のことだけど人格のある人間なのだから、傷つけたまま、放置していいわけがない。

　無視し続けていいわけがない。

「……よし」

　今日の夜は、今日の夜こそは、ＳＲＯの世界にログインしよう。

　ログインして、ルナに向き合いながらちゃんと話をしよう。

　と、決心したところで――僕の部屋のドアが乱暴に開けられた。

「いい加減出てこい、この引きこもり野郎っ！」

　妹が、カギを掛けていたはずのドアを蹴り開けて、僕の部屋に乱入してきたのだ……って、ええっ!?

「おま、なんてことするんだよっ！　というか凄いキック力だな、オイッ!?」

　僕は横蹴りサイドキツクの姿勢の妹と、吹き飛ばされたカギの部品を交互に見ながら叫んでいた。

　いくら取り付けていたのが安物の後付タイプのカギとはいえ、普通、女子の蹴りで破壊されないよっ!?

「うっさいっ！　そんなことよりアンタ今日も学校休むつもりっ!?」

　中学校の制服を着た妹が、両手を腰に当てて怒鳴ってきた。

「お母さんは甘いからしばらく様子見ようって言っていたけどっ！　もう一週間もズル休みしてさっ、アンタいい加減にしなさいよっ！」

「土日と祝日と開校記念日があったから、実質休んだのは三日だけ……」

「ハァぁ!?」

　おい妹、虫を見るような目で兄を見下ろすな。

「三日『も』ズル休みしといて、全然反省してないわね、アンタ」

「…………」

「本っっっ当やめてよねっ！　実の兄が引きこもりの不登校とか、みっともなさすぎて最悪なんですけどぉっ！」

　クッ、今日はいい加減学校に行こうと思っていたのに、妹のせいで、登校する気力が失せてしまいそうだ。

　もう、僕、今日は布団かぶって寝る！

「人を無視して、何、平日の朝に二度寝しようとしてんのよっ！」

「グハッ！」

　頭から布団をかぶっていたのに、妹から正確無比なジャンピング・エルボー・ドロップを鳩尾に受け、僕はマジで死にかけた。

「……ねぇ、アンタさ」

　口から泡を吹き、鳩尾みぞおちを押さえ、ベッドでうずくまりながら、ピクピクしている僕を見下ろして、妹が妙に優しい声を出した。

「ひょっとして、学校でイジメとか受けてんの？」

「ハ？」

　何言ってんだコイツ？

　まぁ、たった今、家で妹からイジメ、いや虐待を受けた気はするが。

　真剣だけど妙に優しい目で、僕の顔を見つめながら、妹が言った。

「もしそうならさ。アタシがそいつら投げとばしてあげる。素手で相手するには人数が多すぎだったら、習っている弓道の弓で射ってやるし」

「投げるだけならまだしも、人を弓で射るんじゃないっ！」

「イジメなんかするやつは、必殺の眉間撃ち抜き三連射で懲らしめてやった方がいいし」

「なにそのヤバそうな必殺技っ!?」

「弓道の師範が特別に教えてくれた秘伝の奥義で、高速の三連射により人体最大の急所を三回撃ちぬいてどんな屈強な大男でも必ず殺せる、まさに必殺の殺人技よ」

「懲らしめるってレベルじゃないっ！　人を必ず殺したら駄目だろっ！」

　人体最大の急所を三連続で撃ち抜くとか、オーバーキルがすぎるっ！

「だって……」

「そもそも別にイジメなんか僕は受けてないよ」

　僕の言葉に、妹は「あっそ、ならいいけど」と素っ気なく言いながら、僕から視線をそらして頬をかいた。妹が少しホッとしていた気はする。

　え、あれ、あれれ、僕今、年下で中学生の妹から、イジメの心配とか同情とかされていた？

　な、情けない。兄として情けなさすぎるなぁ。

　おい妹よ、あまり兄を見下ろすなよ。

　確かに僕は中学校時代に、しばらく同級生から無視されるという軽いイジメなら受けたことあるけど、自力でなんとかしたんだぞ。

　いや、我慢して耐えていたら、ターゲットが他人になっただけなんだけどさ。

　それに、あのまま続いていたら、ホントに不登校になっていたかもしれないけど。

　あの辛かった暗黒の時期に、素晴らしい仮想現実の体験により現実を忘れさせてくれたＳＲＯに出会えなかったら、正直、どうなっていたか分からない。

　それなりに仲が良く、友人だと思っていた相手からも無視され続けたことで、暗黒面ダークサイドに堕ちかけた僕の魂を救ってくれたＳＲＯに出会わなかったらと思うとゾッとする。

　…………いや、僕のあまり思い出したくない暗黒中学校時代はどうでもいい。

「お前に心配されなくても今日は学校いくよ」

「べ、別にアンタのことなんか心配してないし」

　ツンデレの定番みたいなセリフを吐いたアスカは、プイッと顔をそむけて、

「兄が不登校の引きこもりとか友達に知られたら恥ずかしいから、なんとかしようと思っただけなんだからねっ！」

　などと本音であろう理由を僕に告げた。

「はいはい。今日は学校に行くって。それより、このままだとお前、遅刻するぞ」

　妹は「絶対、学校行きなさいよっ」と念を押したあと、駆け足で階段を下りて行った。

　あいつは、家からかなり遠くの聖百合学園（幼・小・中・高・大学一貫制の名門女子校）に通っているので、今からだと相当急がないと遅刻するはずだ。

　僕が通っている光陽高校はわりと家から近く、比較的校則も緩い。

　でも、緩めの光陽高校と違い、聖百合学園は遅刻とか滅茶苦茶厳しいはずだ。

　優等生でもある妹は、遅刻にならないように駅まで猛ダッシュすることになるだろう。

　僕を学校に行かせるため、ギリギリまで家にいたせいで。

「アスカ、間に合えよ」

　僕は妹が遅刻にならないよう祈りつつ、顔を洗いに一階に行った。










３　シロウ逢いたいシロウ逢いたいシロウ逢いたいシロウ逢いたいシロウ逢いたい




　久しぶりに学校に登校するため、歩きなれた道を一人で歩いていたら、

「よぉ、シロウっ！」

　後ろから声を掛けられ、振り向こうとしたら背の高い『男子』にいきなり肩を組まれた。

　ところで、朝の登校といえば、普通なら可愛い幼馴染の『女子』が登場するのが定番なのではないだろうか？

　それがなぜ、僕は朝から男に密着されなければいけないのだろう。

　僕の青春はおかしい。

　仮想現実世界での恋人であったルナはオッサンだったし……ハハハ……ハハ…………ハァァァッ……。

　おっといけない、朝から憂ゆう鬱うつな溜息をつきそうになってしまった。

「……おはよう、ハル」

　僕は学校では別のクラスだけど、一番仲の良い友達であるその男子に挨拶を返した。

「シロウ、お前さぁ、昨日ＳＲＯにログインしなかっただろ。俺の日曜日の楽しみ、いや人生最大の楽しみを半減させんなよなっ」

　男にしては長めの茶髪にゆるいパーマを当て、女かと思うほど整った顔をした男子がそう言ってきた。

　そして、長身の彼は、肩を組んでいる腕とは逆の腕を使い、僕の髪を自分の手のひらでクシャクシャにしてきた。

　抵抗しようとしたが、高校に入学してからボクシングを始めた、彼の筋力には勝てなかった。

　僕は、仮想現実世界なら大剣クレイモアに分類される『竜殺しの大剣ドラゴンバスター』を片手でも振り回せる剛力の持ち主だ。

　が、現実世界では非力な人間だった。

　体育の選択武道である剣道において、両手で竹刀を少し振るっただけで、翌日、筋肉痛に苦しむぐらいの。

　筋力の違いもあり、なすがままであった。

　まぁ、別にさほど嫌でもなかったから、本気で抵抗したわけでもないが。

　ん…………何か視線を感じるな。

　それも、なんか腐った視線を。

「……わっ、朝から大胆っ」

「あの男子高校生二人、絶対できているよねっ！」

「フヒヒヒ、朝からいいものを見せていただきました。眼福眼福」

　僕達から少し離れた場所のバス停でバスを待っていた、女子高生三人組（制服から他校生だと思うけど）の腐った会話が聞こえてきた。

「やっぱ、背の高い美形男子が攻めで、小柄で可愛い系男子は受けよねっ！」

「いえいえ、ベッドでは逆転して、キュートボーイ×美形男子です。間違いないっ！」

「ウヘヘヘっ、グヘヘヘヘっ、ゲヘヘヘ！」

　オイィィッ！　なんなんだアンタらの異常な思考回路は!?

　頼むからアンタら、今すぐその理解不能な腐った会話をやめてくれっ！

　僕は少し早口で、

「ゴメンゴメン、日曜日にＳＲＯにログインしなかったのは悪かったよ、ハル。それはともかくとして、今すぐ僕から離れろ。周りに、僕達でおぞましい妄想をしている腐った女子高生達がいる」

　数少ない友人であるハルに謝りつつ、朝から誤解を招く行動をしてきた友人に、僕の身体をすぐさま解放するように要求した。

　ハルもバス停にいる腐った女子高生達の腐った視線に気付いたのか、僕の肩や頭から手を放す。

　腐女子三人組が、あ～～～、と残念そうな声を上げたが、実にどうでもいい。

「ったく。俺が平日や土曜はバイトやボクシング、それに生徒会で忙しくてＳＲＯの世界に行けるのは、多少は時間のある日曜日だけなの知っているだろ」

「ハルが忙しいのは知っているけど」

「だったら、日曜日はＳＲＯにログインして、あの世界で一緒に遊んでくれよ」

「でもさ。ＳＲＯが日曜日しかできないのは、忙しくて時間がないだけが理由ではないだろ」

「う……」

「親に日曜以外ＳＲＯにログインするのを禁止されているからでもあるし。中学校時代、ハルはネトゲ廃人すぎたから」

「ま、まあな」

　ハルは、ばつが悪そうな顔をして自分の頬をかいた。

　彼は高校デビューを果たしたリア充ではある。

　だが、中学校時代はネットゲーム（ＳＲＯ）にハマりすぎて人生を捨てかけていた。

　家族会議により親にゲーム時間の制限をされたのも仕方ないぐらいにハマッていた。

　今の垢ぬけた姿からは想像しにくいが、昔の彼はＶＲＭＭＯだけが生きがいの根暗な眼鏡少年でもあった。

　せっかくの整った顔も、度の厚い眼鏡によって隠されていた。

　ちなみに当時は背も僕より低かった。

　高校に入学して一年と少しで驚異の身長20センチアップという、人体の不思議を垣間見るような急成長を遂げたが。

（ちなみに、僕は入学してから２センチも伸びていない……いや、まだ諦めてないけどっ！　諦めたらそこで試合終了だしっ！）

「というか、シロウさ」

「え？」

「お前、学校でもここ数日見なかった気がするけど、風邪でも引いていたのか？」

「いや、健康だったよ。身体はね」

　心は壊れかけたけど。心の風邪をこじらせすぎ、あやうく心の肺炎で死にかけたけど。

「じゃあ、なんで学校にもＳＲＯの世界にもいなかったんだよ…………シロウ、なんかあったのか？」

「いや、まぁ……」

　心配してくれている友人に、僕は視線をそらして口ごもった。

「なぁ、なにか困ったことがあるなら俺に相談しろよ。お前は俺にとって唯一、命をかけられるほどの親友なんだからな」

「何を大げさな」

　大層なことを言う友人、いや親友に僕は苦笑していた。彼はＳＲＯの世界にハマってから、少々大げさな言葉を平気で使う。

　ゲームの世界でならともかく、現実で聞くと恥ずかしくて照れてしまいそうなセリフも堂々と吐く。

　長身かつ美形のイケメンだから、それが妙に格好良くて、女子にも人気が高いけどね。チビで童顔の僕が同じセリフを吐いたら、女子から失笑されかねないが。

　ところで、

「「「キャアアアアアアアアアアアアアアアッッッ[image: ]　命をかけられる親友ステデイ宣言キタァァァァァァァァッ[image: ]」」」

　と、女子高生三人組の悲鳴、いや絶叫が背後から聞こえてきてもいた。

　君達、耳いいなっ！

　君達から早く離れるため速足で歩いている僕達とはもう結構距離が離れているのにっ！

　それと、親友と書いてなぜ、ステディと読むっ！

　ステディって、本命の恋人のことだろっ[image: ]

　腐った女子高生三人組に僕は心の中でツッコミを入れた。

　赤信号で立ち止まっていたハルが真剣な顔で僕の方を見て、

「大げさなもんかよっ。俺はお前とＳＲＯにマジで救われたんだからな」

「……ハル」

　中学校時代、僕の次にハルは無視のターゲットにされていた。

　それに、これは後で知ったことだけど――無視程度で済んでいた僕と違い、ハルの場合はもっと酷かったようだ。

　当時、根暗で今よりずっと体も小さく、いつもオドオドしていたハルは、もっと酷いイジメも受けたことがあったようなのだ。

「お前が教えてくれたＳＲＯの世界で、お前と一緒に冒険したあの時間がなかったら、俺はきっと自じさ…………イヤ…………とにかくシロウは俺の恩人なんだよ」

「別に恩にきてもらう必要は全然ないって」

　当時、クラスの中心人物による集団無視のターゲットがハルに――『僕以外の誰か』に変わったことを、喜んでしまった。

　そのことで自己嫌悪に陥った。

　自分が嫌いになった。

　また無視されるのが怖くてクラスのみんなに同調し、ハルを無視していた自分が本当に嫌だった。

　……だから彼に教え、誘っただけなんだ。

　自己嫌悪に陥っていた僕自身の為に、当時、あまり親しくなかったハルにＳＲＯを教えた。

　同級生から無視されていた時、僕の心を救ってくれたゲームに、ハルの心も救われることを期待して、ＳＲＯに誘った。

　そして、その仮想現実の世界ではたくさんハルと喋ってハルと遊んでいた、だけなんだ。

　僕は無視される怖さや辛さを知っている。

　知っているくせに、現実の世界では、周りに誰もいない時しか、ハルに話しかけられなかった。

　ゲーム内で親しくしていたのは、現実リアルでの行いに対する贖しよく罪ざいでもあったのだ。

　酷すぎるイジメを受けてもハルの心が壊れなかった手助けになれたようだから、彼にＳＲＯのことを教え、ＳＲＯで一緒に遊ぼうと誘って、本当に良かったとは今でも思っているが。

　当時の僕、グッジョブである。

「俺はシロウから受けた恩は忘れない。一生……な」

「だから大げさだっての」

　まぁ、ＳＲＯにハマッテいる人の中には、ハルみたいに大げさなことや、あるいは中二臭いことを仮想現実だけでなく、現実の世界でもついつい言ってしまうのが、癖になっている人が結構いるようだけどさ。

　ちなみに、ＳＲＯの世界でのハルは、もっと大げさで大仰な言葉や、中二病臭いセリフをポンポン吐く。

　ＳＲＯにおいてハルは、極黒の剣士、闇の聖騎士、暗黒卿ダークロードとも呼ばれている、高レベル黒騎士にして爵位を持つ『ダース・ハル卿』であった。

　そして、彼が吐く闇の言葉ダークワードは、聞くモノの精神を崩壊させかねないほど、凄く…………中二病臭い。

　キャラクターになりきっているゲーム中はともかく、現実の世界に戻ったあとの僕は、彼のゲーム中にした中二すぎる発言を思い出して、思わず赤面してしまうほどの破壊力を持っている。

　ま、それはともかく。

「なぁシロウ。悩みがあったら、相談してくれよ。俺はお前の力になりたいんだ」

「本当に僕は大丈夫だからさ」

「そうか。それならいいけどな」

　正直言うと、ルナがサブちゃんというオッサンだった事を、一番仲が良い友人であるハルに相談したいという気持ちはあった。

　けれど、ハルは、ＳＲＯの世界では僕といつも一緒だったルナとも知り合いなのだ。

　勝手にルナの正体を、共通の友人であるハルにバラすのは良くないと思ったんだ。

「ところでシロウ。ひょっとしてお前さ」

「うん？」

「ルナのお嬢さんと大喧嘩でもしたのか？」

　ハルの口から出た『ルナ』という名前に僕の身体はビクッと反応した。

「その反応、何かあったようだな」

「な、なななな、なにもなかったよ。ルナの中の人がオッサ……ゲフンゲフン」

「え？」

「お嬢さん呼ばわりされたルナの中の人が、お嬢さんではなくオッサ……ンゥ、ゴホンッ！」

　キョドリつつ、誤魔化すような咳払いをした僕を見ながら、ハルは微苦笑した。

「相変わらず嘘が下手なやつだな」

「う、嘘とかじゃ」

「隠すなって。いや、日曜日にＳＲＯで見かけたルナお嬢の様子が、それはもう普通じゃなかったから、お前らに何かあったと思っていたけどな。珍しくお前のそばにいないで一人だったルナのお嬢の様子は、それはもう普通じゃなかったぜ」

　僕の心臓が跳ね上がった。

「え、ルナの様子が普通じゃなかったって？」

「ああ。まさに二つ名の『狂月の月姫ルナテイツクルナ』状態だったぜ」

「（ゴクッ）」

　僕は思わず生唾を飲み込んだ。

「あの女、始終、ブツブツ独り言をいいながら夜の荒野を裸足はだしでさまよっていたぞ」

「え、なにそれ怖い」

「時折、指に嵌めた指輪を愛おしそうになでたり、突然笑い出したりしながら、夜の荒野フィールドを裸足でさまよっていた。イッた目をしながら」

「い、イッた目って」

「あんまりにイッちゃっている様子で、とても声を掛けられる雰囲気じゃなかったけどな……近づいただけで、なんか呪われそうだったし。俺のパーティの連中は、恐怖心から彼女の１００メートル以内に近づくことすら拒否したしな」

「ま……マジで」

　怖っ！　怖すぎるっ！

　ぼ、僕はそこまでルナを追い込んでしまっていたのか。

「心配だったし、俺、彼女を後ろから尾行はしたんだ。尾行の最中、よく荒野の上空を飛行しているモンスターの飛竜ワイバーンの大群に、ルナが襲われた時は流石に助けようともした。その必要はまったくなかったけどな」

　そこで、目をつむったハルはその時の事を思い出したのかブルルっと震えだした。

「アレは人ヒトじゃなった。あの時のルナは、それこそ〝化け物〟だった」

　人の彼女を化け物呼ばわりはどうかと思ったが、スルーしておいた。

　そもそも、ルナとは彼氏彼女の関係では、もうなくなっている気もするし。

　たとえ、元カノだとしても化け物呼ばわりされるのをスルーするのは、元カレとしてはどうかと思わないでもないけどね。

　もっとも、ルナの中の人は男性（それも中年男性）だったので、彼女とも元カノとも言えない気もするが。

　ハルは震えた声で、

「長年のＶＲＭＭＯ経験でも、あんな『キレた』戦闘を見たのは初めてだった。自分にもダメージがくるのを気にせず、超爆熱系の極大呪文を自分中心に連続でブチ込んだり、死の雲を自分中心に大量発生させたり、自爆破壊系呪文と自動蘇生呪文のコンボを連発したり。また『ＭＰ吸収呪文』により永久機関化していたルナは、破壊と死と恐怖と飛竜達が生み出す絶望の鳴き声を荒野に延々と撒き散らし、たった一人で百匹を超える飛竜ワイバーンを全滅させやがった…………今でもあの光景は信じられないぜ」

「………………」

「しかも彼女は、呪文で撃ち落とした飛竜を、凶悪な形状の『大オオ鉈ナタ』で、何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も、執しつ拗ように切り刻んだり、切り落とした首を片手に持ち、血に塗れたまま、荒野の夜空に輝く満月に向かって吠えるように絶叫したりもしていやがった」

「（ゴクッ）」

「アレは完全に狂っていたな…………狂月に魅入られていやがった…………俺は、あの狂気の惨劇を生涯忘れないだろう………お、おいどうしたシロウ。お前、顔が真っ青で凄い量の脂汗が流れているぞ？」




　学校についた僕は、保健室、いや病院に行った方がいいと心配してくれたハルと別れて、自分の教室に入った。

　あれ、なんか違和感があるな。

「あ……大オオ鳥トリ君」

　クラスでは一番仲が良い山田君が、僕に気付いてくれた。

　そして、僕の苗字を呼んで、声をかけてきてくれた。

　ちなみに、クラスでは一番仲が良いはずの同級生と、お互いに苗字を君付けで呼んでいる。そのことからも、僕のこのクラスにおいての人間関係の薄さは察して欲しい。

　ちなみにだが、妹のアスカに聞かれた時に答えた、高校において三人の友達だと僕が（勝手に）思っている中の一人が山田君だ。

　それも三人の中では二番目に親しいつもりである。

　いいんだ、僕にはハルという親友がいるから。

　ハハハ……ハハ……ハ…………ああ……もっと友達が欲しい…………。

「大鳥君が休んでいる間に席替えがあったよ。大鳥君の席はあそこ。前が慎チャン……田中慎二で、後ろが鈴木、右横が………………………………………………………………黒くろ井いさん」

　なるほど、教室に入った時の違和感は席替えだったのか。

　僕は、山田君に礼を言って、窓際に移動されていた自分の席に座った。

　そして、自分の周りの席になった生徒のことを考えた。

　前の田中君――特に親しくはない。

　確か彼は野球部に所属……あれサッカー部、いや卓球部？　ひょっとしてセパタクロー部だったかも。

　後ろの鈴木君――別に親しくない。

　彼の下の名前、なんだったっけ？　まぁいいや、どうせ彼も僕の下の名前は覚えていまい。下手したら上の名前すら。

　右横の黒井さん――そもそもクラス、いやこの学校で僕と親しい女子などいない。

　黒井さん……か。

　田中君と鈴木君は正直どうでもいい。

　クラスの人間関係がほぼ固まったこの時期からでは、どうせ友達になれないだろうし。

　でも、黒井さんと隣の席になれたのは少し嬉しかった。

　黒井さん――黒井月ツキ乃ノさん。

　どことなく……いやかなりルナに似た外見の美しい少女。

　席が離れていたこともあり、今まで間近で彼女の顔を見たことはなかった。

　でも、遠目にも、僕には黒井さんがルナに似ているような気がしていたので、気にはなっていた。

　彼女の透き通るような白い肌や、宝石を封じ込めたような二重の整った瞳、愛らしくも麗しい小さな唇などは、ルナにとても似ていた。

　もっとも、裸眼のルナと違い黒井さんはノンフレームの眼鏡をかけている。

　それに、二人とも髪はかなり長いけど、ルナは僕がプレゼントしたカチューシャ（装飾品として防御力と魔力も少し上昇する）をつけて、その白いおでこを出していたが、黒井さんはお姫様カットにした前髪を下ろしていた。

（カチューシャとかは一応校則で禁止されていたから、真面目そうな黒井さんはそういったものを学校では身に付けないのだろう）

　いや、似ている気がするといっても、そう感じるのは、僕の願望によるものだとは思う。

　僕はルナのプレイヤーは、黒井さんのような美少女だったら嬉しいなぁと思っていた。

　そのため、ルナと黒井さんの外見が、僕の目にはそっくりに見えていたんだろう。

　瞳の綺麗さなんか、眼鏡をかけている彼女を遠くからチラ見したぐらいじゃ、本来よく分からないだろうし。

　彼女の外見に関しては、僕が脳内補完している可能性が非常に高い。

　ほら、好きな人や気になる人は、憧れの芸能人風に脳内補完されて見えるっていうし。

　せっかく席が隣同士になったんだし、そばで彼女の顔を盗み見たかった。

　だが、その黒井さんは、まだ登校していないのか姿が見えない。残念だ。

　もっとも、ルナの中身がサブちゃんというオッサンであることが分かった今、もう黒井さんを見ても、ルナにそっくりな美少女だとは思えなくなっているかもしれないけどね。

　黒井月乃さん…………。

　僕が、現実世界の女性の中では、一番気になっている女性、好意をもっている少女。

　四月最初のホームルームにおいての、クラスでの自己紹介で「黒井月乃です。私は父親の仕事の関係で転校を繰り返していました。ココにもあまり長くは住めません。皆さんと学校でご一緒するのは夏休みまでの三か月ほどしかありませんが…………一応、よろしくお願いいたします」と軽く頭を下げた少女。

　そして「それから私の趣味は読書です。本を読んでいる時は集中したいので、誰も話しかけないでください」とも告げ、休み時間の間、ずっと一人で本を読んでいる少女。

　クラスで特に親しい友人を作らず、ほとんど誰とも話をしない、ぼっちの少女。

　でも、たとえ一人でいてもその凛とした態度により、孤独というより、自ら一人でいることを選んでいる、気高くて、まさに孤高という印象を周囲に与えていた。

　僕は友達が少ないことを、内心では気に病んでいる。

　中学生の時の一時期のように、また学校で同級生から無視されることを恐れてもいる。

　そんな僕は、この孤高の気高さと強さを持った美しい少女に惹かれるものを感じていた。




　ホームルームや授業が始まる前にトイレに行ってこようかな。

　僕は教室を出てトイレで用を足した。

　一人でトイレに行っている時、僕は心が壊れてしまったかのようなルナの事を考えていた。

　ハルの話を聞く限り、本当にルナは心が壊れ、おかしくなったように思える。

「……やっぱり、僕のせいだよな」

　今日の夜、必ずＳＲＯにログインしよう。

　そして、僕のせいで心が壊れてしまったルナに会い、できる限りのことをして彼女（彼）に償おう。

　そう心に決めた。




「魔界!?」

　教室に再び戻った僕は、違和感どころか、ドロドロに濁って淀んだ空気――まるで瘴しよう気きのようなものを感じ、思わず魔界などと口走ってしまった。

　だって、自分が魔界の門ゲートを通って、魑ち魅み魍もう魎りようやおぞましい悪魔魔神デビルデーモンが住まう魔界にでも紛れこんでしまったのかとすら思えたので。

　いやネトゲの仮想現実世界でもあるまいし、そんなことはありえないけどね。

　でも、大げさに聞こえるかもしれないが、本当に教室の雰囲気が異様なのだ。

　それこそ、瘴気でも発生しているのかと思うほどに異常であり異様だったんだ。

　特に僕の席のあたり……いや、僕の隣の席あたりの瘴気がとてつもなく濃かった。

　というか、その席に座っている黒井月乃という名の少女から、恐ろしい瘴気が垂れ流されていた。

　僕は瘴気の発生源である黒井さんを見てギョッとした。

　彼女の目は落ち込み、酷いクマができていた。

　眼鏡の奥の瞳は、まるで一切の光が届かない深い闇の底のようになっていた。

　それに頬もゲッソリとこけていた。

　あの濡れたように艶やかな美しい髪が、逆立ってウネウネと触手のように動いていた……え、あ、あれ、アレレ？　僕の目がおかしくなったのかな？　すぐに眼科にいかなくては……。

　僕は、思わず黒井さんを震える指で指さしつつ、

「ね、ねぇ山田君。アレは一体？」

　クラスでは一応、一番親しい友達である山田君に、彼女の異常な変わり様を尋ねた。

「う、うん、丁度、大鳥君が休み始めた日から、だんだん彼女が壊れ始めたんだ」

　山田君は、できる限り黒井さんを見ないようにしながら、震える声で話した。

　そしてこう告白した。

「凄いショックだよ。俺、密かに黒井さんに憧れていたのに……」

　苦しそうに呟いた山田君はうつむいて肩を震わせる。あ、よく見ると山田君泣いてる。

　クラスは黒井さんが放つ瘴気により、非常に暗く重い雰囲気に包まれていた。

　もうすぐ先生が来るだろうし、僕はおそるおそる自分の席に戻ることにした。

　瘴気を巻き散らしている黒井さんの隣の席でもある自分の席に。

　しかし、黒井さん本当にどうしてしまったのだろう？

　何か悪いもの、たとえば暗黒物質ダークマターとか魔界の神への供物でも食べてしまったのだろうか？

　あるいは正気度がダダ下がりそうな瘴気を放つ腐海の食べ物とか……。

　彼女の前を横切った際、




　ウォオオォォオォォオォォオォォオォォオォォォォォッォオォッォオッォ！




　という、まるで亡者が呻く声が頭に響いてきた。あ、あれ、アレレ？　僕の耳もおかしくなったのかな？　すぐに耳鼻科にいかなくては…………。

　席に座ったあと、そっと彼女の顔を盗み見たら、黒井さんの口が凄い速さで小さく動いていた。

　実際に彼女が何を喋っているのかは、小声すぎて聞こえない。

　読んでいる本でも黙読していて、無意識に口を動かしてしまっているのかとも思った。

　が、よく見ると、本を目の前にしていても、彼女の目は虚ろで焦点があっていなかった。

　そもそも本を逆さまに持っていたので、実際に読んでいる訳ではないようだ。

　僕は彼女が何を呟いているのかとても気になって、目をつむり、耳を澄ませ、精神を集中してなんとか聞き取ろうとした。

　…………………………………………………………。

　………………ウ…………たい……シ……逢……た…………。

　……ロウ……逢いたいシロウ逢いたいシロウ逢いたいシロウ逢いたい…………。
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　げ、幻聴が聞こえてきた。

　あ、あれ、アレレ？　僕の耳……いや精神もおかしくなったのかな？　すぐに精神科にいかなくては……。

　僕の名前は大鳥『士郎（シロウ）』だけど、クラスで僕の名前を下の名前で呼ぶ人間はいないし、覚えている人間もいないだろう。

　そもそも黒井さんが僕の下の名前を呼んで、それも、あ、逢いたい、なんて呟くわけない。

　まぁ、僕とは別人のシロウさんなのかもしれないけど。

　そんなに珍しい名前というわけでもないし。




「は～い、皆さん席について～」

　クラスの担任である美ミ園ソノ先生――通称・三ミ十ソ路ジ先生が、いつもの間延びした口調で、教室に入ってきた。

　三ミ十ソ路ジ先生は、キラキラした目が特徴の女性だ。

　瞳に星が輝いているかというほどのキラキラ具合の女教師（29歳・独身）だった。

　フルネームが美園綺キ羅ラ々ラというキラキラネームの三十路の女でもあった。

「今日はいい天気ですね～。こんな日は、さわやかな独身イケメン男性と運命の出会いがありそうで、先生ウキウキしちゃいます～」

　天気と、先生がさわやかな独身イケメン男性と運命の出会いをすることに何の因果関係があるのかは、よく分からない。

　ちなみに、雨の日は、陰のある独身イケメン男性と運命の出会いがありそうで、ワクワクするらしい。また、台風の日は、危険な香りのする独身イケメン男性と運命の出会いがありそうでドキドキする、などとこの独身三十路女性はのたまわっていた。

　そのわりに、いまだ運命の男性と、このぶりっこ女教師（29歳）は出会えていないようだ。

　容姿は悪くないし、実年齢より数歳は若く見えるのに、恋人もいないとのこと。

　性格的にメルヘンがすぎるせいかもしれない。

　また、三十路先生がお天気お姉さんとなった、恋の天気予報はまるで当たっていない。

　そもそも、年齢的にお姉さんというのはそろそろ厳しいけれど。

「あ、でもでも、先生より先に恋人を作って、校内でイチャコラしているビッチ女子には槍の雨が降ってくるからね♪　聖槍が脳天からケツの穴まで貫通して、血の雨が降ることになるから、気を付けてね☆」

　先生の痛いジョークに、疲れた様子の同級生達が乾いた笑い声をたてた。

「あれあれ～、みんな元気ないな～、どうしたの～？　高校生がそんなことじゃ駄・目・だ・ぞ☆　メッ！」

　同級生のみんなの元気がなく暗い様子なのは、三十路先生の朝からのハイテンションについていけないからです。

　まぁ、先生が来ても、いまだ瘴気を垂れ流し続ける黒井さんも皆が暗い原因だとは思うけど。

　三十路先生は、黒井さんが目に入っていないのか、あるいは気にならないのか、まるでいつものアレな……いやノリノリな様子だった。

　ある意味、凄い大物だな。ウチの担任は。

　ちなみに三十路先生もＳＲＯプレイヤーである。

　ＳＲＯの世界で『狩りハント』と称して、目をつけた男性プレイヤーに近づき、ゲーム内で仲良くなったら現実リアルでのオフ会で逢ったり、ふたりっきりで逢ったりして、現実リアルでも狩りハントに勤しんでいるらしい。

　だがしかし、三十路先生のＳＲＯでのキャラクターは、見た目ロリロリな幼女キャラクターだ。プレイヤーとの外見にギャップがありすぎて、現実での狩りはまったく上手くいっていないようである…………合掌。

「じゃあ、出席とりま～す。みんな元気よく返事するんだぞ～☆」





◆　◆　◆






　お昼休み。

　いつものように山田君の席で弁当を食べようと、僕は席を立った。

　ちなみに、山田君と僕とあと男子二人の四人で、一緒にご飯を食べることが多い。

　その際における、僕の発言回数は極端に少ないが。

　僕は複数人相手だと、どうにも無口になってしまうのだ。

　地蔵になってしまうのだ。発言のタイミングが、どうにも取りにくくて。

　いいんだ、僕が喋らなくても後の三人で会話は成立しているし。

　ゲームの世界でのサブ職業ジヨブが野伏レンジヤーと狩人ハンターである僕は、ＳＲＯでも隠密系スキルもっているしっ！

　ちなみに、別クラスであるマイベストフレンドであるハルから、彼のグループと一緒に学食で昼飯を食べようと何度も誘われたことはある。

　でも、ハルの誘いは断っていた。

　一緒に昼食を食べるというクラスメイトとの交流の機会を捨てたりしていると、クラスで孤立しそうで怖かったので。

（現実ではコミュ障気味の僕では、クラスメイトと一緒に昼食を食べてもあまり会話に参加できず、大して交流できていないという意見もあるが、それは置いておこう）

　それに、ハルに色々と気遣ってもらうのも申し訳ないので、昼食を誘われても断っていた。

　結局、僕は今日も山田君達と一緒に弁当を食べた。




　午後の授業・選択科目で複数クラス合同の家庭科。

　選択授業で家庭科を選んでいた僕は、家庭科室にいた。

　同じく家庭科を選んでいたハルとそれから――黒井さんと一緒に。

（ちなみに山田君は別の授業を選択しているので、家庭科室にはいない）

　今回、授業の始めに、班替えがあった。

　そして、僕はハル、それからハルの友人らしい他のリア充そうな男女と一緒の班になった。

　ハルが僕を彼の班に誘ってくれた結果だ。

　他のリア充達が、お前場違いなんだよっ、という視線で僕を見てくるのが正直ツライ。

　いや、被害妄想かもしれないけど。

　それから、いまだ瘴気を放っている黒井さんは、誰からも誘われずにポツリと一人でいた。

　だから、勇気を出して僕は彼女を誘った。

　黒井さんを班に入れることを、ハルは快諾してくれた。

（これから料理する死んだ魚より死んだ目をしている黒井さんを見て、若干、ハルの腰が引けていたけどね）

　他のリア充の人達は、お前何余計なことしてんだよっ、という視線で僕を睨んできたのが本当にツライ。

　いや、これも僕の被害妄想かもしれないけれど。

　でも、現実世界では、圧倒的に低い数値である勇気を振り絞って、黒井さんを誘った時、彼女が、小さく「……ありがとう」って言ってくれた。

　その一言で、リア充達にどんな目で見られようが、僕は耐えられそうだった。

　もっとも、黒井さんに最初に声をかけた時、向こうは僕のことを全然知らなかったようで「……え……と……お……『お地蔵』……君？」と名前を間違えられたのは地味にダメージがきたけどね。

　黒井さん、僕、『大オオ鳥トリ』だから、それ、オの一文字しか合ってないから。

（後で知ったことだけど、クラスで僕は、小柄で人畜無害で無口な様子から『お地蔵君』というあだ名を陰で付けられていたようで、彼女はソレが僕の本名だと思っていたらしい…………）

　まぁ、いい。今回の事で黒井さんの頭には僕の上の名前はインプットされたはずだ。

　僕は、黒井さんの外見が変わり果てていようと、瘴気を発していようと、それでも、彼女と親しくなりたいという気持ちは、捨てられなかった。

　現実の女性と親しくなる方法なんて、まったく知らない僕には、上の名前を覚えてもらうだけで、精一杯かもしれないけどね。




　今回の調理実習では、魚を包丁でさばく必要があった。

　包丁を扱うのが得意だと（ポツリと小さな声で）黒井さんが自己申告したので、さばくのは彼女の役目となった。

　いやぁ、包丁を扱うのが得意だなんて、黒井さんは結構家庭的なんだなぁ。

　きっと彼女は料理が得意なんだろう。

　僕やハルは、包丁を握った黒井さんの隣で、魚をフライにあげるため、パン粉や小麦粉の準備をしようとしていた。

「ハル。小麦粉とパン粉の割合って一対一〇〇だったけ？」

「お前は一体何を作るつもりなんだ。あのなシロウ――」「シロウッ!?」

　突然大声を上げて、黒井さんが僕達の方を振り向いたっ！

　血走った目で、震える片手で包丁を握ったまま。

「えっ!?　えっ!?　えっ!?」

　僕は驚きのあまり固まってしまった。

「どこっ!?　どこにいるの、シロウッ！　私のシロウっ！　私の愛するシロウっ！」

「お、おい落ち着けよ、え～と黒井さん」

　ハルが、包丁を持ったまま、半狂乱状態の黒井さんをなだめようとした。

　いつもオドオドしていて、不良ヤンキーから尖った鉛筆片手に脅されて半泣きだったこともある中学校時代と違い、非常に男気と勇気に溢れたナイスガイにハルは成長していたのだ。

　鬼気迫る様子で目が血走っている黒井さんを前にしても、動じていなかった。

「あんたのシロウがどこにいるのかは知らんが、ここにいるのは俺のマイベストフレンド、大鳥シロウだけだ」

「大鳥……シロウ………………。ああ、そう……ね。私のシロウがこの世界にいるわけないもの…………取り乱して、ゴメンなさい」

　黒井さんは僕達に深く頭を下げた。

　あ～、びっくりした。

　ハルが僕にコソッと耳打ちして、

「さっきの彼女の迫力や雰囲気、キレた時の『狂月の月姫ルナテイツクルナ』に似ていた気がする。というか、そっくりだ。それこそ同一人物かと思うぐらいだった。それに容姿もかなり似ているじゃないか？　眼鏡をとったら、そっくりな気がするぞ」

「ハハハ、他人の空似だろうけどね」

「雰囲気と言えばさ。シロウ、お前は現実リアルと仮想現実であるＳＲＯとでは、容姿も全然違うが、雰囲気もかなり違うよな」

「それはまぁね。あのゲームではロールプレイしている部分もあるし」

「ロールプレイ、か。俺はむしろ、あの仮想現実におけるダース・ハルこそ素の俺で、現実の俺のほうが〝演技〟が入っているけどな」

　先生からの信頼もある優等生であり、クラスの人気者でもあるハル。

　そんな彼は、現実では優等生・人気者を演じている部分もあるのかもしれない。

　優等生の仮面を被っている、とまでは言わなくても。

「まぁ、僕もＳＲＯの仮想現実世界のほうが、むしろ素が出ていることもあるけどね。ハルほどではなくとも」

　僕は苦笑しながら言った。

「だろ。シロウ、お前もＳＲＯのシロウ・クロウこそが、本当のお前だったり――」

「……シロウ・クロウ……」

　ハルの言葉が聞こえていたのだろう、黒井さんが呆然とした感じでポツリと呟いた。

　？

　なんで、ＳＲＯにおける僕のキャラクターのフルネームである『シロウ・クロウ』という名に、黒井さんが反応したんだ？

　茫然としている黒井さんに対して、ハルが説明するように、

「ああ、シロウ・クロウっていうのは、ＳＲＯっていうＶＲＭＭＯゲームで、俺の親友であるこの大鳥シロウが使っているキャラクターの名前なんだ。シロウはＳＲＯではかなり有名なプレイヤーなんだぜ。ＳＲＯにおけるシロウの恋人でもある超有名プレイヤーの狂月の月姫ルナテイツクルナほどではないが、シロウ・クロウといえば、あっちの世界ではかなり名が通っている」

　などと言った。さらに、

「こいつは、学校では目立たないが、ＳＲＯじゃ有名人なんだぜ」

　と、口にしつつ、笑顔で僕の肩に腕を回してきた。

　まるで自慢の友達を紹介するようにハルは嬉しそうにしていた。

　僕は照れつつも、親友に文句を言った。

「オイオイ、ハル。他人にあっさり僕のリアバレをしないでくれよ――」「シロウッッ[image: ]」

　突然、さっきより大声を上げた黒井さんが、僕の方に向かって飛び込んできたっ！

　我を忘れたような感じでっ！

　包丁を持っていることも忘れている感じでっ！

　包丁持っていることを認識しているのに体当たり気味に飛び込んできたのだったら、それはそれで怖いけどっ[image: ]

「うぉ、シロウッ、あぶねぇっ！」

　とっさにハルが突き飛ばしてくれたっ！　もし彼が突き飛ばしてくれなかったら、突然のことに固まっていた僕の身体に包丁が刺さっていたかもしれないっ！

　え、何、このバイオレンスッ!?

　現実世界においての僕の地味だけど平和な高校生活に、なんで、こんなバイオレンスなイベントがあるのっ!?

　僕は混乱した頭で、とりあえず黒井さんから距離をとるために、数歩後ろに下がった。

「シロウ……シロウ……シロウ……シロウ……シロウ……シロウ……シロウ」

　黒井さんは何かに取りつかれたようなかんじで、僕ににじり寄ってきた。

　あいかわらず包丁を握りしめたままっ！

　なんだかよく分からないけど、とりあえず落ち着いてっ！

　お願いだから包丁を放してぇぇーー！

「まてっ！　シロウを……俺の親友を傷つけはさせな――」

「どけッ」

　ザクゥゥゥゥゥゥゥウッッッ！

「ギャァアァァァァァァっ！」

　僕をかばおうと前に出たハルが…………僕の親友が……………刺された…………。

　指で。

　包丁を左手に持ち替えた黒井さんの右手の指によって、ハルは目を刺されたのだ。

　よかった、包丁じゃなくて。

　刺さったのが指で本当に良かった。

「目がぁっ！　俺の目がぁっ[image: ]」

　両手で目を押さえて家庭科室の床を転げまわる親友。

　いや、やっぱり良くないっ！

「大丈夫、ハルッ!?」

「ぐッ……シロウっ！　俺にかまわずこのキレた女から逃げろっ！」

　ガバッと跳ね起き、目をつむったまま仁王立ちになって、僕を庇う親友！

　包丁を持ったヤバい女（黒井さん）を前にしてっ！

　か、格好いいっ！

　現実でこんなに格好いい人間初めて見たっ！

　思わず惚れてしまいそうだっ！

「邪魔っ！」

「キャインッ！」

　ハルは、足を大きく開いた仁王立ちになっていた。

　そしてそのことが災いして、黒井さんの強烈な金的蹴りをまともに食らってしまった。

「玉がぁっ！　俺の玉がぁっ[image: ]」

　股間を押さえて家庭科室の床を転げまわる親友。

「だだだ大丈夫、ハルッ!?」

「がぎぐげごご…………シ、シロウ、俺にかまわずこのブチキレた女から早く逃げろっ！　猛ダッシュでっ！　俺はもう……駄目だ……色んな意味で…………ガクッ」

　そのまま気絶する親友。

「邪魔者は消したわ…………ああ、逢いたかったわ……シロウ……シロウ……シロウ……シロウ……」

「ヒっ!?」

　凄絶な笑みを浮かべ、やはり包丁を持ったまま僕に近づく黒井さんに、思わず悲鳴を上げてしまったっ！







[image: ]







　その時っ！

「マイベストフレンドォォォオーー！」

　復活したハルが、ガバッと黒井さんの腰に抱きついたっ！

　す、凄い、なんてタフさだっ！

　流石、ＳＲＯで屈指の体力とＨＰを誇る高レベル黒騎士様だけはあるっ！

　死んでもＨＰヒトケタの状態で復活できる、レアスキルの『復活レストレーシヨン』保持者だけはあるぅぅぅっ！

「逃げろぉぉぉっ！　Ｂボタン押しっぱなしのＢダッシュでぇぇええっ！」

「クッ、しつこい男ねっ！　離せっ！　離しなさいっ！」

　黒井さんは、今度こそ包丁を使ってハルを攻撃した。

　といっても、刃ではなく、包丁の柄だけど。

　彼女の腰に抱きついたままのハルの肩や背中を包丁の柄部分で殴打した。あれはあれで、地味に痛そうではある。

「離せっ！　離せっ！　は・な・せっ!!」

　ハルを殴打し続ける黒井さん。

　もうやめて、ハルの生命力ライフはとっくにゼロよっ！

　僕は殴打されている親友を見捨てることができずに、駆け寄ろうとしたっ！

「逃げろと言っているだろっ！」

　大声で怒鳴る親友。

「俺はいいっ！　頼む、頼むから逃げてくれっ……シロウ……お願いだ」

「ハルッ！　くっ！　ゴメンっ[image: ]」

　僕は、踵きびすを返し猛ダッシュした。

　突然の出来事に呆然としたまま固まっている生徒達と家庭科の先生を尻目に、家庭科室のドアに向かう。

「待って！　お願い待ってシロウっ！」

「ヘヘッ……生まれ変わっても俺達は……親友……だぜ……シ……ロ……ウ…………バタンキュー」

　ハルはネトゲで『復活レストレーシヨン』スキルの使用回数を使い切ったあと、モンスターにヤラレた時によく言うセリフを言い残して、そのまま床に倒れた。

　ハル、ありがとう。君は、僕の親友……いや、魂の親友だよ。おやすみ、ハル……また明日学校で会お「シロウォォォォォォォォォォぅ!!」「ヒッ!?　ヒィィィィィィイィっ!?」包丁片手に凄い勢いで僕を追ってきた黒井さんを見て、僕は悲鳴とともに廊下を走りぬけたっ。

　速いっ！　速いっ！　速いっ！

　黒井さん、足が超速いっ！

　包丁片手なのに、無茶苦茶速いっっっ[image: ]

　加速魔法ヘイストでもかかっているように速いィィィイィィっ！

「シィイィィロォォォォォオォォウォォォォォォォォォォぅ[image: ]」

「ヒィィィィィィイィっィィィイィィイィイィッィイィィィッ[image: ]」










４　ネトゲのヤンデレ彼女にリアバレした件




　ＡＧＩ（敏びん捷しよう度）やＶＩＴ（耐久度）の数値も高い仮想世界と違い、現実では短距離もマラソンも僕は苦手だ。

　しかし、なんとか彼女に追いつかれはしなかった。

　人間、命の危険に襲われると火事場の馬鹿力が出るようである。

　僕の足はかつてないほどに回転していた。

　僕は廊下を走りぬけ、グランドを駆けめぐり、そのまま校門から飛び出した。

　血走った眼で、頬がゲッソリとこけた女子高生も、包丁を片手に僕のすぐ後ろを走っていた。

　死の危険を感じていた僕は、とにかく全速力で走っていた。

　走るっ！　奔ハシるっ！　疾走ハシるっ！

　僕はかつてないほどの疾ハヤさで疾走している。

　だが、黒井さんに追いつきこそされずとも、引き離すことはできないでいた。

「ハァハァハァァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァハァ…………」

「ハァハァ、シロウ……ハァハァ、シロウ……シロウ……シロウ……シロウシロウシロウ」

　どれぐらい走ったかは分からない。

　とにかく無我夢中で走った。

　だが、現実の人間には体力の限界がある。

　ずっとダッシュできる仮想現実の人間とは違うのだ。

　体力の限界を感じ、絶望感に襲われながら走っていたら、今、自分は橋の上にいることに気が付いた。

　下は川っ！　ここに飛び込めばっ！

　かなりの高さ……それこそ、20メートルほどの高さがあるけど。

　マンションやビルでいえば六階あるいは七階の高さだ。

　下は川とはいえ、飛び降りるのは、正直、めちゃくちゃ怖い。

　怖いが――包丁握って僕を追いかけまわす今の黒井さんに追いつかれることの方が、もっと怖いっ！

　それに――僕は竜騎士っ！（ゲームの世界では）

　騎乗していた風竜の上から何十メートルも離れた地上目がけて飛び降りたことは何度もあるっ!!（ゲームの世界では）

「イケルッ！　竜王殺しの竜騎士と（ゲームの世界では）呼ばれている僕なら、この程度の高さ問題ないっ[image: ]」

　僕は無理やり自己暗示をかけるように叫んだ。

　おかげで飛び込む勇気を持てた。

「アイ、キャン、フライっ！」

　包丁装備少女に追いかけまくられるという恐怖のあまり、僕は恐慌をきたしていた。

　そのため、彼女からとにかく逃げ出したくて、本当に川に飛び込んでしまった。

「オォォォォォォッ！　真・竜王爪ドラゴンロードクロウ――――牙突竜星ランスダイブウウウウウウウっっっ！！！！！」

　僕はＳＲＯにて、高レベル竜騎士である自分の最大最強の必殺技の名前を途中から叫んだっ！！！！

　ホントすいませんゲーム脳で。

　でも、本当にその時の僕は混乱していたんだ。恐怖のあまり正気度もマイナスに振り切っていたかもしれなかったし。




「シロウッ!?　イヤァァァァァァアアアアアアアアアアッッッ！！！」




　黒井さんの悲鳴、いや絶叫が聞こえた。

　彼女から見れば、僕が橋から飛び降りて投身自殺したように見えたのもかもしれない。

　だが、頭を混乱させつつも、小心者の僕はちゃんと、まず死ぬことはないであろうと計算して飛び降りてはいた。

　以前、家族で飛び込み台の高さで有名なプールに行ったことがあった。

　その際、僕の妹がこのぐらいの高さの飛び込み台から、平気でプールに飛び込んだところを目撃したこともあるのだ。

　僕はその時は、ビビッて飛べなかったけど。

　妹にチキンとかヘタレとか馬鹿にされたけど。

　あ…………思い出したら妹にムカついてきた。

　今回僕は、腹を水面で打って内臓などにダメージがいかないような飛び降り方をちゃんとしてもいた。

　手を伸ばした状態で頭から飛び込んだんだ。

　足からの方が、より安全だったかもしれなかったけどね。

　だが――

　ＳＲＯでギルドのみんなと協力して超大型モンスターの『竜王』と戦った時に、幸運にも最後にトドメを刺した僕は、『竜王の爪ドラゴンロードクロウ』という爪クロウ系Ｓランク武器を手に入れていた。

　そして、その『竜王の爪ドラゴンロードクロウ』を装備した状態で放つ、真・竜王爪ドラゴンロードクロウ牙突竜星ランスダイブは、手を突き出しながら、目標に向けて上空から一気に落下する技だったのだっ！

　ホント僕はどれだけゲーム脳なんだろう…………自分で自分が怖いデス。

　と、とにかく橋から川にかなりの勢いで飛び込んだ僕は、多少の衝撃は受けたものの、気絶や怪我をすることもなく、無事だった。

　水面上に顔を出して、息を吸う。

　あとは、橋の上にいる黒井さんが見えなくなるまで、川を泳いでいくだけだ。

　とにかく、これで僕は黒井さんから逃げることができるだろう。

　立ち泳ぎをしながら僕はホッと息を吐いていたら、黒井さんも川へ飛び込んできた。

　逆手に包丁を持って。

　僕は慌てて遠くまで泳いで逃げようとしたのだが――

「……ささささ最終究極秘奥義ィィィィィイ、ヒ……ヒヒヒヒ秘剣・狂月邪神滅刃ルナテイツクラグナブレードォォォオ――キ、キャアアアアアアアアーーーッッッ！！！」

　黒井さんの叫んだその技名を聞いた時――僕の心臓は止まるかと思った。

　なぜなら、その技は、ＳＲＯで高レベル魔法戦士であったルナのオリジナル必殺技――それも、奥の手の最終究極秘奥義である秘剣として、滅多に使う事がなく、ＳＲＯのプレイヤーの中ではルナと僕以外は知らないはずの技だったからだ。

　かなりの水柱と派手な音を立てながら、最後の方は悲鳴になっていた黒井さんが川に落ちた。

　僕は猛烈に嫌な予感がした。

　そしてＳＲＯでルナは、幼児期の水難事故により極端に川や海を恐れている設定のキャラクターだったことを即座に思い出した。

　僕が教えようとしても、水に顔を沈めることすら恐れて、水泳のスキルを習得しなかったし、キャラクターメイキングでも弱点項目に川や海を選んでいた。

（弱点項目を増やせば、その分、初期の能力値やスキルに使えるポイントは増す。でも、弱点項目を下手に選択すると後々、首を絞めることになるので、冒険するうえで、かなり不利になる項目は普通選ばない。川や海が弱点というのは、相当不利な弱点項目だ。何かこだわりがなければまず選びはしない…………ちなみにゲームにおける僕の弱点項目の一つは、自分より背の高い年下の女性である。そう、妹みたいな…………）

　僕は遠くではなく、逆に黒井さんが落ちた方へ急いで泳いでいった。

　黒井さんが浮かんでこない。

　僕は慌てて川に潜ることにした。

　幸いこの川はかなり綺麗な方だったので、水が濁っておらず、水中の見通しは良かった。

　僕は、川の中に漂う黒井さんを発見したが――黒井さんは気絶でもしたかのように、ピクリとも動いていなかった。

　黒井さんの手から離れた包丁と顔から外れた眼鏡が、川の底に沈んでいたが、それを拾う余裕はなかった。

　慌てて黒井さんの身体を抱ダきながら、僕は必死に泳いで岸を目指した。

　そして、黒井さんを抱カカえたまま力を振り絞り岸辺へなんとか上がる。

　岸辺で仰向けになっている黒井さんをあらためてじっくり見て、彼女の心臓が上下に動いていることを確認し、ホォッと大きく息を吐いた。

　でも、意識は戻っていないし危険な状態だ。

　僕は、保健体育の授業で習ったことのある人工呼吸のやり方を必死で思い出そうとした。

「クッ……ＳＲＯなら野伏レンジヤーの基本スキルに『救命処置』はあったのに」

　たとえ、プレイヤーが覚えていなくても、スキルウィンドウから選択するだけで勝手に身体が動いて、完璧な人工呼吸が行えたのに……いや、これは現実だ。自分の力だけでなんとかしないと。

　目を覚まさない黒井さんの顔に僕は、自分の顔を近づけた。

　そんな場合じゃないのに、僕は、目をつむったままの黒井さんの顔を初めて至近距離で見てなんて綺麗な女性なんだろうと感嘆の溜息をついていた。

　キラキラ光る水で濡れた長い睫まつげや、筋のとおったとても形のいい鼻、小さく愛らしい唇に目を奪われてしまった。

「今の黒井さんは、やつれてはいるけど、それでも綺麗だ」

　今日最初に黒井さんを見た時に僕が抱いた、あの病的なほどのやつれかたに見えた印象とはまるで違って見えた。

　むしろ、少しやつれ気味の儚はかない美少女にしか見えなかった。

「本当に綺麗だ……まるで、月の女神」

　僕は黒井さんの顔を眺めながら呟き続けた。

「それこそ、まるでルナのように美しい。ほんと、ルナそっくりだ。眼鏡が外れて裸眼になっている黒井さんの素顔を見たのも、こんな近距離で顔を見つめたことも初めてだけど、見れば見るほど、ルナに似ている…………ハッ!?」

　黒井さんの美しすぎる顔を見つめている場合じゃないっ！

　僕は頭を横にブンブン振った。

　僕の水に濡れた髪から飛び散った水飛沫が、制服の上に愛らしいエプロンを着ていた彼女の、服やエプロンだけでなく顔や手足にもかかってしまった。

「スーーーーーハーーーーーーー、スーーーーーーハーーーーーーーーーーっ」

　いったん深呼吸して、早鐘のように鳴り響く心臓を落ち着かせた。

　そのあと僕は、別に黒井さんが美少女にだとかは関係なく、とにかく彼女を助けたくて、黒井さんに人工呼吸をした。

　これは、人命救助なので、なにもヤマシイことはないと自分に言い聞かせて。

　彼女の唇は、ルナと同じ感触がした。

　あの柔らかいマシュマロのような感触と――甘い、とても甘いイチゴのような味がした。




「…………………………う……ん…………シ……ロウ？」

　僕の必死の人工呼吸もあってか、黒井さんは意識を徐々に取り戻してきたようだ。

「！　……シロウッ」

　そして、目の焦点がハッキリしてきた彼女は、僕の顔を見たあと、いきなり抱きついてきたっ！

　!?

　僕の心臓は一瞬止まりかけたあと、破裂するのではないかと心配してしまうぐらい、急速に鳴り始めた。

　まるで、ＳＲＯ――仮想現実世界で、初めてルナと抱き合ったあの日のように――

「シロウッ！　シロウッ！　シロウッ！　シロウッ！　シロウッ！　シロウッ！　シロウッ！　シロウッ！　シロウッ！　シロウッ！　シロウッ！」

　僕の名前を何度も連呼してギュゥゥと抱きついてくる美少女。

　あれ？

　僕いつのまにか、ＳＲＯのような仮想現実世界に迷い込んでしまったのか？　僕の人生で、現実の世界において黒井さんのような美しい女性に抱きつかれることなど、ありえない。

　僕は、黒井さんの柔らかすぎる身体と、いい匂いすぎる体臭に頭がクラクラしてしまい、今が、現実なのか、仮想現実なのか、判断ができなくなりかけていた。

「……ルナ……」

　僕は、ポツリと仮想現実世界での恋人であったルナの名前を思わず呟いてしまった。

　ルナ、いや黒井さんの顔がパッと輝く。

　やつれていた顔にも急速に生気が戻り、そのスベスベした肌も乳白色になった。

「そうよ、私はルナ。ルナ・ノワール……貴方の恋人…………逢いたかった……逢いたかったわ、シロウ。私の愛しいシロウ…………」




「シロウ、ごめんなさいっ！」

「ごめん、ルナっ！　あ、いや、黒井さんっ！」

　僕達は岸辺で何度もお互いに謝っていた。

　黒井さんは、僕が彼女をサブちゃんかと疑った時、冗談のつもりで、肯定してしまったことを謝ってくれた。

　僕は、その時すぐにログアウトして、しかもそのまま、一週間もログインせずにルナ＝黒井さんを放置したことを謝った。

「本当に本当にごめんなさいっ！　私あの時――あまり聞いて欲しくなかった現実世界の私の事を何度も質問されて……しかも、四十代の中年男性かと貴方に疑われるという屈辱を受けて……つい、シロウに意地悪したくて…………シロウがどんな顔するのか、ちょっと興味もあって――すぐに冗談だというつもりだったのだけど――本当にごめんなさいっ！」

「だから謝るのは僕の方だよ。あの時、もう少し冷静だったら……たとえログアウトしたあとでも、すぐにまたログインしておけば……ゴメンね……ゴメンっ！」

「シロウは悪くないっ！　私が悪いのよっ」

「違う、僕だけが悪いんだっ！　そもそも、最初にルナのプレイヤーである君を、キモいオッサンかとほんの少しでも疑ってしまった僕が悪いんだっ……ゴメンなさい」

「いいえっ！　いいえっ！　私が悪かったの――」

「僕が…………僕が…………本当に悪かった――」

「「ゴメンなさいっ[image: ]」」

「クシュンっ！」「ハクションっ！」

　最後にほぼ同時に謝り、またルナ（黒井さん）の可愛らしいクシャミに続けて、僕もクシャミをしてしまい…………なんだか可笑しくなって二人でしばらく笑ってしまった。




「……夏とはいえ、流石さすがにこのままじゃ風邪ひいちゃうね。服も乾かさないと……」

　僕はあたりを見回しながら言った。

　しかし、どこだろうココ？

　学校から僕の家と反対の方角みたいだけど。

（母さんがいる家に、包丁を持った女性を乱入させたくなくて、僕は無我夢中ながらも自然と家とは別の方向に走っていた）

「あの……私の家、父が勤めている会社の社宅なのだけど、このすぐ近くなの」

　黒井さんが、緊張した様子でモジモジしながら教えてくれた。

「よ、よかったら私の家まで、こ、来ない？　すぐにお風呂に入った方がいいでしょうし」

「え、い、いいの？」

「も、もちろんよ。貴方はシロウなのだから」

　彼女の提案は正直嬉しかった。

　服が濡れたままで気持ちわるかったし、何より、生まれて初めて女の子の家に行くことができるしっ。

　学校を抜け出して、女の子の家に行く。それもお風呂に入ったり…………現実の僕には考えられないシチュエーションだった。

「じゃ、じゃあ行きましょうか」

「う、うん」

　僕はそこで、川に沈んでいるであろう彼女の眼鏡を思い出した。

　同じく沈んでいるであろう包丁に関しても思い出したが。

「ル、黒井さん」

「ルナでいいわ。ううん、ルナと呼んで」

　現実で、ゲームのハンドルネームを呼ぶのは、ちょっと恥ずかしい気はした。

　でも、今は二人っきりで回りに誰もいないこともあり、僕は彼女の希望通りに、ルナと呼ぶことにした。

「そ、そう？　じゃあル、ルナ」

「はいっ。何かしら、シロウ？」

　黒井さんはとても嬉しそうな声をだし、柔らかい月明かりのような優しい笑みを浮かべた。

「君の眼鏡なんだけど、川に……」

「ああ、そうね、仕方ないわ。諦める。家に予備の眼鏡はあるし」

「そう……。あの……それと……ほ、包丁……も川に……」

「え、包丁？」

　黒井さんはきょとんとして小首を可愛らしく曲げた。

「うん、包丁……だよ、ルナは包丁を握ったまま僕を追いかけてきたし、川に飛び込んだ時も握ったまま……」

「私、包丁なんて握っていたの……全然気付かなかった、あ、でも……」

　黒井さんは青い顔をして、うつむいた。そして言葉を続けた。

「私って、ＳＲＯで野外フイールドに出る時は、いつモンスターに襲われてもいいように、抜身の短刀を握っていることが多かったの」

「へ？　あ、ああ、そうだったね」

「逃げたモンスターを追いかける時も、トドメを刺すために、短刀を手に追いかけることもあったから……シロウを追いかけている時も、なんというか、ごく自然に……無意識に……握っていたままだったのかも」

「それ、僕に追いついていたら、ルナから逃げた僕の背中にごく自然に、無意識で、トドメとして、包丁突き刺していたかもしれないってことなのっ？」

　僕、危うく現実世界から永久にログアウトするところだったのっ!?

　僕という電源を切って、冥界に落ちる、いや、黒井さんに落とされるところだったのっ!?

　僕という存在をキャラ削除デリートされちゃうところだったのっ!?

「そそそそ、そんなことしないわっ！　ただ、私はやっと、やっと逢えたシロウを、ＳＲＯの世界ではなく現実の世界だけど――奇跡的に逢えたシロウを今度こそ見失いたくなくて、本当に無我夢中で……途中から現実なのか仮想現実なのか、分からなくなるぐらいに無我夢中で、あなたを追いかけていただけなの……包丁を握っていることを忘れるぐらいに無我夢中で」

「な、なるほど」

　無我夢中だったという彼女の言葉を信じ、僕は納得しようとした。

　いくら無我夢中だったとしても、包丁を握っているのを忘れるのは、どうかと思うが。

「あ、そういえば、凄くタフな人型モンスターを倒した記憶もかすかにあるわ。シロウしか見ていなかったから、記憶があいまいだけど……」

　君が倒したのは僕の親友（ハル）です。

　ＳＲＯの世界では、君（ルナ）の知り合いで、僕には恥ずかしすぎて参加できない中二病的会話を二人でしていることもある、ハルが付けた『極黒の闇不夜城ダークナイトキヤツスル』という中二病臭い名前の城＆領地持ち黒騎士ダース・ハル卿です。

　しかし、家庭科室で黒井さん＝ルナにボコボコにされていたけど、ハル大丈夫かなぁ？

　まぁ彼はＳＲＯでも現実でも、不死身と称されるほど、タフな漢だ。

　きっと大丈夫だろう。

　ハルのことは、ややこしくなるので後で紹介することにして、今は黙っておいた。

「で……ほ、包丁なんだけどさ、あれ学校の家庭科室にあったやつなんだけど」

「後で、先生に謝って弁償するわ」

　まぁ、包丁を紛失したのは、謝れば先生は許してくれるだろう。

　それより、授業中に包丁持って、同級生を追いかけた方がよっぽどの大問題だし。

　……コレ、僕と黒井さんの学校生活は今後どうなるのだろうか？

　い、今はあまり考えないでおこう、深く考えるとシャレにならないぐらい気が滅入ってくる。

「じゃあ、私の家に行きましょう。案内するわ、ついてきて、シロウ」

「あ、うん」

　黒井さんは数歩歩き始めて、立ち止まった。

　そこで、顔を真っ赤にさせながら、自分の手を差し出した。

「め、眼鏡がないから、よく見えなくて不安なの……て、てててて手を繋いでもいいかしら……シロウ」

「あ、う、うん」

　僕は、ドキドキしながら、黒井さんの白魚のような美しい手を握った。

　眼鏡がなくてよく見えない状態で、家まで僕を案内できるのだろうかと思ったけど、そのことは聞かなかった。

　彼女のほのかに温かい、絹のようにスベスベした手を握って、僕は緊張してしまった。

　黒井さんは、まるで眼鏡がなくてもまったく苦になっていないようだ。

　シッカリとした足取りで歩いている。

　僕の手をシッカリと――もう二度と離さないというようにギュッと握りしめながら。

「オイオイ、なんだお前ら？　ズブ濡れで手を繋ぎながら歩いてんなよ」

　少し歩いた所で、学校をサボって遊んでいたように思える不良三人組に声をかけられた。

　確かに、平日の昼間、ズブ濡れで手を繋ぎながら歩いている男女というのは、珍しいものがあったのだろう。

　強面の不良三人組に囲まれて僕はビビった。

　怖い……怖いけど……凄く怖いけど……でも、僕はルナを守らなきゃ…………僕は竜騎士、竜騎士、竜騎士、高レベル竜騎士、竜王殺しの竜騎士……。

　勇気を振り絞るために自己暗示をかけるように心で呟く。

「よく見たら、そっちの女、すげぇ可愛いじゃねぇかっ！　ヘヘッそれに足もメッチャ綺麗だぜ。たまんねぇな」

「なぁ綺麗な姉ちゃん、俺達にビビッて、キョドってるそんなダサイ男ほっておいて、俺達と遊ぼうぜ」

「俺達の手で、今よりもっと濡れ濡れ美少女にしてやるぜぇ……ゲヘッ。特に俺のダイナマイト兵器を一度味わったら、そんなチビでアレも小さそうなダサ坊とは、もう付き合えなくなるぜぇぇ。グヘヘッ」

　馬鹿にされた僕は、屈辱と怒りに拳を握って震わせていた。

　不良達にからまれている恐怖に足もブルブル震わせていたが。

　正直、とても怖い……でも、不良達が黒井さんに手を出して来たら、敵わないとしても抵抗しよう。

　僕がなけなしの勇気を出し、そう決心していたら――

「どけ。死ね。潰れろ」

　!?

　ゴッ！　ザクゥ！　メッキャァァァァァアアアアアアッ[image: ]

　脛蹴りっ！　目突きィっ！　金的蹴りィィィ！

　僕と手を繋いだままにもかかわらず、黒井さんの長くしなやかな指のもう片方の手と、長い美脚による神速の蹴りによって、またたくまに不良三人組は地を這うことになった（特に最後に下品なことを言っていた身長１８０センチ以上はありそうな巨漢の不良は、蹴りあげるような金的蹴りで、何か大切なものを潰されていた）。

　つ……強い……この美少女、強くて……しかも、まったく容赦がない。

　僕の妹であるアスカの正式な武道を身に付けたことによる強さとはまた別の、実戦慣れと容赦のなさによる強さだけど。

　というか、なんて手と足を出すのが早い少女なのだろう。

　黒井さんは包丁を持ってなくても、凄く危険度が高い人間な気がする。僕は、不良達に感じた恐怖の十倍以上の畏怖を、この美しい少女に抱いた。

　決して現実での黒井さんは怒らせないようにしよう。ＳＲＯの世界と違って、現実での僕は黒井さん＝ルナに殺されたら、復活できないしっ！

「さっ、行きましょうシロウ」

　一瞬でガタイのいい三人の不良を倒した黒井さんは、何事もなかったように歩みを続けた。

「あ……あのぉ黒井さ……ルナ」

「あらなにかしら？」

「彼らあのままでいいのかな？　一人は口から泡吹きつつ股間を押さえて悶絶してるけどっ」

「シロウのことを馬鹿にしたんだし、当然の報いよ、それに、あんな下等モンスター共どうでもいいじゃない」

「か、下等モンスターって」

「このあたりでは、下品なヤンキーという名の下等モンスターに、たまにだけど遭遇エンカウントするみたい」

「そ、そうですか。でも、ルナって、つ、強いんだね。現実でも」

　僕の言葉に、黒井さんは少し寂しそうな顔で、こう答えた。

「強くないと………………ミジメだから」

　黒井さんは「特に私みたいに、転校ばかりするのに人付き合いが苦手な人間は、強くないと転校先で嫌がらせをよくうけるから」と寂しそうに笑った。




　僕は黒井さんの家（一流企業の社宅のようなマンション）にて、服を乾かし、また、お風呂に入れさせてもらった。

　そのあと、黒井さんの部屋でルナのゲーム機及びＶＲ用ヘッドギアと彼女のＩＤを使って、ＳＲＯの世界に『ルナ』として僕はログインした。もちろん彼女から許可をもらって。

「シロウになら…………あの世界の私のす、すべてを見せても……構わないわ」

　と、赤面しつつも黒井さんは頷いてくれた。

　もう疑ってはいなかったけど、これで確実に彼女がルナであることが確信できた。

　ちなみに、せっかくなので本人ＩＤでログインした人間にしか見えない部分のステータス等をちょっとだけ…………覗かせてもらった。

　四歳の夏、川で溺れた自分を助けようとして母親が溺れ死に、自分だけは助かったけど、それ以来、川や海や湖など水のある場所に恐怖を感じること、特に川にはとてつもなく恐怖感を持っている――という、とても現実感のある『設定』を黒井さんはＳＲＯのキャラに付けていることも知った。

　…………そういえば、黒井さんは、体育のプールの授業を一回も受けていないという噂を聞いたことがある。プールの授業は男女合同じゃないので、あくまで噂でしかしらないけど。

　ひょっとして、黒井さんはプールが怖くて見学しているのかも。

　だとすれば、『川で溺れた自分を助けようとして母親が溺れ死んだ』というのは、もしかして、黒井さんの実体験？

　それから、僕がログインしなかった一週間でルナがＳＲＯの世界にて、色々やらかしていたことも知った。

　たとえば、凄い数のＰＫ＝プレイヤーキルをしているなど。

　プレイヤー限定での殺人人数キルマークが一万人を超えていたとか、普通じゃない。

　その事実を知った時、

「殺しすぎぃ！　え、ありえなくない？　この数字？」

　思わず、ルナの仮想体アバターのまま、僕は叫んでしまっていた。

　だって、ＳＲＯでＰＫ野郎として有名なプレイヤーでも、その殺人人数キルマークは、せいぜい千人に届くかどうかだったはずだ。

　なのに、ルナの殺人人数キルマークは文字通り桁違いだった。

　僕の彼女はＶＲＭＭＯの世界で超・大量殺人鬼になっていたようだ。

　もっとも、ルナ曰く、キャラクターのレベルが低いプレイヤーを狙って強盗・強奪・強姦を働く外道プレイヤーの集団（盗賊団とか）を潰して回っているから、その成果でもあるとは思う。

　あと、ＳＲＯの機能の一つであるメール送信機能により、一週間でルナが僕に送ったメールが千件を超えていたも知った。それも凄い長文がほとんどのメールが。

　僕のＩＤでログインして受信メールで読むこともできるのだろうけど、イロイロ心配で、僕は『ルナ』の状態ですぐに送信メールを読んでみた。

　……泣いた……。

　凄く……泣いた。

　前半の方のメールで――

　自分の不用意な冗談により、僕に二度と逢えなくなるかもしれないと、心が壊れるまで心配したルナの気持ちが書かれていたメールを読んで。

　押しつぶされそうな不安でいっぱいだった、彼女の気持ちが書かれていたメールを読んで。

　僕に、もう一度どうしても逢いたいという気持ちを書いたメールを読んで……。

　後悔と謝罪と嘆願の言葉を、涙を流しながら書いたであろうメールを読んで……。

　絶望感に苛まれ、自己嫌悪と、自己喪失と、自己崩壊に陥っていく様子が伝わるメールを読んで…………僕は………顔をグシャグシャにして……泣いた。




　後半の方の（だんだん病んだ内容になってきた）メールを読んで――

　メールの本文に、僕の名前だけが千回以上繰り返し書いてあるだけのメールを読んで――

　逆に、千行に及ぶ空白行の中に、僕の名前『シロウ』の三文字だけがポツリと書かれたメールも読んで――

　どういう風にしたのかまったく分からないのだけど、まるで血文字のように真っ赤な文字と字体フオントで書かれたメールも読んで――

『……………………もう…………シロウを殺して…………私も死にたい……………………』とだけ書かれたメールを読んで――

　僕は、悲鳴をあげて泣いていた。

　ヒィィィィィイィィィィィィッィイッィイィッィッッッ!!

　ルナ、ほんとスイマセンでしたァァァァっっっ!!

　土下座でもなんでもしますんで、無理心中は勘弁してくださいィィイっっっ!!

　高レベル竜騎士の超・跳躍力による『ジャンピング土下座』、いや、上空を飛ぶ風竜の上から高度１００メートルの高さで、パン一（パンツ一丁）で飛び降りながらの『ダイビング土下座』もしますからぁぁぁ!!

　なんなら、全裸（フリチン）で飛び降りますからぁぁぁぁっっっ!!

　僕が真竜王から伝授された一子相伝の業――最終究極秘奥義『真・竜王――土下座堕としドゲザストライク』をご覧にみせますからぁぁぁぁぁぁッッッ!!

　ルナの愛と業の深さを本当の意味で知ってしまい、とても怖かった。正直言ってめちゃくちゃ怖かった。特に『リアバレしてしまった』今はシャレにならないぐらいに怖かった……ガクガクガクガクブルブルブルブル。





◆　◆　◆






　――『ルナ』でプレイしていたＳＲＯをログアウトして、僕はあらためて、黒井さん（ルナ）を一週間も放置したことを謝罪した。もちろん土下座で。




　そのあと、学校の休み時間にあたる時刻に、ハルの携帯に電話した。

　黒井さんがルナであったことを伝えるために。

　もちろん、黒井さんの許諾をもらってだけど。

　そして、黒井さんによる家庭科室の暴力事件と、黒井さんが包丁を持ったまま、男子高校生（僕）を追いかけた暴走機関車事件は、僕とハルと黒井さんの三人による『演技』だということにした。

　ハルがそうした方がいいと提案してくれたので、従ってみることにしたのだ。

　さらに、ハルの提案で、




　●実は、黒井さんは役者志望で、僕とハルは、彼女に付き合っていた。

　●一週間前から黒井さんが、段々壊れていったのも役作りだった。




　ということにし、提案者のハルが、皆に説明をしてくれてもいた。

　流石に無理があるなぁ、とは思った。

　が、今日の最後の授業が始まる前に、ルナと一緒に学校に戻ってみると、学校のみんなは、結構、ハルの言うことを信じてくれていた。

　凄い。

　さすが学校トップクラスのリア充イケメン様である。

　信頼度やカリスマが高いだけに、無理がありそうな話でも受け入れられやすいのだろう。

　流石、ＳＲＯで、暗黒騎士団を率いる闇のカリスマ暗黒卿ダークロード、ダース・ハルだ。彼の巧みな会話術とカリスマに惹かれたプレイヤーがどんどん暗黒騎士団に入団しているので、ＳＲＯでも一大勢力となっているぐらいなのだ。

　まぁ、黒井さんの暴走はあまりにも非現実すぎた。

　そのため、真剣な素の行動だったと言われるよりも、逆に『演技』だったということの方が信じやすかったということも、あるかもしれないが。

　もっとも、同級生はともかく、家庭科の先生、さらには生徒指導の先生に放課後呼び出されて、人騒がせな『演技』で騒ぎを起こした僕と黒井さんとハルは酷く叱られた。

　反省文もたくさん書かされた。

　まぁ、それぐらいで済んでよかったとは思う。

　停学とか、最悪退学になるかもと心配していたが杞き憂ゆうだった。

　……その日から、クラスのみんなの僕を見る目が変わった気はするけど。




　やっと生徒指導の先生から解放されたあと、僕は、黒井さんと今日、絶対にＳＲＯにログインすることを約束して別れた。

（ハルとは、日曜日にＳＲＯで会う事を約束した）

　僕は、生まれて初めて家族以外の女性の連絡先が登録された、自分のスマホの液晶画面を見ながら、今別れた黒井さんに電話したい誘惑に耐えて、学校を下校した。










５　ヤンルナ




　いつもより遅めに学校から帰ってきた僕は、家で母さんが作ってくれていた夕食を食べていた。

　テーブルの隣の席には、僕より背が高いくせに、座高は僕とほぼ同じという妹が座っていた。

（決して僕が胴長で足が短い訳ではない。妹の足が長すぎるのだ）

（決して僕が胴長で足が短い訳ではない。妹の足が長すぎるのだ）

　大事なことなので二回言ってみた。

　大体、足が長くて背が高い妹のせいで、僕は背が低く、足も少し短いという、不当な評価を受けることがある。冗談ではない。僕は背に関しては、まあ……少し低い方だけど、足の長さは標準なのだ。

　比較対象が長身モデル体型の妹なのが悪いのだ。クソォ…………。

「……………………………………」

「……………………………………」

　母さんが、回覧板を届けに出かけたが、まだ帰ってきていなかった。

　帰ってくるのが遅いけど、仲の良いお隣さんと話し込んでいるのだろう。

　今、家では僕と妹が二人っきりであった。

　お互いに無言で食事をとっている。

　別に間が持たないということはない。

　基本、お互いに避けあっている僕達には、会話がないのが普通なのだ。

　僕は夕食のカレーを食べながら、テレビを見ていた。

　テレビに映っていた動物番組では清純派アイドルが登場していた。

　男と付き合ったことは一度もない、当然処女で、異性とキスしたことすらない、と本人と事務所は言っている清純さが売りのアイドルだ。

　そのアイドルは、彼女の飼い猫らしい『鈴スズ音ネ』という猫を紹介していた。

　うん？　鈴音？

　僕は、ＳＲＯのギルドメンバーである、鈴スズ音ネという名のド淫乱猫人フエルパー、年中発情中女盗賊を思い出していた。

　僕の（仮想現実世界での）童貞を狙ったせいで、ブチキレたルナに裸足で追いかけられたこともある、（性的な意味で）千人切りの女盗賊・鈴スズ音ネ。

　財産を持っている男プレイヤーに近づいて、『誓いの指輪』などを貢がせて結婚し、その男に飽きたら離婚して、財産の半分をせしめ、そのあと、すぐに散財することを繰り返している、いつか刺されるんじゃないかと心配な悪女盗賊。

「ピッ」

「あ…………」

　僕が、ちょっと興味を持って、そのアイドルと猫を見ていたら、それまでテレビに興味を示さなかった妹が、断りもなくリモコンでチャンネルを変えやがった。

「おい、アスカ」

「…………何」

「僕が見ていたのに勝手にチャンネルを変えるなよ。さっきの番組に戻せよ」

　妹はキモい虫を見るかのような目で僕を見てきた。

「な、なんだよ、早く番組を戻せよ」

「アンタさ、アニメや漫画だけでなく、とうとうアイドルおたくにもなったの？　うわっ、最悪。キモすぎなんですけど」

　僕はアニメや漫画は好きだけど、オタクという程のレベルではない、はずだ。

　まして、アイドルとかは、よく分からない。

　声優は少し分かるけど。いや、オタクというほどじゃないけどねっ！

「僕がアイドルオタク？　な、何言ってんだよ」

「だって、あんたさ、さっきテレビに映っていたアイドルの女の子を舐めるようなイヤラシイ目で見てたじゃん。視姦してたじゃん。あ～キモイキモイ」

「視姦なんかするかっ！　お前こそ、兄をどういう目で見ているんだよっ」

「……………………」

　妹はキモくて仕方がないゴミ虫を見るような冷めた目で僕を見た。

「……もういいよ。その眼はやめろ」

　別に、そこまでさっきの番組に興味があるわけではない。

「……………………」

「……………………」

　また二人とも無言で食事を続けた。

　妹アスカがチャンネルを変えたテレビでは、ドラマをやっていた。

　妹はそのドラマにたいした興味もないようで、ほとんどテレビを見ていない。お前、それなら番組変えんなよなっ！

　僕は、無言で席を立って、カレーをおかわりした。母さんの作るカレーは美味しい。

　妹ももっと食べればいいのに。

　そんな少しの量をチビチビと時間をかけてゆっくり食べてないでさ。

　普段から、僕の方が食べる量は多いけど、妹は家ではゆっくり食べるため、食べ終わるのは大体おんなじぐらいの時間になる。

「……………………」

「……………………」

　無言での食事を続けていたら、ドラマが終わり、次にニュース番組が始まった。

　その内容が『社会問題化するＶＲＭＭＯゲーム特集』という僕にとって興味深い内容だった。

　だから、僕はさりげなくリモコンを自分のそばに寄せた。

　これで、いきなり妹にチャンネルを変えられることはない。

　妹は興味なさそうな感じだ。

　でも、ときおりテレビをチラ見しているので、あるいは興味のないふりをしているのかもしれない。

　ニュースでは、以前から問題になっている、一日中ＶＲＭＭＯをプレイしてずっと引きこもる人間が増えている廃人問題、仮想現実であるゲームの世界と現実の区別がつかなくなる人間が増えている問題（み、耳が痛い）、さらには…………『ＶＲＭＭＯと仮想セックス』という、刺激的な内容も取り上げていた。

　横目で妹の顔を盗み見ると、まるで興味がない風をよそおっていたが…………彼女の形のいい耳がかすかに動いていたので、僕は、コイツが興味津々であることが分かった。

　妹は気付いていないかもしれないが、コイツは、興味があるくせに興味がない風によそおって聞き耳を立てていると、ごくわずかにだが耳が動く。

　どういう原理なのか知らないけど、まぁ癖なんだろう。

　一応、彼女とは十四年間も兄妹をしているので、コイツの癖とかは結構知っている。

　別に知りたくもなかったけど。

　テレビでは、ＶＲＭＭＯでのセックスには様々な規制が必要ではないかという問題を討論していた。

　ＶＲＭＭＯでの仮想セックス――バーチャルセックスは、まさに現実と遜色ないリアルさとのことで、このまま野放しにしていいのか、問題視されているようだ。

　大人が十八歳未満の子供と仮想セックスしたら、取り締まるべきという意見もでていた。

　さらに、真面目そうなアナウンサーが、司会役として、

『……つぎに父親と娘、あるいは母親と息子による仮想セックスについて――』

　などと、喋っている声がテレビから聞こえてもいた。

　今は、現実で親子関係にあたるもの同士がＶＲＭＭＯの世界で、仮想セックスするのは、倫理的にも問題ではないかという話になっているようだ。

「キモッ！　現実で実の親子が、ゲームだからって仮想現実でセック……エッチするなんて信じらんないっ」

　妹が肩を両腕で抱いて、ブルルッと体を震わせた。さらに、

「そもそも、どんだけリアリティがあるのか知らないけど、仮想現実とかいっても、しょせんゲームの世界なのに、そこでエッチすること自体が、キモすぎ――」

『……また、現実で兄妹や姉弟関係に当たる子供同士が、興味本位でＶＲＭＭＯの世界でお互いに仮想体アバターによる仮想セックスをすることに関して、専門家のご意見を――』

「――ることも別にないかな。兄妹で……セック…………ス…………（ゴクッ）」

　妹は、急にテレビを食い入るように見だした。

「番組変えるぞ」

　僕は、番組自体には興味があったし、本当は見続けたかった。

　でも、ＶＲＭＭＯという仮想現実の世界とはいえ、兄妹のセックスに関するニュースを、家で妹と二人っきりで見るのに耐えられなくなった。

　ほら、家族でテレビを見ていた時にエッチなシーンが出てきたら妙に気まずいじゃない。

　手元に寄せていたリモコンを僕が操作しようとしたら――妹に手刀で手を叩かれてリモコンを床に落としてしまった。

「痛いっ!?　な、なんだよっ!?　お前、そんなにこの番組が見た――」

「うっさいっ！　ちょっと黙ってっ！」

「あ……ハイ」

　僕は真剣すぎる妹の迫力に飲まれて、身を縮こませてカレーを食べた。

　テレビではＶＲＭＭＯでの【結婚】に関しても触れていた。

「現実で、近い血縁関係、たとえば親子や兄妹がＶＲＭＭＯの世界で結婚するのは精神的な近親婚、それも現実では禁じられている親子婚や、兄弟姉妹婚に当たるのではないか、規制すべきではないか、規制するならば、その法的根拠は何かなど――」

「け……結婚……兄妹で…………お兄ちゃんと……結婚………………」

　テレビに近づいて、かぶりつきで見ている妹が何か小声でブツブツ呟いたが、聞き取れなかった。

　妹の独り言などどうでもいいが、お前が邪魔でテレビが見えない。

　夢中になっているせいか気付いていないだろうが、兄の方へお尻を突き出すような格好になっているぞ。

　妹の尻など別に見たくもないが。

　いくら妹が美形で美尻の持ち主であろうが、兄にとっては、ただの肉に過ぎないのだ。

　それに、カレーを食べている時に他人の尻を眺め続けるという、特殊嗜し好こうは僕にはない。

　僕は仕方なく、テレビではなく明後日の方を見ながらカレーを食べることにした。

　壁にかけてある時計が目に入り、現在の時刻が分かった。

　もうすぐ、午後七時か。

　食べ終わったあと、宿題をして八時……いや七時三十分には久しぶりに（僕のＩＤで）ＳＲＯにログインしよう。

　楽しみだ。凄く楽しみだ。

　一週間ぶりにＳＲＯの世界にいけるのも、一週間ぶりにＳＲＯの世界でルナに（シロウ・クロウのキャラクターとして）逢えるのも、両方、もの凄く楽しみだ。

　僕は、ワクワクしてきた。

『ＶＲＭＭＯの中には、子供――プログラムで操作されるいわゆるＮＰＣですが――をプレイヤーが産み育てることができるものもあるのですが、現実では親子や兄弟姉妹などの肉親にあたる者たちが、仮想現実世界で自分たちの子供を産み、育てることもあるようです。仮想現実で父親が娘の操作する仮想体を孕ませたり、あるいは、兄が妹の操作する仮想体を孕ませたり――』

「あ……赤ちゃんまで…………（ゴクリっ）」

　また聞き取れないほどの小声で何かを呟きつつ、アスカが身をくねらせていた。

　おい妹よ、顔に両手を当て、身をくねらせて尻を振るんじゃない。

　僕はカレーを食べているんだ、食欲が激減する。

（特殊嗜好の方は、むしろ食欲増加のいいスパイスになるかもしれないが……カレーだけに）

　あと、妹が何を呟いているのかは聞こえていないが、何か背筋がゾクゾクして悪寒が走ってしまった。

　う～ん、夏とはいえ川に飛び込んでしまったので、風邪を引きかけているのかな？　用心しよう。

　しかし、ＶＲＭＭＯで自分の子供を産み、育てる……か。

　ＡＩやプログラムで動くＮＰＣとはいえ、かなりの愛着や愛情を持ってしまいそうだ。

　噂では、今度の大型アップデートでＳＲＯでもそのあたりが実装されると、聞いたことがある。

　……ＳＲＯの世界でルナが僕との間の子供を抱いている場面を想像してしまった。

　いや、子供を産んでもらう為に必要な、そういった行為は仮想現実でもまだしたことないけど。

　でも今日はひょっとしたら。

　中の人があれほどの美少女だったルナと、仮想現実でとはいえ、子供を産むための行為をするかも…………（ゴクリ）。

　まぁ、ＳＲＯでの子供は、そういう行為によるものでなく、ただのメニューウィンドウ上での操作で、誕生する可能性の方が高いけど。

　場合によっては、道具屋とかで赤ちゃん（のＮＰＣ）を売り出すかもしれない。

　考えてみれば恐ろしい世界だ。人身売買である。

　でも、戦闘補助用のお供ＮＰＣは専用ショップでも販売しているからなぁ。

　しかし、冒険中心のＳＲＯで、妊娠とかどうなんだろう。

　初期はともかく、腹が出てきた妊婦では冒険に出られまい。その辺はゲームということで妊婦状態の期間が極端に短いのかもしれないけどね。

　あるいはコウノトリ（ＮＰＣ）が運んでくるとか。

　もしくは、生命と誕生も司るという不死鳥フエニツクス（ＮＰＣ）とか天使（ＮＰＣ）とかが赤ちゃんを運んで来たら演出的には感動しそうだ。

　それはともかく。親子での冒険とか、とても楽しそうだとは思った。




　僕はカレーを食べ終わって食器を洗ったあと、部屋に戻ることにした。

　もうニュース番組は終わったテレビの目の前で、何かブツブツ呟いている妹を放置して。

「…………読者モデルの仕事のお金で、お兄ちゃんがハマっているＶＲＭＭＭＯのゲーム機とソフト買って…………お兄ちゃんと仮想現実世界で……ラブラブ……（ゴクリ）…………それにお兄ちゃんと結婚…………赤ちゃん…………幸せな家庭…………フヒ…………フヒヒヒヒ」

　ゾクゾクゾクゾクッッッ[image: ]

　僕の背筋に凄まじい悪寒が走りまくった。

　まるで、ＳＲＯの世界で泣き女バンシーの集団に囲まれて、泣き声のフルコーラスを聞かされ、恐ろしさのあまりブルブル震えていた時のように。

　僕は、念のために風邪薬を飲んでおいた。

　そして、自分の部屋に戻ったあと、音速の速さで宿題をした。

　早くＳＲＯをプレイしたかったので。




　　　　◆　仮想現実　◆

　ＳＲＯに無数あるギルドの中でも最大手であり、僕も所属するギルド『囚われし魂』。そのギルド『囚われし魂』が保有するギルド館の前に僕は立っていた。

　僕一人で。

　午後八時頃、ルナもログインするだろうから、現実世界では午後七時三十数分の今は、ＳＲＯの世界には彼女はまだいないはずだ。

　僕は、一週間ぶりに見た我が『囚われし魂』のギルド館に懐かしさを覚えた。

　ちなみに、『囚われし魂』のギルド館は相当大きい。ちょっとした城ぐらいの規模である。他の大手ギルド『死を忘れた冒険者達』や『暗アン澹タンたる円卓の騎士』『ウィザード・ドリーム』『ＷＩＺウイズ』のギルド館にも引けをとらない。

　僕は、１８０センチを超すシロウ・クロウの身体より遥かに大きい門をくぐって、懐かしの我が魂の故郷に戻った。




!?




　ざわっ！

　僕の姿を見て、ギルドにいた他の冒険者（ほとんどがギルドに加入しているＳＲＯプレイヤー達）がざわめいた。




「シ……シロウ……シロウ・クロウだ」




　フッ。

　僕は高レベル竜騎士、それも竜王殺しの竜騎士として、ギルドではちょっとした顔なのだ。

　有名人である僕の姿を見て、他のプレイヤーたちがざわめいても、不思議ではない。




「あのルナ・ノワールの恋人のシロウ・クロウだ……」

「コイツが……『狂月の月姫ルナテイツク・ルナ』ことルナ・ノワールの男……か」

「真竜王もまたいで渡ると言われているルナ・ノワールの相棒……」

「禁魔法により邪神の助力を得、神すら滅する秘剣の使い手ルナ・ノワールの片腕……」




　ざわっ！　ざわっ！　ざわっ！　ざわっ！　ざわっ！




　彼がルナ・ノワールの――

　この男が、とうとう《超越者》クラスになったあの女の――

　虚無の七日オブリヴイオン・セブンデエイズを生み出した闇の母ルナの――

　最強かつ最凶にして最恐のプレイヤーとも恐れられるルナの――

　ルナたん萌えぇぇ…………ハァハァハァハァ…………ルナたんは俺の嫁っ！




　ざわっ！　ざわっ！　ざわっ！　ざわっ！　ざわっ！




　……なんかルナのおまけで僕も有名になっているような。

　あと、最後に発言したのは誰っ!?　なんなら『決闘』しちゃうぞっ！

　それからオマイラ、僕ちんはこう見えて、単体でも結構強いんだぞォっ！　ソロで魔王竜サタンドラゴンを倒したことだってあるんだぞぉっ！　この一週間のあいだにレベルを上げまくっていた、今のルナには勝てないだろうけどっ！

「こんにちはシー君っ！　キラっ☆」

「久しぶりだニャ、シロウにゃん♪」

　声をかけられた僕は、ギルドメンバーでもある、見た目は九歳の魔法少女『マジカル☆キララ☆』と、爆乳猫人盗賊娘の『鈴音』の二人に挨拶をした。

　ちなみに、幼女キャラである『マジカル☆キララ☆』の中の人プレイヤーは三十路先生だ。

　ＳＲＯ内では僕のことをシー君と呼んでいる。

　僕は彼女のことをキララちゃんとＳＲＯ内では呼んでいるが。

　彼女のキャラクターのフルネームは『マジカル☆キララ☆』なのだか、彼女本人からキララちゃんと呼んで欲しいとも言われているので。

　正直のところ、キララちゃん呼びはキッツイけどね。

　中の人が、現実リアルにおける学校の担任であり、本名が美園綺キ羅ラ々ラであることや、実年齢が三十歳目前であることを知っているだけに。

　それから、エチエチ猫人キャラである鈴音の中の人が誰かは知らない。

　ただ、鈴音本人から、現実の職業は音楽関係者とか、アーティストだとか聞いたことはある。

　彼女から妙にリアルで生々しい音楽業界の愚痴を聞かされたこともある。

　マジカル☆キララ☆ことキララちゃんが、

「シー君。シー君がイナイイナイしてたから、ルナちゃんが、イーってなって町がドッカーンで城がドーーーーンで大変だったんだよぉ、プンプカプン」

　要約すると、僕がＳＲＯにログインしていない間、イライラしていたルナが、町で攻撃爆裂魔法を炸裂させたり、城に向かって攻撃閃光魔法を放って、大変だったんだよ、もー。である。

　先生、日本語喋ってください。アンタ国語教師でしょ。

　いくらゲーム内で幼女キャラを使っているとはいえ、幼児みたいな喋り方をする大人ってどうなんだろう？

　幼女の演技（＝ロールプレイ）なのだろうけど、中の人と現実リアルでの知り合いであり、実年齢を知っているだけにキツイものが…………。

「え、それ本当ですか、先生」

「先生じゃなくて☆キララ☆ちゃんだぉー☆　それに敬語禁止～、メェだよプンプンッ！　メー☆」

　先生、アンタ現実世界ではもうすぐ三十歳なのに…………いや、言うまい。

　ロールプレイ、ロールプレイ。

　ゲームの中のロールプレイなのだから、いい歳の大人が幼女言葉で喋ったり幼い仕草をしても、いいとは思う。

　……現実でも家で一人だと、同じ喋り方で独り言を先生は呟いてそうで怖いけど。

「ゴメンゴメン。本当なの、キララちゃん？」

「そうだぉ。あ、☆キララ☆ちゃんより鈴ちゃんの方が詳しいけどね、ニパァ☆」

「そうなの、鈴音？」

　ショートすぎるショートパンツから生えている、健康的な褐色の長い脚が魅力的な猫人娘に聞いてみた。

　鈴音という名の猫人娘は、意味もなくシナを作って、なまめかしいポーズをとり、

「うんニャ♪　この一週間のヤンルナの行動があまりにもエキサイティングすぎて、つい上級盗賊技能の『完全気配消し』で、ヤンルナを尾行していたニャ♪」

　ヤンルナとはルナの事である。

　ルナがヤンデレっぽいので、ヤンルナと、この命知らずの盗賊猫娘は呼んでいる。

「ほんと凄かったニャ。最高レベルカンストプレイヤーでもソロじゃ立ち寄るのを避ける、極悪プレイヤー達や凶悪ＮＰＣ達の巣窟であるバッド・スラム街にあの女がフラフラと一人で歩いていってニャー♪　ヤンルナをさらって犯して売ろうとしたスラム街の連中相手に、極大攻撃魔法の雨嵐だニャ。スラム街は完全崩壊♪　死傷者五千人（プレイヤー五百人超、ＮＰＣ多数）を超す大混乱だったニャ♪　まぁ、死んだプレイヤーのほとんどが極悪プレイヤーだったから、運営側からのペナルティーはなかったようだけどニャア…………。チッ、運営からアク禁（アクセス禁止）くらえよあのクソ女……」

『ほとんど』が極悪プレイヤーというのがひっかかる……ひょっとして理由があってバッド・スラム街に潜んでいた普通のプレイヤーも巻き添えに…………いや、あまり考えないでおこう。

　ところで、ＳＲＯの世界で、真竜王の血を飲んだことがある僕には、耳が相当良くなる竜耳ドラゴンイヤーの身体特徴がある。僕は地獄耳なのであった。

　だから、鈴音が素にもどったかのようにドスの利いた声で呟いた、最後の悪態が、実は聞こえていた…………まぁいいや、いつものことだし。

「城がドーーーーンと言うのは？」

　聞くのが怖かったけど、ルナのやらかしたことについて、恋人として聞かざるを得ない。

「五日前から隣国同士――赫アカの帝国と蒼アオの王国の戦争が始まったニャ。それでとうとう三日前に優勢な赫アカの帝国の方が、劣勢な蒼アオの王国の主城まで攻め入ったニャ。蒼アオの王国存亡の危機だったニャン♪」

　えっ！　国家間戦争があったのかっ！

　参加したかったなぁ……ＳＲＯで戦争、特に国と国との戦争である国家間戦争は、非常に派手でとても人気のある花形イベントだ。

　万の軍勢を率いる敵将を、大空を飛翔する風竜に騎乗して一気に討つことも不可能ではない、高レベル竜騎士である僕は、戦争イベントでは非常に重宝されて、ちょっとした英雄並みの扱いを受けられるのだ。

　まぁ、レベルが上がりまくっている今のルナなら、万の軍勢を一人で駆逐できそうだけど。

「その時だニャっ！　血と死と破壊の臭いに引き付けられたかのように、ヤンルナがフラフラと街道を裸足で歩いて、その城の近くへ現れたニャ。そして、最大レベルの壁を超えた『超越者』になっていたヤンルナが超極大魔法を連射したニャ。まるで、極太レーザー砲や波動砲みたいだったニャ～。城は半壊したけど、攻めていた赫アカの帝国の軍勢も半壊して、尻尾まいて逃げだしたニャ。

　死傷者十万人（プレイヤー一万人超、ＮＰＣ多数）を超すＳＲＯ史上、最大クラスの死傷者数で、ＳＲＯ戦史にも記録される大惨事だったニャ♪

　戦争参加時には、参加プレイヤーを殺してもＰＫ扱いにならない戦争ルールが適用されて、運営側からヤンルナに対するペナルティーはなかったようだけどニャア…………。チッ、運営からキャラデリ（キャラクターデリート）くらえよあのウンコ女……」

　ルナ……お前は歩く大量破壊兵器か。

　僕は恋人のあまりにも常軌を逸した戦闘力に戦せん慄りつを覚えた。

「それでニャ～、ヤンルナは蒼アオの王国の王からは一応感謝されたけど、赫アカの帝国の皇帝からはスッゴク恨まれたニャ♪♪♪　プププ……いいきみ…………。

　で、ココ、『ミッドガルド王国』の王に、一応この国の住人であるヤンルナを引き渡すように、赫の皇帝は再編成した軍勢を率いて要求したニャァ♪　でも、ミッドガルド国王は、要求を拒否したのニャ…………。チッ、ルナの糞女なんざ、むしろ縛り首にして縊り殺したあと、首を切り落として、その首だけ送ってやればよかったのに…………チッ！」

　え、えぇ～!?　ルナ、お前、もの凄く大変なことになっているじゃないかっ！

　国家、それも大陸最大の軍事大国である赫の帝国から狙われるなんて。

　僕がなんとしてでもルナを護りきらなければ…………。

「にゃんで、ミッドガルドの国王がルナを庇ったかというと、実は、王の一人息子がヤンルナに攫さらわれて、人質にニャっていたからだニャ。まぁ、プレイヤーが操作している国王と違って、王子はＮＰＣだからＮＰＣ質だけどニャア」

　ええっ!?　ルナ、誘拐って犯罪だぞっ！　しかも一国の王子を攫うって、国家犯罪レベルだぞぉ！

「ソレは違うよォ★」

　三十路先生ことマジカル☆キララ☆ちゃんが口を挟んだ。

「ルナちゃんに一目惚れしていた王子ちゃまが、愛するルナちゃんの所に勝手にやってきたん☆ダ☆ゾ☆　それも白馬に乗って☆　キャァ素敵ィ！」

　マジカル☆キララ☆ちゃんは夢見る乙女の瞳で、両手を顔の前に組んだ。

　その後、

「…………現実世界で…………」

　くたびれた三十路女性のテンションでポツリと暗く、呟いた。

「私の王子サマは後何年待てば迎えにきてくれるのかな。三十年も待っているのに……私……もう疲れちゃったよ……。待ちくたびれちゃった……………………ツライ……………………」




　現実に疲れて淀んでいた三十路女性の目に一瞬なっていた、マジカル☆キララ☆ちゃんこと三十路先生。

「先生、ツラそうですね。現実は」

「ハッ!?」

　僕が同情したら、三十路先生は自分の失言に気付いたようだ。

　慌てて横ピースしながら、ウィンクして、

「な、な～んちゃって、き、キラ☆」

　マジカル☆キララ☆ちゃん（九歳）のロールプレイに三十路の女教師は戻った。

　先生、ひょっとして学校でも、あのテンション高いキャラクターは演技で素の先生は結構、暗い人なのか？

　いつも無理して演技しているのかな？

　僕は、ちょっとだけそんな先生が愛おしくなった。

　男子高校生と三十路の女教師に恋愛フラグは立たないけどっ！

　なんだか、第三のヒロインが三十路先生になりそうで、僕は慌ててフラグが立つのを拒否した。

「で、でね、王子ちゃまは全国民の前で、自分は攫われてなんかないって宣言してたもん。ミーちゃん、嘘ついちゃメだよぉ。メェ～！」

「フンだニャ。どうせ、『魅惑』か何かの呪文かけてたんだニャア……。とにかく、ミッドガルド国王に拒否されて、しぶしぶ赫の皇帝は引き下がったニャ。でも、両国に火種は残ったニャァ♪　いつこの国と赫の帝国との国家間戦争が始まってもおかしくニャいニャ♪」

　そんな事になっていたとは。

　確かに、ＳＲＯにログインした時、町の雰囲気がどことなくおかしくて、空気も少しピリピリしている気はしたけど。

　ルナが原因で、僕の出身国でもあるこの国と、大陸最大の軍事大国との戦争が起こるのなら――起こってしまうのならば――

　僕がこの手で赫の皇帝を討ち、二度とこの国と、僕の恋人であるルナに手を出させないようにしてやるっ！

　僕は右拳を胸の前に掲げて固く握った。

　いいなぁ、燃えるなぁ、国と恋人を護る為に大国相手に戦う…………英雄譚ヒロイツクサーガみたいだなぁ。僕はこういう燃える展開のゲームは大好きだ。

　現実世界では、平凡かつ平和が一番だけどねっ！

「しかし、あれだニャァ」

　鈴音は自分のネコミミがついている頭の後ろを、両手で組んで不満そうに言った。

「ヤンルナのやつ『超越者』なんてチートキャラにどうやってニャったんだなぁ。あれは、ＳＲＯの世界に特別貢献したキャラクター（プレイヤー）にのみ、運営から許されるはずニャのに…………。ケッ、現実世界で、運営会社のお偉いさんに、ルナのプレイヤーが直接枕営業でもしやがったのか？」

　枕営業て。

　現実の鈴音がいる音楽業界では日常茶飯事だと、以前彼女は教えてくれたけど。

　アレ？　なんだか少し腹が立っている、気分が良くない…………ひょっとして『現実世界のルナ＝黒井月乃さん』が侮辱されたかのような発言を聞いたからかな？

　今までは、『ルナのプレイヤー』に関しての鈴音の悪態も、軽く受け流せていたのに。

「おお、シロウ殿でござらぬかっ！」

　僕は声がした方を振り向いた。

　そこには、外見年齢二十歳ほどで長髪を後ろで縛った東方風の美形剣士――切れ味鋭い『刀カタナ』を扱う戦士系職業のサムライ――斬ザン五ゴ郎ロウさんがいた。

「どうもです、斬五郎さん」

　現実世界では年齢が三十代らしいから、僕は彼を呼ぶ時、さんづけしている。

（ちなみに、現実世界の職業ジヨブは浪人らしい…………弁護士を目指して司法浪人でもしているのだろうか？）

「ここしばらく、見ませんでしたな。拙者、寂しかったでござるよ」

　斬五郎さんは、丁寧な口調だが、時代劇っぽい喋り方をする。

「ところでシロウ殿は、今日六時三十分頃テレビで放送していた民放の動物番組であるワンニャン天国パラダイスは、視聴されましたかな？」

「はぁ、チラッとは……」

　サムライがテレビとか、ワンニャン天国パラダイスとか。いや、いいけどさ。

（ちなみに、斬五郎さんはＶＲＭＭＯの世界でも、結構、現実世界の話題を口にする）

「六時三十七分十五秒から四十五分三十秒まで、愛猫と映っていた、天使系アイドルであり絶対可憐処女の『久ク遠ドウあかり』タンはどうでござった？　萌えたでござろう？　萌え萌え美少女だったでござろうぉぉっ！」

　サムライが、萌え萌えって…………。

　もうみんな御気付きかと思いますが、彼はオタクの人である。

　あの時代劇かかった喋り方も、別にサムライの演技の為でなく、彼の普段からの喋り方らしい。本人がそう言っていた。

　…………あの喋り方で現実の日常生活に支障はないのだろうか？

「え、ええ、可愛かったですね。その子も……鈴音という名前の猫も」

　僕は横目で、この世界の盗賊猫娘『鈴音』をチラリ見したら、なんとなく嬉しそうな表情をしていた気がする。

「フヒヒヒヒ、やはりシロウ殿もそう思われましたか。だが、あかりタンはお譲りしませんぞ。なにせ、あかりタンは、四年前に深夜のアイドル発掘番組で初めて見た日から、拙者の嫁ゆえ、フヒッ」

　だからサムライが、フヒヒヒヒとかフヒッとか…………僕の中の質実剛健のサムライ像が音を立てて崩れていきそうなので、ほんと、勘弁してください。

「……チッ……オタク、ウゼェ……誰が嫁だよ……」

　僕のドラゴンイヤーが、盗賊猫娘の小声による悪態を拾った。

「ハ……ハハ。斬五郎さんは凄く好きなんですね。その……え～と、あかりって子のこと」

　たしかその子はまだ、中学生ぐらいだったはずなのだが。しかも、四年前ってことはこの成人男性は、当時は女子小学生だった子を嫁認定したのか…………業が深すぎる。

「モチのロンでござる。拙者、あかりタンがテレビに映っている間、ずっと彼女のファンクラブのみんなと考えたアカリ☆ダンシングを踊って、応援しておりましたぞっ！」

「アカリ☆ダンシング？」

「フム……シロウ殿はアカリ☆ダンシングにご興味アリアリのようで」

　斬五郎さんは、眼鏡をかけていないのに、クイッと眼鏡を動かす例の仕草をした。多分、現実世界の斬五郎さんのプレイヤーはいつも眼鏡をかけているのだろう。

「え、いや……」

「では、お見せしましょうぅ！　ハ～～～～イ！　ハイッハイッハイッハイッハイッ！　…………タ～ンしてハイッハイッハイッハ～～～～イ！　……連続っ！　ハイハイハイハイハイハイッ！　…………ハ～イハ～イ、ジャンピング、ハ～イ…………ハイハイハイハイハイハイッ！」

　斬五郎さんはハイテンションで踊りだした。いわゆるオタ芸と言われている踊りを。

　い、痛い。痛すぎる。

　斬五郎さん本人も痛いし、ギルドにいる他のギルドメンバーからの視線も痛い。

　今スグ転移石で、この場から転移したい。

「……マジで死んでくれねぇかな……キモファンって……」

　また鈴音が小声で悪態をついていた。

「ブヒィィィ……ブヒィィイ……。ど、どうでござったかな……拙者のアカリ☆ダンシングは……ブヒィィィ……」

　五分以上も踊り続けた斬五郎さんは、汗だくになって荒い息を立てていた。

　仮想現実世界であるＳＲＯでは、数分間踊ったぐらいで、普通こんなに疲れを感じることはないはずなのだが。彼の脳が現実世界でさっきの踊りを踊った時の事を思い出して、ＳＲＯの世界の彼の肉体に影響でも与えているのだろうか？

「こ、個性的で良かったと思います」

　僕には、個性的という言葉以外、褒め言葉が見つからなかった。

「ブヒィィィ……ブフー……ブフー……ハァァァ……フゥ……フゥ～」

　やっと息が整ってきた斬五郎さんは、脂ぎったニチャァ～といった感じで嬉しそうな表情をした。

　ＳＲＯの美形にカスタマイズされたキャラクターで、なかなかあんなキモ……個性的な表情を出すのは難しいと思う。

　これも一種の才能なのだろうか？　そんな才能いらんけど。

「ブフフフフ、拙者、メイン職業はサムライでござるが、サブ職業に踊り子もいれてもおりますゆえ。スキル『混惑の踊り』持ちゆえ、ブヘッ」

　なんて嫌な踊り子なんだろう。

「謎自慢キモキモ」

　鈴音のげっそりした呟きが聞こえた。

　しかし、スキル『混惑の踊り』か。確かに斬五郎さんの踊りを見たら、混乱はしそうだ。

「ブフフフフ、どうやらお気に入ってもらえたご様子。ぜひ、シロウ殿もリアル世界で久ク遠ドウあかり・ファンクラブに入会され、一緒にアカリ☆ダンシングを踊り狂いましょうゾ、ブヒヒヒヒ」

「い、いえご遠慮させてください」

「なんとっ!?　なぜでござりますかっ!?　あの絶対処女天使・あかりタンのどこに不満があるとっ！」

　いえ、その女の子というより、あなたが踊られたキモ……個性的すぎる踊りが、入会拒否の主な原因ですが。

「純粋無垢の絶対処女美少女・あかりタンの何が不満だとっ言われるかっ！」

　超・必死な形相で僕に詰め寄る斬五郎さん。

　お願いですから、落ち着いてください。あなたが放つ唾の集中豪雨スコールが僕の顔面を襲っているので。嫌すぎる水属性攻撃アクア・アタツクをしないでください。

「別にあの女の子に不満があるわけでは。まぁ、しいてあげれば、テレビでリポーターに見せていた笑顔が偽物っぽく思えましたけど。なんというかその『あかり』って女の子の性格が嘘っぽいというか、キャラを作っているというか」

「な、なんとっ！」

　ビクンッと身体を震わす斬五郎さん。

　なぜか盗賊猫娘鈴音もビクッと身体を震わせていた。

「に、にににに偽物とおっしゃるかっ！　ワレラが絶対処女天使・あかりタンが、ひ、ひひひヒヒヒヒ非処女の偽物と愚ぐ弄ろうなさるかっ！　い、いいいいいかにシロウ殿といえど、捨て置けませぬぞっ！　マイ・絶対アブソリユート・処女ヴアージン・天使エンジエル・あかりタンを非処女ヤリマンビッチなどと……」

「ちょっ！　落ち着いてくださいっ！」

　僕の首をおもいっきり絞めてきた斬五郎さんの腕を、高レベル竜騎士の高い筋力を持って振り払った。

「…………………………」

　あの……斬五郎さん？　サムライ最上級必殺攻撃『天テン翔シヨウ龍リユウ閃セン居合』を放つ為に、腰を落として刀に手を掛けて『タメ』ないでください。

「…………斬る…………」

　斬る気なんだっ!?　僕を斬っちゃう気マンマンなんだっ!?

　ざわっ！　ざわざわっ！

　珍獣を見るかのように斬五郎さんを遠巻きに見ていた他のギルドメンバーのみんなが騒ぎだした。斬五郎さんのまるでボス戦闘中のような強力な殺気にあてられて。

「ざ、斬五郎殿、で、殿中でござる殿中でござる、いや、ギルド館内でござるギルド館内でござるッ！」

「………………ハァァーーーー…………フゥウゥゥゥーーーーーー…………」

　駄目だ、僕の言葉が耳に入っていないように、精神を集中して、ドンドン必殺ゲージを溜めているうぅ。

「斬五郎さん、落ち着いてくださいっ！　言ってません！　非処女ヤリマンビッチとか言ってませんからっ！」

「………………」

　斬五郎さんの身体から少し殺気が消えてきた。

「ドウドウ、ほんと、落ち着いてください…………あ～、あの『あかり』って女の子、レポーターとかテレビの前の視聴者に見せていた笑顔はともかく…………」

「………………」

「彼女の飼い猫に見せていた笑顔は、自然な感じでとても良かったです。本物の笑顔でしたし、あ、『あかり』はす、凄く可愛かったですよ。え……と……彼女……は絶対に処女だと思える笑顔でしたっ！」

　童貞の僕に女の子が処女かどうかなど見分けられるわけは、まったくなかったが、半ばヤケクソで言った。

「シロウ殿…………お主、見てますなッ！」

　一転、笑顔になる斬五郎さん。

　良かった、機嫌が直ったようだ。

　別に斬五郎さんと一騎打ちしても負ける気はしなかったけど、ＴＰＯを考えて、ギルド館内で戦闘は避けたかった。何より、僕は斬五郎さんのことを別に嫌ってはいないので、こんなことで彼と戦いたくなかった。

「まぁ僕は……あまり相手が処女とかは気にしたくはありませんけど」

　余計な事を言ったかなとも思ったけど、つい口に出してしまっていた。

「いけませんぞっシ、ロウ殿！」

　僕は両肩を斬五郎さんにガシッと掴まれた。

「ソコは気にしなくてはっっっ！！！　非処女中古女など、価値がまるでないのですからなっ！」

　極端なことを言う人だなぁ。

　うう……痛い。他のギルドメンバー（主に女性）からの蔑べつ視しの視線が痛い。

「お主のお仲間、美少女魔法戦士のヤンデレ絶対処女女神ルナ姫様も……もちろん……まだ処女でござろう？」

　斬五郎さんは、探るような眼で聞いてきた。

「は、はぁ……そう思います」

　斬五郎さんはニコォォォっ！　と、凄くイイ笑顔を見せた。この人、普段からこういう笑い方をしてればいいのに。

「そうでしょうとも、そうでしょうとも。ふぅ、まだルナたんの貞操は守られているっと」

　ルナは、『斬五郎さんのような他人から避けられがちな人』に対しては結構優しいところがある。

　そのこともあり、斬五郎さんのような一部の人達からは女神のように思われているのだ。

「ねぇ、キモ五郎、いや、残念五郎……じゃなくて残ザン五ゴ郎ロウさん、ちょっといいかニャ？」

　盗賊猫娘鈴音が、斬五郎さんに声をかけた。

　ん？　なんか名前の漢字が違う気がするけど…………気にしないでおこう。

「…………なんですかな」

　斬五郎さんは僕に話しかけている時と違い、テンションの低い、もっと言えば、不快感さえ籠った声で鈴音に聞き返した。

　その名刀ムラマサで（戦闘的な意味で）千人切りを果たしている処女信仰に厚い彼は、そのわがままボディで（性的な意味で）千人切りを果たしている貞操概念の薄い鈴音を露骨に嫌っていた。

　まぁ、彼だけじゃなく、男女の仲に関して潔癖なところもあるルナも含め、ギルドメンバーの中でも、鈴音を毛嫌いしている人はけっこういるけどね。

　鈴音のことを他人の恋人を平気で寝盗る淫乱盗賊猫娘だとか陰口をたたいて、嫌っている人は多い。

　…………僕は、鈴音は鈴音でイイところも一杯ある、大切な仲間だと思っているが。

　まぁ、確かに恋多き女だとは思うけど。

「あんたに会いたいって女から伝言を頼まれていたのを思い出したニャ。最果ての国にある、世界最大の世界樹『伝説の木』の下であんたをずっと待っている美少女から、あんたに会いたいってニャア」

「なんとっ！　してその美少女はもちろん処女でしょうなっ[image: ]」

「そのはずだにゃ。あれは男を知らにゃい女の顔だったニャ」

「こ、こうしてはおられんっ！　シロウどの、拙者はこれにて御免っ」

　斬五郎さんはドアに向かって駆け出したっ！

「ざ、斬五郎さん？　い、今の胡散臭い話をそんなあっさり信じるのは……」

「キーーーーーーーーーーン…………………………」

　ギルド館の正門から出た斬五郎さんは両腕を水平に伸ばした状態で、そのまま凄まじい速さで走り去ってしまった。

　最果ての国にある『伝説の木』って、まだ発見されていない伝説上の場所なのに。

　僕は、しばらく彼と会えない予感がした。

「やっと消えてくれたぜあの処女厨のキモオタが……クソォ、なんで……なんで現実世界でのあかりのファンは、あんなのが多いんだよぉ…………」

　僕のドラゴンイヤーが、鈴音の僕以外には聞こえていないであろう小さな泣き声で、彼女がついた悪態をまた拾った。

　ひょっとしたら、声には出していないかもしれないけど。

　実は、ドラゴンイヤーは、たまにだけど相手の心の声＝頭で考えていることも聞こえてくる時があるのだ。




　※ＶＲＭＭＯであるＳＲＯは、頭に特殊なヘッドギアを付けて脳波や電気信号を送受信しながらプレイしている。

　つまり『歩く』と頭で考えるから、仮想現実世界で『歩ける』のだ。

『喋る』と頭で考えるから、仮想現実世界で『喋れる』のだ。

　よく勘違いされるが、実際に現実の身体で喋ったりしているわけではない。これは、障害をお持ちで、現実の体では喋れない方や、耳が聞こえない方、眼が見えない方、また身体が動かせない植物状態の方でさえも、ＳＲＯの世界では、話し、聞き、見る、ことができ、自由に身体を動かせるように、と、すでに故人であるゲーム開発技術者（脳科学の権威でもある天才で、自分の娘が様々な障害を持っていたらしい男性）が、命を削るほど心血を注いで築きあげた最新技術のおかげ……らしい。

（僕はそういう優しい想いが詰まった、このＳＲＯの世界が大好きだ）

　そして、たとえば、『好きだと言う』と頭で考えるから仮想現実世界で『好きだと言える』のだけど、この時、あるプレイヤーが『好きだ』と心で思っただけ、つまり『好きだ』と頭で考えただけでも、装着したヘッドギアから、ＳＲＯの世界のデータが送受信されているサーバーに、『好きだと思っている』とデータが送られる。

（ちょっと怖い話でもあるけどね。自分の気持ちまでデータ化してサーバーに送られている、とも言えるのだから）

　そのため、ドラゴンイヤーの特殊能力を持つ僕のように、ゲーム世界において、相手の心（頭＝脳で考えていること）も聞こえるというプレイヤーもごくごく少数ながら存在するのだ。

　これ、プライバシーの問題とか大丈夫なのかと、ドラゴンイヤーの効果を知った臆病者な僕が心配していると、ゲーム運営側から連絡が入って、色々説明してくれた。

　その説明では、なんら問題ありませんのでそのままプレイしてください、とのこと。

（ＳＲＯの分厚い使用許諾書等に、自分の考えていることがサーバーや一部のプレイヤーに伝わることを同意する文言は確かに存在していた。あんな細かい字で大量の難解な文章で書かれた許諾書なんか、隅から隅まで誰も読まないとは思うが）

　まぁ、ＳＲＯには、相手の心（脳で考えていること）を聞くうえで、ドラゴンイヤーより遥かに性能のいい魔法道具マジツクアイテムの秘宝も伝説（噂）では存在するらしいけど。

　ドラゴンイヤーなんて、たま～に他人の心の声（脳で考えていること）が聞こえてくるぐらいだし、果たして、それが空耳なのか、本当に他人の心の声（脳で考えていること）なのかもハッキリ分からない、イマイチ微妙な感じなんだけどね。

　ただ、運営側に、僕が他人の心の声（脳で考えていること）が分かることを、他のプレイヤーに話してはいけないと言われてもいるけど。

　ルナにも秘密にしているのは心苦しいけど、こればかりは仕方がない。




　ドラゴンイヤーは、確かに便利なんだけど、人の悪意のある呟きや『心の呟き』も拾ってしまうから、少々人間不信になりかねないのが、たまにきずだ。

　友達が少ない僕としては、答えたくない時に「え、なんだって？」で聞こえないふりをしたら、何も喋ってない、と、変な顔をされたことも何度かある。

　多分、相手の心の声（脳で考えたこと）を聞いてしまっていたのだろうとは思う。

「ところで、先生……いや、キララちゃんは？」

　三十路先生こと少女マジカル☆キララ☆ちゃんを探した。

　メイン職業が特殊ジョブである魔法少女にして、サブ職業が狩人である魔法と魔法の弓が得意な魔法少女マジカル☆キララ☆の姿がいつのまにか見えなくなっていたので。

「キララにゃら、残念五郎の姿を見たとたん、『姿消し』の魔法を使って、ギルド館から逃げ出したニャ。キララは残念五郎のことを毛嫌いしているからニャ」

　鈴音が答えてくれた。

「そっか。昔はあの二人、仲が良かったのになぁ。リアルのオフ会で会ったばかりに……」

　三十路先生本人は婚活もかねて、ＳＲＯのオフ会に何度も出席しているらしい。

（ここでいうオフ会とは、ＳＲＯプレイヤー達が、現実の居酒屋などで集まって現実世界で交流すること）

　最近、他府県で行ったＳＲＯのオフ会で二人が顔を合わせたらしい。

　そして、斬五郎（本名不明）さんとマジカル☆キララ☆ちゃん（三十路先生）はお互いにアバター詐欺だとかなんとか、罵りあったという噂を聞いたことがある。

　仮想現実世界でのキャラクターの外見と、現実でのプレイヤーの外見が乖かい離りしすぎていたのだろうけど、なにも詐欺扱いしなくてもとは思うが。

　ちなみに現実リアルの三十路先生は処女だという噂もあるが、斬五郎さんは処女なら誰でもいいわけでもないようだ。

　あと、先生。先生の狩りの範囲ストライクって、広いですねっ！　いくら仮想現実世界では美形の高レベルサムライでも、あの性格と喋り方の斬五郎さんを、ストライクとっちゃうとは。なんて婚活に貪欲な人なんだろう。

　現実の斬五郎さんは先生でもキツかったようで、ストライク判定にならなかったようだが。

「ニャァニャァ、シロウにゃ～ん♪」

　鈴音が甘えた声を出し、甘えるようにその豊満な身体を僕にムニュっとくっつけてきた。

　今日、テレビで見た小柄で小学生体型に見えたロリ系アイドル『あかり』とは全然違う、グラマラスな身体を。

「え、え、何？」

「さっき、『あかり』って女が飼い猫に見せていた笑顔が、自然な――本物の――笑顔に見えたのとか、『その笑顔のあかり』が凄く可愛かったって、言ったのは本当の気持ちかにゃぁ？」

「へっ？　それは確かに本当にそう思ったことだけど…………」

「ニャあ♪」

　鈴音は嬉しそうな笑顔―で僕に抱きついてきた。

　いつもの扇情的でアダルトな笑みではなく、子供っぽい笑顔でもあった。

　僕に抱きつきながら、鈴音は猫人である彼女のしっぽを、ゆったりと大きく何度も振った。それは、猫が機嫌のいい時や、リラックス時に振るしっぽの振り方だった。

「ちょっ、ちょっと」

（こんなお兄ちゃん……あかり、欲しかった）

　多分鈴音が心で呟いた（脳で考えた）であろう言葉が、ドラゴンイヤーを通じて、僕に聞こえてきた。

　鈴音の中の人プレイヤーは『あかり』という本名なのかな？

　まさか、アイドルの『あかり』ではなく、同名の別人だろうけど。

「にゃぁシロウにゃん」

　僕に抱きついたままの鈴音が一度目をつむったあと、今度は、とても蠱コ惑ワク的な瞳で僕の目を見つめてきた。

　そして、その扇情的な唇を舐め、僕の耳元で息を吹きかけつつ、囁くように言った。

「交尾しよう……ニャ……」

「イヤイヤイヤイヤイヤイヤ」

　僕は必死に首と手を横に振った。

「いいじゃニャいか～。もうすンごいことしてあげるからニャ～♪」

　鈴音は発情しきった表情をしながら、僕に、彼女のその柔らかい肢体を蛇、あるいは蛸たこのように巻きつかせてきた。

　確かに鈴音は美少女だし、身体も凄いし、テクニックも凄いらしいけどっ（ゴクっ……）。
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　ゾクゥゥゥゥゥ！！！！！

　死の予感っ！！！

　僕には、このＳＲＯで数々の死闘・死線を潜くぐり抜けてきたことにより、磨きあげられていた第六感ことシックスセンスがあり、ゲーム内で発揮されたりする。

　そして、その第六感により、自分に恐るべき死の危険が迫っていることを感じたっ！

　まっ、サブ職業である野伏レンジヤーの、スキル習熟度が非常に高い自働スキル『危険感知』が働いて、身に迫った危険を教えてくれた効果でもあるけどね。

（今まで何十回、何百回と、嫉妬に狂った狂月の月姫ことルナに、いきなり刺されそうになっているので、勝手にスキル習熟度は上がっていた。怪我の功名である。怪我で済んでない時もあったけどっ！）

　僕は高レベル竜騎士の反射神経――鍛え抜かれた戦士の運動神経――によりとっさにその場を飛び退こうとしたっ！

　が………………駄目っ！

　飛び退こうとした次の瞬間、僕の首筋（頸動脈）に、闇よりも黒い色の刃を持つ短刀が触れていた。ルナが好んで使う刃渡り30センチを超す肉厚の短刀であり、竜の鱗うろこすらやすやすと切り裂く『鏖ミナゴロシの短刀』が。

　僕は目をつむり潔く死を覚悟した。嫉妬に狂った恋人の手による死を。

　まぁ、貴重なアイテムをゲットする直前である冒険の途中でもなし、拠点にしているこの町の広場に戻るだけだ。

　それでルナの気が晴れるのなら死ぬこと自体は別に構わない。

　ん？

　なんか、周囲が騒然となってきたような？




「ヒィ、ル、ルナだぁ!?」

「げぇ、ルナッ!?」

「……る、狂月の月姫ルナテイツクルナ……」

「あの狂月の魔女、どうやって突然出現したんだっ!?　ギルド館内への瞬間転移テレポートは魔法・魔法道具とも、世界の理ゲームシステムにより不可能のはずっ！　これが…………『超越者』の力……か……」

「緊急退避っ！　緊急退避っ！　ヤンデレ状態の狂月の月姫ルナテイツクルナ出現っ！　繰り返す！　ヤンデレ状態の狂月の月姫ルナテイツクルナ出現っ！　命の惜しいヤツは今すぐギルド館から脱出せよっ！」

「国王に軍の出撃を要請しろっ！　何っ、国王から『ルナにはかかわり合いになりたくない（ガクガクブルブル）』という通達がきてるだとぉ！」

「ルナタン萌えぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっぇっっっ！！！！！」

　突然のルナの登場に一瞬あっけにとられていた周囲が、今度は弾かれたように騒ぎだした。

　う～ん……以前よりルナの扱いが酷い＆凄いな。まぁ僕が休んでいた一週間のルナの行動がそれだけ、トンデモなかったんだろうけど。




　アレっ？　いつまでたっても死が訪れない。

（主にルナの手により）何度も味わった刃により頸動脈を切り裂かれる感触もない。

　僕のＨＰバーも、ルナに刺された時によくある、あの音速の速さでゼロを目指して減少する動きが、まるで起こってない。

「駄目……私はシロウを傷つけることを、この身と魂に禁じたのっ！　……くっ……静まれ我が右手よっ！」

　ルナの中二病臭い発言を聞き、薄目を開けた。

　眼の前には誰もいない。

　生きているものは。

　床には、眉間にナイフが深々と刺さっている盗賊猫娘の死体はあったが。

　鈴音は、ルナのオリハルコン製の投げナイフが眉間に突き刺さって即死したようだ。

　自分の死体を見下ろしながら怒りのあまり、無言でプルプル震えている、死亡時の五分間・幽霊状態ゴーストの鈴音はいたけど。

　僕は触れるか触れないかの状態でブルブル震えている黒い刃の持ち主を刺激しない様に気をつけながら、ゆっくり首を動かし、右斜め後ろに立っていたルナを見た。

　ブルブル震える右手で、僕の首に突き付けられた『鏖ミナゴロシの短刀』を持ちながら、その右手を必死に左手で押さえていた彼女を見た。

　苦悶の表情で、身体から湧き上がるナニかを、精神力で抑え込もうとする恋人を見た。

「駄目……駄目よっ！　ヤンデレは卒業することにしたんだからっ！　ビッチ盗賊泥棒猫は殺してもいいけど、シロウは傷つけちゃ駄目っ！　一生、彼を傷つけないと魂に誓ったんだからぁぁっ！」

「……………………あのぅ、ルナ？」

「駄目駄目駄目駄目駄目ぇぇぇ～っ！！！　クッ、シロウを傷つけるくらいなら――」

　興奮状態というかトランス状態のルナの耳には、僕の声が届いていないようだった。

「私は自らの死を選ぶっ！　シロウっ！　永遠に愛してるわっ！！！　（ザスッ！）…………グフっ……シ……ロ……ウ……」

　眼の光がおかしいルナは、僕が止める間もなく右手に持っていた『鏖ミナゴロシの短刀』を自分の心臓に突き刺し、自決した…………。

　シ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ン。

「……………………………………」

　自決したルナと、彼女に殺られちゃった鈴音の、二人の死体を目の前にして、僕は呆然としていた。

「……ルナ」

　僕はポツリと恋人の名を呼んで彼女の死体に近づいた。　ヤンデレは辞める、か。ルナ、自分でもヤンデレの自覚あったんだね。

　でも、目の前で自殺するとか、ヤンデレ以外の何者でもありませんからっ！

　怖っ！　僕の恋人って、ほんと怖っ！！！

　僕が休んでいた間に、ルナはキャラクターのレベルも上がったが、プレイヤーのヤンデレ☆レベルも上がっていたようだ。

「必死でヤンデレを卒業しようと、自分なりの努力はしてくれたんだな。僕の為に…………」

　僕はルナの顔を良く見ようとのぞき込んだ時――彼女が跳ね起きてきたっ！

「クケケケケケケケケケケケケケケケッケケエケケケケケケケケケケッケ」

　ルナのラリったような笑い声が、ギルド館内に響きわたる。

「ヒっ!?　ヒィィっ!?　ゾンビっ!?　ナンマンダブツ、ナンマンダブツ……」

　ゾンビ程度、ＳＲＯの世界では散々倒してきたけれど、今のルナから感じる恐怖と彼女が発する瘴気は、死霊リツチの王を遥かに超えていた。ゾンビの中のゾンビだった。

「一生我慢しようと思った、だから一度は死んだ。でも……生き返ったから……」

「る、ル……ナ……？」

「今度はダメェ、アハハハッハハッハハハっ！」

　え、駄目って何がっ!?

「我慢できないものっ！　私を裏切ったシロウをそのままにして天国へ逝けない…………死ぬなら私と一緒ぉぉぉ…………エイッ★」

　僕は蘇ったルナの『鏖ミナゴロシの短刀』により首を斬り飛ばされた。

　いったんゼロになったはずのルナのＨＰが、少しだけ回復していたのを僕は確認しながら、首だけの状態で宙を舞いつつ――

　ああ…………そう言えば彼女は、遺失呪文である『自動蘇生呪文』の使い手だったんだなぁ、と、その薄れゆく混濁の意識の中で思った――

「アハハハッハッハアッハアッハハハハハハアハハッハッハッハハッハハハハ……ハァ……シロウ、私もすぐ逝くわ…………エ～イ★（ザクッ）」

　そして、狂ったように笑い続けるルナが再び自分の胸を刺して、自決をした姿が、うすらぼんやりとだが僕の閉じかけていた眼に見えた――。

　今日のルナはテンション高いなぁ、などと思いつつ、僕は死んだ。




「ふざけんニャ！　ふざけんニャ！　ふざけんニャ！　このチート女っ！」

　ＳＲＯでは、死亡時は、拠点にしている町の広場まで強制転送されるまで五分間、死亡した場所で待機しなければいけない。その際半透明の幽霊状態となる。

　そして、その幽霊状態となっている鈴音が、ビーンとシッポを立て、耳を伏せて、怒りの感情と攻撃態勢をとった。

　幽霊状態は攻撃含めて基本的に何もできないけど。

「ゲームシステム上、転移不可能なはずのギルド館内にいきなり転移呪文で現れて、ギルド規約上、ＰｖＰ（対人戦闘）もＰＫ（プレイヤーキル）も禁止のはずのギルド館内で、いきなり不意打ち攻撃して殺しやがって！　それもあたしがシロウお兄ちゃんの匂いクンクンして気が緩みまくっていた『最高の瞬間クリテイカル・タイミング』で、眉間への『致命の一撃』食らわしやがってっ！」

　鈴音は、同じく幽霊状態になっているルナに対して、怒り心頭状態で一気に捲し立てた。

　興奮状態だからか、長文だからか、語尾にニャンとかニャアとかつけていた、いつもの口調から変わっていた。

　あと、彼女からお兄ちゃんって口に出して言われると、ちょっと照れ臭い。

「謝れというならば、謝ってあげるわ。ゴ・メ・ン・ナ・サ・イ。はい、謝ったからコレでいいわね」

　ルナは、誠意のかけらも見当たらない棒読み口調で謝罪の言葉を述べた。

　その口調にブチ切れたのだろう。

　鈴音は、一度視線を明後日の方向に向け、フェイントをかけたあと――

「フゥゥゥーーーーッ!!　ニャァッニャニャニャニャニャニャァっー！」

　一気にルナに飛び掛かったっ！

　そして、右手に装備した、爪系ＡＡダブルエー級武器『猫の爪』でルナの顔面を引き裂き、左手に逆手持ちで装備した、短剣系ＡＡＡトリプルエー級武器『Greyグレイ・Cat‘sキヤツツ・Clawクロウ』でルナの喉を切り裂いたっ！

　何度もっ！　何度もっ！　何度もっ！　何度もっ！　何度もっ！　何度もっ！　何度もっ！

「フッ」

　あざ笑うルナ。なにせお互いに幽霊状態なので、攻撃しても無駄である。顔や首を切り裂いても一瞬で元に戻る。水面に映った相手を斬るものである。あるいは水面に映った月を斬るものである。ルナだけに。

「ゼー、ゼー、笑うにゃ、この糞女っ！」

　攻撃に疲れた（幽霊状態なのに疲れるのも変だけど、そこはまぁ、ゲームシステム上の演出である）鈴音は、右手の中指を一本立てる下品なポーズで、ルナを挑発した。

　が、それを見てもルナは形のいい鼻で小さく笑っただけだった。

（普段のルナは冷静沈着で思慮深い性格なのである。ヤンデレ状態でさえなければねっ！）

　そして、ルナは諭すようにこう言った。

「貴方が今、死して幽霊状態なのも、シロウにちょっかいを出すからよ。猛省して、今後は二度とシロウに近づかないでちょうだい」

「別にシロウにゃんはお前のもんじゃにゃいにゃっ……！」

「いいえ、シロウは私のものよ。永遠に、ね。それはそうと、まさか、投げナイフがあなたに当たるなんてね。当たらないと思ったのに」

「にゃにを～、不意打ちで攻撃しておいて白々しいことを。殺された恨み、必ず晴らしてやるからにゃ！」

「あの程度の投擲攻撃、盗賊シーフマスターになった貴方なら、軽く避けられると確信して軽い気持ちで手加減して投げたのだけれど」

「に、にゃに？」

「レベルカンスト――最高マツクスレベルになった貴方へのほんの挨拶代わりにナイフを軽～く、全然本気出さないで投げたの。貴方ならきっと避けられるはずと信じて」

　嘘だ。絶対嘘だ。殺ヤル気マンマンで、投げナイフを投擲したはずだ。

　だが、最近、レベルが最大カンストした者だけがなれる『マスター』クラス――盗賊の鈴音は、盗賊シーフマスター――になって有頂天になり、結構、調子にも乗っていた鈴音は、ぐっ、と喉を詰まらせた。

　ちなみに、最近まで鈴音はメイン職業の盗賊一本で、サブ職業を持たなかったので、経験値が分散されずレベルが上がりやすかった。

　サブ職業、たとえば吟遊詩人バードや踊り子を持たないのか聞いたことがあるが、歌ったり踊ったりするのは好きだけど、職業として持つとＰＴパーテイプレイ（集団プレイ）時、義務のように歌わされたりするのが、たまらなく嫌なので持たないとのこと。

　せっかく、鈴音は歌がとても上手いのに勿体ない。

　ちなみに、現実世界で、歌で窓ガラスを割るぐらいのガキ大将ジャイアン並みの音痴でも、ＳＲＯの世界で吟遊詩人バードだったらレベルに応じて素晴らしい歌が歌える。

　でも彼女は吟遊詩人バードではない。

　それこそ、プレイヤー自身に歌を上手に歌った記憶がないと、ＳＲＯでもああはいかない。彼女は、職業補正もスキル補正もなしでも歌や踊りがとても上手だ。以前聞かせてもらった時は、それこそ、天使のような歌声だった。

　職業が吟遊詩人バードでもなく、呪歌スキル等もないのに、あれだけ歌えるのは本当に凄いことではある。

　さらにちなみに、現実世界でも色々できる、成功している人間（プレイヤー）は、その成功した体験の記憶や成功イメージを脳に浮かべ易いので、専用ヘッドギアで脳内の記憶やイメージも読み取れるＳＲＯでは有利である。

（ある意味、ＳＲＯは現実世界でも才能豊かな人間に有利なゲームでもある。成功した経験の記憶も多いリア充に有利ともいえる…………クッ…………ＳＲＯのあまり良くない部分だ）

　まぁ、ＳＲＯは脳内のイメージも読み取るが、それはあくまで想像イメージであり、現実世界で実際に体験した時のモノではなく、実は妄想でもよい。

　現実世界で実際はド下手でも、もの凄い妄想――たとえば自分はアイドルで歌が超上手いと信じ切っていれば、その想像イメージにより、ＳＲＯでも歌がとても上手に歌えることがあるらしいのだ。

（ある意味、ＳＲＯは想像力＝妄想力が高い人間に有利なゲームでもある。色々経験不足な非リア充でも妄想力さえあれば、リア充より有利な時もある…………フッ…………ＳＲＯの凄くいい部分だ）




　鈴音は腕を組んで、その豊かな胸をそらしてこう言った。

「ま、まあニャ。さっきは油断しすぎてナイフを避けそこなったけど、本来なら軽く首を捻って余裕で避けていたニャ」

「ええ、そうでしょうとも流石は最高レベルの盗賊マスター」

　ルナは鈴音を持ち上げた。ルナの口元がわずかにニヤリとしていたのが気になる。

「あったり前だにゃ」

「私は、貴方がこの程度なら余裕で避けられると思って、手加減してナイフを投げた。だから私には殺意がなかった。その上、本来なら貴方は本当にナイフを余裕で避けられた。……事故――失敗事故フアンブルでもない限り」

　ＳＲＯでは普通なら余裕で成功する行為の判定でも一定確率で自動失敗することがある。それを失敗事故フアンブルという。

　そして、失敗事故は予想不可能であり、本人の責任とも言えないので、失敗事故を起こしても『運が悪かった』ということで、あまり責められない。

「ま、まぁニャ」

「貴方があの時、失敗事故フアンブルでナイフが眉間に突き刺さるなんて、私にも誰にも予想できないわ。だから私は悪くない。でしょう？　盗賊マスター？」

　ルナの論理的といえば論理的な論法に鈴音は、頭を捻って反論しようとしていた。

　が、自分で、余裕でナイフを避けられたと言ってしまった以上、反論は難しいだろう。

　ちなみに、魔法戦士ルナのサブ職業の一つは奇襲攻撃に優れた暗殺者アサシンである。『超越者』クラスとはいかなくても、レベルカンスト――最高レベルになっていた……マスター・オブ・暗殺者アサシンになっていた。




「………………」

「だから仕返しなどはお門違いよ。よろしいかしら盗賊マスター・鈴音」

「うぅ～、こ、今回だけは特別に許してやるニャ」

　反論を諦めた鈴音は、とうとう、自分がルナに殺されたことを不問にすることにした。

　ルナに丸め込まれたともいう。

　鈴音は頭が悪い訳ではないし、むしろ腹黒……いや、悪知恵は働く……いや、コずるい……き、機転が利く方なのだけど、ルナには勝てない。

　それに鈴音はアレで素直なところもあるし。

　現実世界の鈴音は、周りの人間（大人）が嘘つきの薄汚い人ばかりで、心が荒んでいる子供に思えなくもないけど。鈴音の根は素直で、このＳＲＯの世界なら、人間を信じようとしている気がする。いや本当にそんな気がするだけ、なんだけど。

「あ、あたしはイイとしても、シロウにゃんへのアレはなんにゃっ!?」

　鈴音は僕の方を向いて、ルナに殺された僕の代わりに、ルナを怒った。

「ゴメンなさいシロウ。本当にゴメンなさい」

　ルナは僕に対しては心から謝ってくれた。

「いいよ、僕も悪かったし」

　僕はルナに対して、別に怒ってはいなかった。

「甘すぎるニャっ！」

　なぜか鈴音が不機嫌そうに怒った。

「シロウにゃんはこのヤンデレ女に甘すぎるニャっ！　それにこのヤンデル女に殺されることに、麻痺しているにゃっ！　普通、そんな簡単に許さんニャっ！」

　僕は頭をポリポリ搔いた。

　確かに嫉妬に狂ったヤンデレ状態のルナに、殺されることに慣れすぎている気はする。

　でも、既にＳＲＯで何百回も殺されているしなぁ。

　それにゲームと違い、一回死んだら終わりの現実世界で包丁持って追いかけまわされて、マジで殺されるかと思いながら逃げ回ったこともある。

　あのときの恐ろしさと比べたら、仮想世界で死ぬぐらい、なんでもない。

　僕は、本当の意味で死ぬことのない、それこそ何百回でも復活できる安心設計な仮想現実世界のＳＲＯでなら、何百回殺されても大したことないな、と思うようになっていた。

　我ながら感覚が麻痺しているとは思うけど。

「本当、甘いニャっ！　ＳＲＯで知り合いに理不尽に殺された時、もし、殺した相手が現実世界でも知り合い同士なら、それこそリアルファイトになってもおかしくないぐらい、ムカつくことなのにニャ！」

「そこまでにしときなさい」

　ルナが冷たく言った。

「私達の関係を他人にとやかく言われたくないわ。それに……ホラ、貴方の遺体が青白く光っている。もうすぐ広場への強制転送よ」

　たしかにルナの言った通り、鈴音の身体が青白く光っている。強制転送が始まる予告だ。

　このまま三十秒も経てば、広場へ転送されるだろう。そして同時に鈴音は生者として復活する。

「にゃっ！　じゃぁもう一言だけにゃっ！　シロウにゃんはこの病んでる女にもっと厳しくすべきニャンっ！」

「猫、黙りなさい」

「あっかんべーニャン」

　鈴音は、ルナに対して舌を出した。

　時々、この盗賊猫娘は酷く幼い行動をとることがある。まるで小学生か、せいぜい中学生みたいに。

「シロウニャン。今度この病んルナがシロウにゃんを刺したら、別れるべきニャン！　ヤンルナとっ！」

「…………………………（ボソボソ）」

「それもストーカー行為と傷害罪と殺人未遂と殺人罪で王立裁判所に訴えて、半径１００メートル以内に近づかせない方がイイニャンっ！　むしろ、運営に訴えてヤンルナをアク禁（アクセス禁止）にしても――」

　鈴音は最後までセリフを吐けなかった。

　なぜなら、セリフの途中で強制転送により、鈴音の死体と幽霊状態の鈴音は同時に青く光る結晶となったからだ。

　これで彼女は広場に強制転送されるはず。

「我、古き邪なる次元の神ヨグ＝ソトースの尊タツトき名において、彼のモノの肉体と精神と魂を運ぶ『絶対強制転送』――石の中っ！」

　ルナの高速詠唱スキルにより唱えられた遺失呪文『絶対強制転送』の効果で、突如現れた真っ黒な球体が出現した。

　さらに、空中で青く光っていた結晶が、漆黒の球体に包まれた。

　そして、真っ黒な球体が青く光っていた結晶ごと消滅した。

「え…………今のは一体…………？」

　僕は、初めて見た現象に目をしばたかせながら、ルナに聞いた。

「飛ばしたのよ。あの余計なことを言ったド淫乱ビッチ盗賊猫を」

「で、でも、ゲームシステムによる死亡して五分後の強制転送が……」

「世界の理ゲームシステムである『強制転送』に、『超越者』である私が『絶対強制転送』を被せ、上書きして、あの猫を飛ばしたのよ。ウフ♪」

　ウフフフ、と愉快そうに笑うルナ。

　あの…………そんな簡単に『世界の理ゲームシステム』を超越しないで、『世界の約束ゲームシステム』を簡単に破らないで…………。

　僕は世界そのものを破壊する力すらもつと言われた『超越者』になった恋人に、戦慄を覚えた。

　というか、ここまでチートな力を、いちプレイヤーに与えていいのか？

　ゲームバランスが崩壊するというか、いろいろマズイ気がするのになぁ。

　ＳＲＯのゲーム運営者は一体なにを考えているのだろう？

「……で、鈴音をどこに飛ばしたの？」

「どこかの石の中よ」

「えっ！」

「クスクス……今頃『＊いしのなかにいる＊』状態になっているはずだわ。石壁や石柱、あるいは大きな岩と〝合体〟しているかもしれないけれど」

「それって、ゲーム的には即死扱いになるの？　それとも死なずに【石化】扱いとか？」

「石と同化して数分後、窒息死するはずよ」

　ＳＲＯでの窒息死は、体感的にはちょっと息苦しい状態が続いて、キャラクターの限界が来たら（ＳＲＯの世界でゲームのキャラクターが）死ぬだけだ。

　他の死に方と同様に、死亡後、五分ほどで広場に強制転送もされるはず。

　しかし《強制転送》より上の《絶対強制転送》……か……。

　凄いなぁ…。ひょっとしてその気になったらルナは、僕を彼女のアクセサリーの宝石に封じ込められるかも。そして、ルナだったら、その気になりかねないので怖い。

　まぁ、流石に窒息死か何かで死亡して『強制転送』されるだろうけど…………でも『強制転送』のたびに『絶対強制転送』を上書きでかけられて…………無限ループ……………。

　そんな怖い事を考えつつ、僕は、幽霊状態の自分達の青く光り続けている死体に目を向けた。

　ルナの死体は、僕の首を、宝物のように両手で持ったまま愛しそうに胸に抱いていた。

　それだけでなく、仰向け状態で首のない遺体である僕の胸に顔を沈めて息絶えていた。

　むろん、あたりの床は血だらけである。血だまりもできている。

　ＳＲＯは結構死体の描写がキッツイ。このあたり開発スタッフが力を相当入れているらしい。ゲームとはいえ、人間を含めて生命の『死』をリアルに知って欲しいという思いが込めらているとのこと。

　ルナに殺されまくって、ゲーム内での『死』を軽く考えがちな僕には、耳に痛い話しである。

　強制転送まで残り数秒のところで、僕達の身体が放つ青い光がより強くなってきた。

　しかし、このリアリティ溢れる凄惨な死体だけみたら、なんとも悲惨な光景だ。

　幽霊状態のルナは恍こう惚こつとした瞳で二人の遺体を眺めている。

　幽霊状態の身体がふるえているけど、それ、怖がっているんだよね？　決して、感動しているんじゃないよねっ？　耽たん美びな心中死体とか、美しすぎる心中現場とか思ってないよねっ!?

　フゥ…………しかし本当に悲惨な死体だ。

　まるで、陰惨な殺人現場か、あるいは狂気に侵された無理心中現場だ。

　たとえば恋愛ゲームを遊んでいてこの場面でエンディングになったら、ヤンデレ・ヒロインルートの選択ミスによる欝エンドにしか見えないぐらいだ。

　……………………………………………………………………………………………………………アレっ？　……………………アレレ？　…………………………………………もうだいぶ時間が経ったのに『強制転送』が始まらない。

　なんで？

　まさかゲームシステムのバグ…………それともサーバーの調子がおかしくなってる？　ちょっ困るよ、僕、まだ幽霊状態なのに…………………………ア…………レ…………だんだん…………意識が…………遠くなって…………き…………………………あ……………………光が……………………………………………………光が…………………………見え………………。

　………………………………………………………………………………………………………。










６　マイ・シスター・エンジェル『あすにゃん』




　……………………………………………………………………………………………………………………………ん……眩しい……な…………むぅ…………ココは天国……か？　…………天使が…………いるし…………。

　混こん沌とんとした状況に陥り、混乱した頭で、混濁とした意識の中、うっすら目を開けた僕に、天使の笑顔が映った。

　とっても可愛くて、すっごく愛らしくて、何があっても一生大切にすると誓ったマイ妹天使シスターエンジエル『あすにゃん』の柔らかい微ホホ笑エミが。

　ちなみに『あすにゃん』とは僕の妹アスカの幼女時代の愛称だ。子猫みたいに超可愛かったのと、彼女は猫耳付きパーカーが好きで、よく着ていたため、そんな愛称で呼んでいた。

　ＳＲＯのヘッドギアをつけたまま、ベッドで仰向けになっていた僕を、マイ妹天使シスターエンジエル『あすにゃん』が、とても愛しいものを眺めるように見つめながら、微笑んでいる。

　ＳＲＯでのわけの分からない展開で混乱しきっていた僕は、今が現実なのか仮想現実なのか、それとも天国なのかの区別もつけられなかった。

　今が現代なのか過去なのかも分からないぐらい意識も混濁していた。

　そして、僕が小学生の時、幼女（幼稚園児～小学校四年生）だった妹から、よくお願いされて、妹に囁いてあげていた言葉を、呟いていた。

「あすにゃん…………愛してるよ」

「え、ええぇっ!?」

『あすにゃん』は、飛び上がるように驚いていた。さらに、

「あぅあぅあぅあぅあぅあぁあぅあぁうあぅあぅぅぅぅー」

『あすにゃん』は口をアワアワさせて、もの凄く動揺し始めた。か、くぁいいい！

『あすにゃん』は茹蛸のように顔をまっかっかにさせ、目をぐるぐる回しながら、その頭から湯気をシュ～シュ～と噴出していた。まるで熱暴走で壊れたロボットのように。

「お、おおおお、オおおおお、お兄ちゃんっ！　お兄ちゃんっ！　お兄ちゃんっ！　あすにゃんもっ！　あすにゃんもお兄ちゃんのこと好き！　愛してるっ！　あすにゃん、お兄ちゃんのこと……」

　そこで僕の可愛すぎる妹『あすにゃん』は時間的な『タメ』を作った。力を溜めるように、愛を溜めるように、好きという気持ちを溜めるように。

「…………とってもとってもとってもとってもとってもとっても大好きっっっ!!」

　幸せだ。僕は今、天国にいるように幸せだ。幸せすぎて現実感がない。というか、これ、天国？　仮想現実？　それとも夢？

「ハッ!?　だ、駄目っ！　現実リアルでは駄目っ！」

　何かを振り払うように頭をブンブン振る僕の可愛すぎる『あすにゃん』。

　そのたびに頭に着けていた猫耳と、お尻に装着している尻尾が激しく揺れる。

　そういえば、『あすにゃん』は、よく猫耳付きフードを被っていたなぁ…………急激に背が伸び始める小学校四年生ぐらいまでは。

　うん？

　あれ……そういえば、今の『あすにゃん』どう見ても中学生以上に見える？　いつのまにこんなに成長したんだ？　身長なんて50センチぐらい伸びて…………『あすにゃん？』……いや……『アスカ？』……あ、あれ……アレレ？

　僕は段々意識がハッキリしてきた。

　今が、現実世界で、現代で、僕は高校一年生だということを認識できた。

　ココは、僕の部屋だ。

　そしてそばにいるのは、中学二年生なのに高校生以上にも見られることがある大人びた妹であることも認識した。

　兄である僕を見下ろし、舐めくさった態度をとりやがるぜんっぜん可愛くない僕の妹『アスカ』だということも認識した。

　僕は、ＳＲＯ専用のヘッドギアを頭に付けたまま、状況を把握しようと上半身を起こした。

　さらにあたりを見回す。

　――あっ。ＳＲＯのゲーム機本体に接続してある電源アダプターが、壁のコンセント穴から抜けているじゃないか。

　あの奇妙な体験は、このせいか？

　そういえば、ＶＲＭＭＯゲームであるＳＲＯのプレイ中、コンセントが抜けたりして充電が切れ、強制終了されると、ごく稀にだが短時間の意識の混濁などが起きることがある――という噂があった気がする。

「駄目ダメダメダメ駄目っ！　現実リアルは駄目っ！　現実で近親相姦は絶対駄目っ！　不幸になるっ！　兄妹で不幸になっちゃうっ！　家族が不幸になっちゃうっ！」

『あすにゃん』、いやアスカが頭を抱えて苦悶の呻き声をあげた。

「あたしは良くても、お父さんを不幸にしたら駄目っ！　お母さんを不幸にしたら駄目っ！　お兄ちゃんを不幸にしたら絶ッッッ対、駄目ェェっ！」

「え……と……？」

　僕は、いまだボーッとした頭で妹を眺めた。

　なんだか壊れちゃっている妹を見つめていたら、

「忘れるっ！　あたし今の言葉忘れるっ！　今のお兄ちゃんの告白…………無茶苦茶嬉しかったけど、でも…………忘れるっ！」

「あの……アスカ？」

　僕は両目に涙をためている妹を見ていた。

「だから、お兄ちゃんも忘れてっ！　お兄ちゃんからあたしへの愛の告白をっ！　あたしからお兄ちゃんへの愛の告白をっ！」

「いや……え……と……あ、夢か」

　僕はありえない妹の痴態を横目に、ポンッと手を叩いた。

　そうか夢だったんだ、コレ。そうかそうか。どこから夢なのか良く分からないけど。

　もう一回目をつむって――眠って――起きたら目が覚めて『本当の現実』に戻っているはずだ。

　うん、間違いない。よしもう一回寝よう。

　僕は、やっぱりまだ混乱していた頭でそう考え、目をつむってベッドで寝ることにした。

　おやすみぃ～。

「……お……にいちゃん…………お兄ちゃんも…………忘れて…………くれるんだね？」

　夢の中の妹が、何か呟いているのが聞こえた。

　何かほっぺに、マシュマロみたいにとても柔らかいものが触れた気がする。

　やっぱり、これは夢だ。ＳＲＯをしながら、見ている夢だ。

　だって、天使幼女『あすにゃん』ならともかく、リア充中学生『あすか』が――あの、僕をキモイ虫のように思っていそうな、生意気すぎる妹が、僕のほっぺにキスするわけがないもの。

　僕は目をつむり続けた。

　妹がソッと、僕の部屋から出ていく足音が、かすかに聞こえた。




（五分経過）




　…………はい、起きたっ！　夢から覚めたっ！　頭も超すっきりした！　ヘッドギア付けた状態だと邪魔すぎて、全然眠れていなかった気はするけど、そんなのまったくの気のせいさっ！

　それより、なぜか抜けていた、ＳＲＯをプレイするために必要なゲーム機本体の電源アダプターをコンセント穴に差し込もう。よっと。

　電源スイッチを入れてっと…………待ち状態……う～ん、手持ちぶさたになってしまった。

（ＳＲＯをプレイするための本体は、最初の起動時間がかなり長いので、しばらく待たなくてはいけない）

　ちょっと、考え事をしようっと…………妹？　いや夢ですからアレは。

　しかし、死亡後五分間・幽霊状態からの強制転送時に、ちょうど本体の電源の充電が切れ始めると、あんな風になったりすることもあるのか。

　まるで、昇天して天国へ行くような体験だった。なんだかクセになっちゃいそうな疑似体験だった。いや、クセになったらイロイロまずそうだけど。

　ＳＲＯソウル・リング・オンライン…………なんて面白恐ろしいＶＲＭＭＯゲームなのだろう。さすが、熱中しすぎると、廃人になったり、魂を抜かれると噂があるほどだ…………ガクガクブルブル。

　しかし、ＳＲＯの開発スタッフは、こういう普通なら滅多に気付かれないであろうことにも、手を抜かない。常に遊び心を忘れない。まったく心憎い人達だ。あんなのまず誰にも気付かれないであろうに。

　まぁ、開発スタッフや運営や把握していない、バグかなにかの可能性もあるけど。

　う～ん、ホントＳＲＯは奥が深い…………まだまだ知らない・知られていない秘密がたくさんある。

　しかし、喉が渇いたな。カラカラだ。

　さっきの、妹が愛にトチ狂っていた、ありえない奇妙な夢？　を見たからかもしれない。

　本当は、すぐにＳＲＯの世界に戻って、心配しているであろうルナに会いたいけど。

　まぁ、現実世界で水を一杯飲む時間くらい、なら僕がＳＲＯの世界から消えていても、またルナが狂って暴れまくることはないはずだ。

　うん大丈夫。ルナッ！　僕は君を信じているよっ！




　僕は部屋の内開きのドアを無造作に開けた。

　ドアの向こうに――まさか妹がいるとは知らなくて。

　僕の開けたドアに猫耳・しっぽ装備中の妹が、その背をもたれさせていたとは全然気付かなかった。




「キャッ！」

　妹は女の子らしい悲鳴を小さく上げた。

「あ、ゴメン。大丈夫？」

　僕は、考え事をしながら背をもたれさせてドアがいきなり開いたことにより、僕の部屋の床に軽く背中を打った妹に手を差し伸べた。

（アスカは頭を打ったりはせず、とっさに受け身をとっていた。さすが長年、柔道を町道場で習っているだけある）




　パシッ！




　叩ハタいたっ！

　兄らしく、紳士らしく、優しく差し伸べた手を、この妹様、叩きやがったよ。

　ムカツクゥっ♪

　そりゃ、床に背中を打ったのは僕のせいかもしれないけど、そんなの、廊下側で他人の部屋のドアに、背をもたれさせている方が悪いはずだ。

　妹の理不尽な行為に、ムカッときた僕は少しだけ強くアスカを睨んだ。

「………………」

「ゴ………………。あ、アンタがいきなりドアを開けたせいで、転んじゃったじゃない。あ、あやまりなさいよっ！　ホラ早くっ！　土下座して謝りなさいよっ！」

　ふざけんなよっ、このアマっ！

　お前の方が悪いはずなのに、謝るどころか、兄である僕に土下座しろ、だと？

　ムカついた僕は、この理不尽な妹に無理やりにでも謝らせようと、強い口調で、

「おい、アスカッ！　いい加減にしろっ！」

　と、名を呼び、妹を叱りつけようとした。

　が、僕を見下ろしながら、

「[image: ]（ギロリ）」

　スンゴイ迫力の目で睨んできた妹にたいし、僕の口から出たのは、

「ゴメンね、アスカ。次からはドアを開けるときは気を付けるよ。だから土下座は勘弁して」

　という、謝罪の言葉であった。

　よわっ、僕、弱っ！

　というか、コイツなんで、僕の部屋の前に？

　あ、いや、そんなことより、僕はコイツに聞いておきたかったことがあるんだ。

「なぁ、アスカ。お前、僕の部屋で……」

　僕の言葉にビクゥッと肩を震わせる妹。

「さっきのは、ゆ、『夢の中の話』にしてくれるんでしょ？」

「ハ？　お前は何を言っているんだ？　変な夢見てたの？　寝ぼけてんの？　顔洗って来れば？　後、目薬さしてくれば？　なんか目が赤いし」

　さっき手を叩かれたムカつきが残っていたのか、僕は若干ぶっきらぼうな口調で言った……別に後半のセリフは、泣いた後みたいに目が赤い妹を心配したんじゃないんだからねっ！

　妹なんか、別にどうなってもいいんだからねっ！

　妹のことなんか、なんとも思ってないんだからねっ！

「あっ、そうそう…………僕のＶＲＭＭＯ用ゲーム機本体、電源アダプターコードがコンセント穴から抜けていたんだけど、お前抜いた？」

「…………ハぁッ？　なんでアタシがそんなことするワケ？」

「いや、でも、誰かが抜いたとしたら、お前が一番怪しいし」

「知らないわよ。そもそも、アンタの部屋になんか、は、入ってない……し」

　妹は探る様な、試すような、そしてすがる様な目で僕の目を覗き込んだ。

「そっか、ならいい」

　僕は首を掻きながら考えた。

　じゃあ自然に抜けたのかなぁ？

　そういえば確かに、以前、電源アダプターコードを足にひっかけた際、ちょっと抜けかけていた気がしないでもないし。

　妹はホッと胸をなでおろした気がする。でも、少し哀しそうな顔もしていた気がする。変なやつだな。

　僕は妹の泣いたあとのような赤い目をした顔をじっと見た。

　そうしたらたアスカはなにかを誤魔化すように一気にまくし立ててきた。

「あ、アンタの部屋なんか、アタシが入るわけないじゃん。意味不明すぎっ！」

「…………」

「ネットゲームの世界に入っている間、目をつむって眠っているようなアンタの顔なんか、ずっとずっとず～と眺めていたくなんかないってのっ！　か、可愛すぎるとか、すすす素敵すぎる、とか思わないしっ！　思うわけないしっ！」

「…………」

「指でアンタのほっぺたを押して、ツンツン☆　エヘヘ、したりとか、アンタとアタシの頬をスリスリィ♪　こすり合わせたりとか、あんたの頬をペロペロチュッチュッとかする訳ないじゃんっ！」

「…………」

「それに、妹系のＨな本とか持っていてくれてないかなぁ、と探索している途中、ア、アンタの部屋で、何かのコードを足にひっかけた気なんて、するわけもないじゃん。ホ、ホント訳分かんないっ！　キモっ！」

「いや、お前が何を言っているのか、僕こそ訳が分からん」

「そ、それならそれでいいわよっ」

「それよりお前、熱でもあるのか？　ずいぶん顔が赤いし」

「な、なんでもないっ！　もう、本当に大丈夫だからっ！　余計な心配すんなっ！」

　本当に大丈夫なのかな？

　お前の顔、ホント、滅茶苦茶真っ赤だけど。

　今ほど真っ赤ではなくても、さっき僕がドアを開けた時からずっと赤くなってた。

　ひょっとして、さっき僕がドアを開けるまで誰か好きな人のことでも考えていたのか？　そしてこの妹のおかしな様子は、恋の病に陥っているせいかも。

　まぁ別に妹が誰を好きになろうが、誰と付き合おうが、僕には関係ないけど。

　アスカが好きなった相手が、もし、ろくでもない男なら、兄として絶対邪魔してやるけど。

　不良みたいな男を家に連れ込まれてイチャコラされたりしたら、迷惑千万だからねっ！

　僕の隣の部屋、つまり妹の部屋で、妹がその男と一緒に、エロ行為に走ったら、壁パン連打して行為を中断させてやるっ！

　なにせ僕は英国滞在中のアスカの父親（一応、僕の義父でもある）から娘のアスカのことをお願いされてもいるし。

　特に男性関係に注意し、目を光らせておいて欲しいと頼まれている。

　僕と義父とは、家族ながら他人行儀というか、よそよそしい関係ではある。

　正直、英国にいる義父が家になかなか帰ってこられないことに、内心ではほっとしていた。

　仲が悪いわけではないけど、義父が家にいたときは、妙に居心地が悪かったので。

　赤の他人とは言わないが、僕にとって義父は、一応は家族ながらほぼ他人であった。

　とはいえ、義父から頼まれた以上は、アスカに変な虫がつかないように注意する義務があった。

　それに、あの義父ヒトは、潔癖なところがあって、実の娘の純潔を凄く心配していたし。

　あの義父ヒトは、自分の目に入れても痛くないぐらいに娘のアスカを溺愛している。

　もし、まだ中学生の娘が非処女になったなんて知ったら、怒りのあまり、娘の処女を奪った男を殺ヤりに、日本へ戻ってきかねない。




「……なぁ、ホントに大丈夫か？」

「しつこいっ！　ていうか、ウザいっ！　大丈夫だって言ってんでしょっ！」

「あっそ。じゃあ、僕はコレで」

　一階の台所で水を飲もうと、階段に向かいかけたところで、僕は妹に声を掛けられた。

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ。アンタさ、今日のアタシの格好見て、何も思わないのっ！　普段と違うでしょっ！」

「へ？」

「ほら、よく見なさいよ、ほらぁ」

　妹の頭に付けている猫耳がピコピコと、しっぽがフリフリと、動いた。

　ちょっと凄い。どうなってんだろうソレ？　えらく凝っているなぁ。
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「え～と…………猫耳としっぽ、つけているな」

「気付いていたなら、普通、一言ぐらいなんか言ってから、去っていきなさいよっ！」

　僕はポリポリと頬を掻いて、

「そう言われても、どうせアレだろ？　演劇部で今度の演劇でする衣装だろ」

　と、口にした。

　妹は、その類まれなる美貌と抜群のスタイルから演劇部にスカウトされていたのだ。

　中学校では、演劇部と弓道部の掛け持ちをしている。

　さらに、その天に愛されまくった才能と、神様からの贈り物のような非常に恵まれた容姿・身体と、不断の努力により身に付けたその身体能力・運動神経とにより、様々な部活の助っ人を熱心に頼まれている。主には運動部だけどね。

　体育の時間、チーム分けでイラン子あつかいされやすい僕とは大違いだ……。

　まったく神様は不公平すぎるよ。

　まぁ、才能だけじゃなく妹の十分の一の努力すら、僕はしてないけどさ。

　というか、妹よこれ以上色んな努力するな。努力して様々な栄光をその手に掴むな。

　自分の才能のなさと努力の足りなさを見せつけられるようで、僕は妹のそばにいるのが本当に苦痛だ。こうしてそばに並んで立っているだけで、妹より身長が小さい兄だと実感させられる。普段はそこまで意識していないのに、高身長の妹のそばだと、嫌でも自分がチビだと思ってしまう。

　コレ以上、僕の劣等感を刺激するんじゃないっ！

　クソォ…………兄より優れた妹など存在しないはずなのに…………。




　いや、今はそんなことどうでもいい。

「演劇部の衣装を家でも着て、役作りとか演劇の練習とかしていたんだろ」

「……そ、そうよ」

「ふ～ん、じゃ、僕はコレで」

　片手を軽く上げて踵を返す。

「待てこらぁっ！」

　妹は、僕の腕を掴んだ。

　おい、離せ。なにをそんなに必死に僕の腕を掴む？

　それからお前、見た目は細いのに力と握力凄いな。流石、町の柔道道場で師範の次に強いだけはある。コイツには、腕力勝負の腕相撲すら勝てる気がしない。

　妹に腕相撲で負ける兄…………く、屈辱すぎる…………。

「あ、アンタね。普通、何か一言ぐらい感想、言うでしょっ！」

　うるさいなぁ…………正直、うっとうしい。

　たとえ、妹が猫耳付けようが、しっぽつけようがどうでもいい。

　演劇部の役だと言って、妹が、お姫様の格好をしようが、メイドの格好しようが、ナースの格好しようが、婦警の格好しようが、ミニスカポリスの格好しようが、アニメキャラの格好しようが、実にどうでもいい。

　だから、普段からいろんな格好で僕の前を横切るな。視界に入るな。僕達の家はコスプレ風俗系のエロい店じゃないんだぞっ。

　ホント、妹のコスプレっぽい格好を見ても感想なんて、特にない。

　せいぜい、感想があるとすれば猫耳に関してぐらいだ。

　それも、昔の可愛かった猫耳付フード標準装備の超美幼女であった僕の妹天使『あすにゃん』が…………どうしてこうなった…………と嘆くぐらいに、ムカつく妹に成長したお前を見て、僕は嫌な気持ちになるぐらいである。

　しかし、普段無視し合っている僕に、今日はヤケに絡んでくるな？

　僕は、早く水を飲んで、ルナの待つＳＲＯの世界に戻りたかったので、テキトーに妹の格好を褒めることにした。

「ああ、ハイハイ、可愛いよ、凄く（猫耳としっぽの部分だけはね）」

「！」

　妹は、パッと僕の腕を放した。

　そして、その場でクルっと１８０度回転して、後ろを向いた。

　妹の尻にセットされている猫の尻尾が、一度、ピンとまっすぐ立ったあと、何度も大きくゆっくり振られた…………ホント、凝った衣装だ。自動で持ち主の気持ちを表してでもいるのだろうか。う～ん、凄い技術。ぜひルナに着てもらいたいぐらいだ。

　僕が感心していると、背中と尻尾を見せている妹が肩を震わせながら、僕に顔を見せずにこう言った。

「あ、当たり前だしっ。アタシは何着ても似合うからっ」

「あっそ」

　確かにコイツは将来スーパーモデルになれるぐらいに、何を着ても似合う。

　ユニクロが良く似合う僕とは大違いだ。

「………………どうしよう、迷う。ＳＲＯソロで種族ってのを、猫人にするか半妖精にするか。…アタシは外見的には半妖精の方が近いけど…………でも、お兄ちゃんが、猫耳と尻尾付けた『アタシを』可愛いって言ってくれたし…………（ブツブツ）」

　妹は口に手を当ててブツブツ何か考え事を始めた。

「え、今、ＳＲＯソロって言った？」

「い、言ってないわよっ！　アンタ耳がおかしくなったんじゃない。じゃ、アタシ部屋に戻るから…………。決めた、猫人でプレイしよっ♪」

　妹はそう言ったあと、妙にウキウキした様子で――スキップしながら自分の部屋に戻っていった。

　嬉しそうに耳を何度もピコピコ、尻尾を大きくフリフリさせて。

「お兄ちゃんが可愛いって言ってくれた♪　お兄ちゃんが可愛いって言ってくれた♪　お兄ちゃんが可愛いって言ってくれた♪　ヒャッホ～～～イ♪♪♪」

　何かを嬉しそうに呟いていた気もする。

　やっぱり、今日のアイツはオカシイ…………脳の病気にでもかかったのだろうか？

　バタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタバタっ！

　妹の脳を心配していたら、彼女の部屋から、騒がしい音がした。

　まるで、恥ずかしさとか、嬉しさのあまり、ベッドで足をバタバタさせている時のような音が。

　本格的に妹の頭が心配になってきたな。

　今度、母さんに相談しよう。

　と心に決めながら、僕は一階に行き、水を飲んだ。

　そして、部屋に戻ろうとした時、一階のテーブルの上に、この辺で一番大きいゲームショップの、買い物用の袋が、無造作に置いてあったのを発見した。

　かなりのサイズであるＳＲＯの本体やヘッドギアも十分に入りそうなぐらの大きな袋でもあった。

　ん？　なんであのゲーム屋の買い物袋があるんだ？

　母さんはゲーム全然しないし…………アスカのか？

　今日、偶然時間帯が重なって一緒にテレビ見ながらご飯食べていた時には、こんな袋置いてなかったけど。

　僕はご飯を食べたあと、宿題をし終え、ＳＲＯの世界にログインして遊んだが、そんなに時間は経っていない。妹の奴、テレビ見終わったあと、ゲーム屋に行って、何かゲームを買ったのか？

　あいつ、普段はゲーム自体ほとんどしないくせに。

　そういえば、ご飯食べていた時にテレビで流れていたニュースで、仮想現実世界における近親相姦的な疑似的性行為とかに触れていたとき、アスカが妙に食いついていたような？

　まっ、別にどうでもいいや。

　兄を少しも尊敬しない、それどころか見下ろしまくってくる、あんなムカつく妹のことなんてどうでもいい。










７　……他の女の匂いがするわ




　僕は二階の自分の部屋に戻って、ＳＲＯの世界に再びログインした。

「ルナ、ゴメンね。また急に消えたりして。今から会いに行くから――……」

　などと、呟きつつ。




　　　　◆　仮想現実　◆

　ＳＲＯの世界にログインした時、拠点にしている石畳の中世ファンタジー風の街にいた。

　それも、死んだ時に強制転送される町の中心広場に僕は立っていた。

　ちゃんと生身の身体で。

　ＳＲＯの世界で最も固い鱗と称される、竜王の鱗より作られた、竜王鱗鎧ドラゴンロードスケイルアーマーに身を包んだ、６フィート（１８２センチ）前後の鍛え抜かれた戦士の身体で。

　装備もちゃんとある。

　広背筋の発達した背中に背負った大剣クレイモアの『竜殺しの大剣ドラゴンバスター』（付与魔法や精錬石などで限界まで強化しまくり済み）、ガッシリとした肩から丈夫な革紐でかけている、遠距離攻撃用の狙撃銃『神シン撃ゲキの神鳥八ヤ咫タ烏ガラス』、アイテム欄に常に置いてある七匹の竜――竜姫ドラゴンプリンセスを封じ込めた宝玉『七竜玉セブンズドラゴンボール』、その他、貴重な各種アイテム――ルナとの将来の結婚に必要な『誓いの指輪』含め、特に喪失ロストしているものはない。

「よかった、よかった。消えている物はない」

　直前のゲーム終了が特殊な方法だったから、万が一、Ｓ級・ＡＡＡ級の武器防具アイテムが喪失ロストしていたら、運営に泣きつかなければいけないところだったが、どうやら杞憂だったようだ。

　指を動かしてステータス画面も覗いてみたけど、特に異常はない。

　僕は、フレンド登録をしているルナが今どのあたりにいるのかゲームシステムを利用して確認しようとした。

「アレ？」

　ルナ、ログアウトしている。

　ひょっとして、僕が幽霊状態で消えたことを落ちたログアウトと勘違いして、自分もログアウトしたのかな？

　ルナ、つまり現実世界の黒井さんとは、既に携帯電話スマホの番号を教え合った仲である。

　しかし、現実世界で初めて連絡先を交換しあった女子が、黒井さんのような美少女とは。

　自然と微笑が出てきてしまう。

　ひょっとしたらだけど、ルナ（黒井さん）は、ＳＲＯの世界からいきなり消えた僕を心配して一度ログアウトし、現実世界で僕に電話をかけてくれている……かもしれない。

「う～ん、どうしようかな？」

　僕も一旦ログアウトして、現実世界の登校用カバンに入れっぱなしにしてしまっていた、スマホをチェックしようかな。

　あ、でもルナからＳＲＯのゲームシステムを利用したメールがたくさん来ている。

　…………百件を軽く超すメールが。

　一時間足らずの間に百件以上のメールがルナから僕に届いていた。

　うん、これぐらい普通普通。ルナだったら全然普通。むしろ少ない方かも。

（ルナと付き合っているうちに、僕もイロイロ感覚がオカシクなっているのかもしれない）

　とりあえずルナからのメールをログアウト前に読もうとしていると――

「シロウにゃんっ！」

　転移石を使って広場まで転移してきた、猫人女盗賊・鈴音に声をかけられた。

　よかった。

　石と同化状態だった鈴音も、ルナが言った様に、ちゃんと死亡→転送→蘇生されたようだ。

　……アレ？

　なんだか鈴音の身体が薄いような？　死亡時の幽霊状態程の薄さじゃないけど、やや半透明っぽい。

「シロウにゃんがログインしたの、設定してあるフレンド機能で知ったから、飛んできたニャンっ！」

　ゲームシステム上のフレンド機能の一つには、フレンド登録しているプレイヤーがＳＲＯの世界にログインしたら、音やメッセージで知らせてくれる機能がある。

　また、ログインした相手がどこにいるのか大体の場所も分かる。

　これは、特に仲の良い、あるいは仲良くしたいプレイヤー相手に使う機能だ。

　鈴音にその設定をしてもらっていると知って、ちょっと嬉しい。

　フレンド登録しているプレイヤーの中でも、特に僕を気にかけてくれている、ということでもあるし。

「あの超・頭のおかしいヤンルナもいないし、今がチャンスにゃんっ！」

「チャンスって、なんのチャンス？」

「シロウにゃんを、落とすチャンスにゃん」

「お、落とすって」

「堕とす、チャンスにゃん」

「え、それ漢字おかしくないっ？」

「エロ可愛い誘惑で、落として陥として堕としまくるニャ～ンっ♪」

「ちょ……ちょっと」

　鈴音が、僕にすり寄ってきた。

　あの……近いです。凄く。近いどころか密着してます。密着しすぎです。

　アレ？

　でも鈴音に触られているのに、何か感触が違う。妙な感じだ。触れているのに触れているのが実感しにくいというか……。

「あ、あのさ鈴音、なんだか変だぞ。それにお前の身体、妙に薄いし」

　僕が鈴音にスリスリ密着されつつも、疑問を口にすると、彼女はニャハハっと笑った。

「やっぱり分かるかにゃ」

「うん。鈴音の褐色の肌もなんだか半透明みたいだ。それにこんなベタベタ触られているのに、それが実感しにくいというか……」

　前の鈴音なら、その肉感的な肌、豊満な肉体で抱きつかれたら、思わず彼女の美肉の誘惑に屈しそうになりかけるのに、今は、あまりそういうのがない。

「実はにゃ～、運営側から連絡があって、あたし、『超越者』になれたニャン」

「えっ!?　本当っ！　凄いね！　おめでとう鈴音っ」

「エヘヘへ、にゃん」

　鈴音は両手を頭の後ろで組みながら照れていた。

「ヤンルナのキチガ●に、無理やり岩に同化されて、窒息で死んだら頭に運営側からメッセージが聞こえてきたニャ。それで、このまま最高カンストレベルプレイヤーとして蘇生するか、レベルと肉体を〝超越〟した『超越者』となるか、選んでくださいって、言われたニャァ」

「へぇ～、レベルや肉体を〝超越〟した『超越者』か…………え、それって」

　僕は彼女のやや半透明の身体を上から下まで眺めた。

　よく見たら、なんか、少し地面から浮いていた。

「そうにゃん……今の鈴音は【霊体】盗賊猫娘の『超越者』ニャン。あ、霊体と言っても、五分間待機状態の『幽霊』とは違って、戦闘含め、色んなことができるけどニャ」

「へぇ、その【霊体】って便利そうだけど、何か不都合はないの？」

「それをシロウにゃんで確かめてみるにゃぁ」

「ちょ、ちょっっと」

　鈴音はその豊満な胸で僕の顔を挟んで――

「パフパフ、パフパフパフパフ。もう一丁、パフパフパフパフパフパフパフパフ……」

　う～ん……。気持ちいいことは気持ちいいけど、昔、（むりやり）鈴音にパフパフされた時より、やっぱりその爆乳の感触は感じられなかった。

「…………あんまり、感じられなかった。む、胸の感触がね」

「がーーーーーーーーん、ニャン」

　鈴音は、そのオッドアイ（金目と銀目）を大きく開いて、口も大きく開きつつ、頭を両手でつかみ、ムンクの叫びのような顔をした。

　ド淫乱盗賊娘とも呼ばれている鈴音にとって、非常にショックだったのだろう。

「そ……そんニャァ。相手が感じてくれなかったらこれから先、もう鈴音、交尾とかセックスとかエッチとかあまり楽しめないニャン…………」

　交尾とセックスとエッチと、それぞれどう違うのだろう？

　それはともかく、僕には運営側が彼女の肉体を〝超越〟した『超越者』として、肌の接触を実感しづらい霊体状態にした理由がなんとなく分かってきた。

　まず一つは、最近、鈴音のレベルも最高カンストになったし、最大レベル制限も〝超越〟できる『超越者』に誘うのに丁度よかったからだと思う。

　そしてもう一つの理由は、鈴音がエロ過ぎたせいだと思う。

　まったくの予想でしかないけれど、多分、ド淫乱盗賊猫娘があまりにもＳＲＯの風紀を乱しまくって、日々、エロいことしていたからかもしれない。

　そこでＳＲＯの運営側が、『超越者』になれる代わりに、エロいことをしにくい霊体にさせた――のかもしれない。

　ＳＲＯでは、『童貞切りドウテイスレイヤーの美猫』とも呼ばれる鈴音に、童貞を奪って（切って）もらおうと仮想現実世界童貞のプレイヤーによる行列が日々、鈴音が寝床にしている（泊っている）宿屋にできていたし。

　まるでその宿屋は、行列のできる童貞相談所のようだった。

　それに、彼女のエロエロ♡テクニックが忘れられなくて、金貨や高価なアイテムをプレゼントして、またエロいことしてもらおうとしたプレイヤーも多数いたし。

　まるで、援助交際である。

　まぁ、鈴音は金品で男に抱かれることはなかったようだけど。

　でも、鈴音は情に厚いところもあるので、相手から土下座してヤラして（ヤッて）欲しいって頼まれたら、よほど相手が嫌いじゃなかったら、ヤラして（ヤッて）あげたみたいだし。

　しかも複数のプレイヤーに頼まれて、大乱交をする時もあったようだ。

　流石に鈴音の淫いん靡びすぎるプレイスタイルに対して、他のプレイヤー（主に女子）からの苦情が運営にあっただろうしね。男を鈴音に寝取られた高年齢独身・女性プレイヤーとか、もの凄い勢いで、電話突撃クレームを現実世界で運営側にしていたという噂もあるし。

　ホント、鈴音はエロエロすぎた。

　そんなんだから、ビッチとかサセ子とか淫乱とか、他のギルドメンバーなどに悪口を言われていたんだよなぁ。

「…………他の雄はともかく、シロウにゃんの童貞もらえなくなるのは困るにゃん」

「いや、僕の童貞は、ル、ルナに（ボソッ）」

「シロウにゃんの美味しそうな童貞はあたしの獲物にゃのっ！」

「童貞に美味しいとか不味まずいとかないだろうに……」

　僕は彼女のビッチさにあきれつつも、頭を抱えて困っている鈴音の様子をうかがった。

「うにゃ～、シロウにゃんの童貞ごちそう様です♪　したり、そのあと、シロウにゃんと毎日交尾しまくれなくなるのは、本当、困るにゃん～～～～」

　本当にショックを受けている様子の鈴音に、僕はある提案をした。

「交尾というか、せ、セックスが目的なら、それ用にもうひとつキャラクター（アバター）作れば？　２垢アカ――２アカウントでさ」

「！」

　新しいキャラは、レベルは１からになるけど、そのキャラは冒険用じゃないならそんなに問題ないだろう。

　セックス目的用にわざわざ別キャラつくるのもアレだけどね。

　どんだけ淫乱なの、キミって話だけどね。

「それニャンっ！」

　鈴音はビシィッと僕の顔を指さしてきた。

「さっそく、一旦ログアウトして新キャラ作ってくるにゃ。バニャニャ～イ♪」

　鈴音は虚空を軽く叩きメニューウィンドウを出したあと、ログアウトボタンを押した。

　彼女がログアウトする際、このような独り言を僕のドラゴンイヤーが拾った気がした。




「（そうだ……どうせなら、『あかり』そっくりの、『現実世界リアルの私』――『本当の私』そっくりの新キャラクターを作っちゃおう♡　そして、シロウお兄ちゃんに、しょ、処女もらってもらおう。キャァ、それ素敵すぎ♪）」




　たしかに、新しいキャラクターなら、特に非処女設定してないと、処女だと思うけど。

　いや、僕は彼女の新キャラクターの処女をもらう気はないよ。

　だって、ルナに知られたら恐ろしすぎるからねっ！




　――鈴音がログアウトしたあと、僕は、ルナからのメールを読んだ。

　百件以上あったから、読むのに結構時間かかったけど。

　メールの内容は、かなりヤバい内容のものばかりだった。

　もし、運営側のミスか何かで、このまま僕のキャラが消滅ロストとかしたら、ＳＲＯの世界を滅茶苦茶に破壊しまくって、『サービス終了』に追い込んでやるとか、現実世界リアルでの運営会社のビルを爆裂魔法（ネットで作り方を調べたというダイナマイト）で『木っ端みじんにしてやる』とかなんとか、怖いことも書いてあった。

　じょ、冗談だとは思うけど。

　この仮想世界では無茶苦茶するルナといえど、現実リアルでは、そんな無茶はしないと思いたい。

「でも、現実のルナ（黒井さん）も、キレたらかなりヤバイ性格の人物みたいだし……」

　いや、いくらなんでもね。ハハハ。ハハ……ハ……ハ……ぶるっ。

　ま、まぁ、それはともかく、ルナからの最後のメールには、一旦ログアウトして、現実世界にいるかもしれない僕に連絡が取れるか、スマホで電話してみる、と書いてあった。

　一回では、何か理由があって電話に出られないこともあるだろうから、時間をおいて何度か電話したいので、現実世界に一時間ほど戻っている、とのこと。

　そして、このメールを読んでくれていたら、今から二時間後に『町の広場』で逢いたいとも書いてあった。

　ルナが指定した時刻より、まだ、一時間以上ある。




「せっかくなので久しぶりにＳＲＯの世界で、一人旅ソロを満喫してみようかな」

　妙にウキウキしていたのは、ルナには内緒だ。知られたらヤバイ。





◆　◆　◆






　――ソロでの冒険を満喫したあと、僕は拠点にしている町の広場に向かっていた。

　そして、約束の時間より早くに来て、僕を待ってくれていたルナと逢うことができた。

　中央広場で、ログインしたルナと再会した時、彼女は涙で目をにじませながら僕に抱きついてきた。

　広場には他のプレイヤーが何十人もいたにもかかわらず。

　ルナは普段は冷静沈着な上、一年以上付き合っている恋人の僕にもなかなかエロイことをさせてくれないぐらいに身持ちの固い女性だ。

　でも僕の事になると我を忘れた行動をとることも多い。

　この時も、またＳＲＯの世界から消えてしまった僕に再び逢えて、感極まった挙句の行動だと思う。

　僕は、ルナのスベスベした柔らかい身体の感触、柔らかい巨乳の感触、そして彼女の身体から発せられる最高の薔薇ばらのようないい香りに包まれて、まるで天国にいるような気分になった。

　そして、ルナという超美少女に抱きつかれた状態で夢うつつのまま、現実世界でゲーム機のアダプターが抜けていて、それで強制的にログアウトしていたことを話し、彼女に謝った。

　ルナはそのことはすぐに許してくれた。

　僕は優しく美しい彼女に抱きつかれたまま至福の時を過ごしていた。

　が……僕に抱きつきながら、その形のいい鼻でクンクンと僕の匂いを嗅いだルナが、

「……他の女の匂いがするわ」

　ドキィィィィィィィィィィイィィッッッ！！！

　この一言によって僕は、地獄へ叩き落とされたかのような絶望を味わった。

　幸せな夢から覚めたと思ったら、悪夢のような現実を目にしたようだった。

「ほほほほほほほほほほほほおほ、他の女の、にににににいにににいにににに、匂いって、なななななななななななな、な、な何のことかな？　ぼ、ぼぼぼぼ僕にはわけが分からないよ？」

　キョドりまくりのドモリまくりであった。

　この仮想世界では匂いもあり、仮想体アバターに好みの体臭をつけることも可能だ。

　ほとんどの場合、柑かん橘きつ類系やミルク系などの良い匂いの体臭に設定したりする。

　そして、密着したりすることで、他のプレイヤーの仮想体アバターの体臭が、一定時間、自分の仮想体アバターに残ったりすることもある。

　残るといっても、ほんの微かにだけど。

　それでも、ルナに気付かれてしまったようだが。

「シロウ……正直に話して」

　僕に抱きついたままだが、その声は絶対零度の冷たさだった。

　気のせいだと思うが、先ほどまで感じていた彼女の温かい体温もまるでなくなり、まさに冷たい氷像を抱いている気がした。

「いい、いや本当、他の女性の匂いとか、な、なんのことやらさっぱり……」

　ルナは僕の身体から離れ、僕の目を見つめながらお願いしてきた。

「怒らないから本当のことを話して。私の目を見つめながら」

「う……」

「貴方の身体から泥棒猫の匂いがしたの。ねぇ、本当のことを教えて？」

　カマかけかもしれない。

　でも、大好きな人であるルナの目を見つめながら嘘をつけるような人間じゃ、僕はない。

「お、怒らない？」

「ええ、もちろんよ（にっこり）」

　小首をかしげがら、にっこりほほ笑むルナ。

　僕以外の他人には滅多に見せないその表情は、彼女を慈しみと慈愛に溢れた女神さまのようだった。

「じ、実は」

「実は？　（ニコニコ）」

「す、鈴音が」

　僕はとりあえず、再ログインして最初に会った猫人の名を出した。

「鈴音さんが？　（ニコニコ）」

　ルナが淫乱猫人盗賊娘を名前の鈴音さんと呼ぶのは珍しい。

「僕が再ログインしたら、彼女がすぐにやってきて」

「ウンウン、それで（ニコニコニコニコ）」

「あの爆乳でパフパフされちゃった。ただ――」

「死ねっ[image: ]」

　僕はいきなり『首チョンパ』された。

　光彩のない死んだ魚のような虚ろな目にいきなり変わったルナの、サブ職業【アサシン】のスキル『首はね』により、首を一瞬で跳ね飛ばされてしまったのだ。

　ヒューーーーーーーーーーーーーー…………ポチャンっ！

　ルナの【鏖の短刀】により跳ね飛ばされた僕の首は、放物線を描きながら町の中心広場のシンボル・大噴水の中に落ちた。大噴水の中に見事にホールインワンした。

　ナイッシュ～♪

　……みるみる大噴水が僕の血で真っ赤に染まっていった。




「ギャァァァァァアアアアァァァァァァっ!?」

「首首首首首ィィィィィイっ!?」

「ゲェ!?　【首はね狂月ウサギルナテイツクボーパルバニーこと、狂月の魔女ルナテイツクルナ！　ト、トラウマが……ガクガクブルブル……ジョーー……」

「キャァァア、お爺ちゃんの心臓が止まってるぅぅうっ！」

「う……うぷっ……おえェぇ（ゲロゲロゲロ……）」




　平和な広場が一転阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄絵図と化す。

　うちのルナがお騒がせして、すいません皆さん。

　そこの初々しいカップルさん、お食事中にグロ画像みせてしまい、本当スイマセン。半妖精ハーフエルフの彼氏にゲロの顔面シャワー浴びせた、そこの妖精エルフの彼女さん、マジでスイマセン。手作り弁当台無しにしちゃって…………本気でスイマセン。

「ずっと心配してたのにっ！　ずっと心配してたのにっ！　ずっと心配してたのにっ！　ずっと心配してたのにっ！　ずっと心配してたのにっ！　ずっと心配してたのにっ！」

　ゴメン、ルナ。

　君が僕の身を案じて、不安で心が押しつぶされそうになりつつも現実世界に戻っている間、鈴音とパフパフとか、イチャコラなんかしちゃって。

　僕なんかの死体で気が済むのなら、ルナの好きなようにしてくれていいよ。

　ルナは手にしていた短刀を僕の遺体に突き刺しはじめた。何度も何度も。

「…………死んじゃえ！　死んじゃえ！　死んじゃえ！　死んじゃえ！　死んじゃえ！　死んじゃえ！　死んじゃえ！　死んじゃえ！　死んじゃえ！　死んじゃえ！　死んじゃえ！　死んじゃえ！　死んじゃえ！　死んじゃえ！　死んじゃえ！　死んじゃえ！　死んじゃえ！　死んじゃえ！　死んじゃえ！　死んじゃえ！　死んじゃえ！　死んじゃえ！　死んじゃえ！　死んじゃえ！　死んじゃえ！　死んじゃえ！　死んじゃえ！　死んじゃえ！　死んじゃえ！　死んじゃえ！　死んじゃえ！　死んじゃえ！　死んじゃえ！」

　あ、あのルナさん？

　僕もう死んでいるから。というか、僕の死体、誰だか分からないぐらいにもう、グチャグチャになっているから。

　だからこれ以上は、僕の首なし死体を血に染まった短刀で刺しまくらないで。

　さらに【武器創造】の魔術で鋸ノコギリを創造クリエイトして、僕の死体をバラバラにしないで。鋸で僕の腹をさばいて中身を見ないでっ！　いないからっ！　鈴音との胎児とか男の僕のお腹にいないからっ！

　ホントッ、死体損壊は程ほどにっ！

　ギャラリーの皆様が、滅茶苦茶引いてるからぁぁぁっぁっ！

　そこかしこで、嘔吐しているプレイヤー達のせいで、美しい中央広場がゲロまみれになってるからぁっ！




　幽霊状態である高齢魔法使いの仮想体アバターのプレイヤーが、

「お若いの……『アレ』……アンタの女か？」

「あ、はい一応、僕『アレ』の彼氏です」

「そうか……『アレ』の……大変そうだな」

　平和で安全なはずである街中でショッキングすぎるグロ映像をいきなり見てしまい、ショックで心臓麻痺を起こして死亡した、高齢魔法使いのプレイヤーから同情の目で見られてしまった。

　僕と同じ、死亡後五分間・幽霊状態の高齢魔法使いのプレイヤーは生暖かい目で、いまだ僕の死体を損壊し続ける『アレ』、いや僕の彼女・ルナの奇行かつ蛮行かつ凶行を見ながら呟いた。

「そうか……『アレ』が『あの』狂月の魔女ルナテイツクルナか……長生きはするもんじゃ。まさか大魔王より禍々しい存在、最恐かつ最凶のプレイヤー『ルナ』をこの目で目撃するとは……な」

（ちなみに、なかなか役に合ったロールプレイをしている高齢魔法使いのプレイヤーの（現実世界の）身体は、流石に心臓麻痺を起こしていないようだ。良かった。本当に良かった。もしこのお爺さんプレイヤーが幽霊化せず、いきなりＳＲＯの世界から消滅ロストしてたら、現実リアルで心臓麻痺を起こしたのかと、僕は心配していただろう）




「ディアボロ!?　どこいったディアボロ！　【首はね】見て、ショック死したかと思ったら、幽霊化せずにいきなり消えやがって！　ログアウトしたのかよっ!?　オイ、返事をしろディアボロ！　ディアボローーーーーー!?」




　見知らぬ戦士系プレイヤーが、非常に焦っていることに、僕は気付いた。

　どうやら、その戦士系プレイヤーは、一緒にＳＲＯで先ほどまで遊んでいた友人プレイヤーを探しているようだ。

　ログアウトしたかのように、いきなり姿を消した友人プレイヤーを。

　ま、まさか、ね……ハハハ……ハハ……ハ。

　き、きっと彼の友人のディアボロさんは、存在自体が精神的ブラクラと称されたこともある、ルナという名の精神的ブラクラを目撃したショックで、反射的にログアウトしたに過ぎないはずだ。うん、きっとそうだ。

　ひょっとしたら、明日のニュースで『○○○市のネットカフェで、ＶＲＭＭＯゲームＳＲＯプレイ中に、原因不明の心臓麻痺で死亡した男性が発見されました。警察の調査では――』とか出るかもしれないけど…………ガクガクブルブル。




「ディアボロ!?　どこ行ってたんだよ、お前！　心配かけやがって」

「スマン。俺……グロいの苦手でさ。反射的にログアウトしてしまった……それで現実世界リアルの世界でトイレに駆け込んで吐いていた。今夜……きっと夢に出てくるな『アレ』……」




　ディアボロさ～～～～～～～～～～～～～～～んっ！

　良かった、生きていてくれて本当に良かった。

　僕は生きていたディアボロさんのプレイヤーが、再ログインして姿を現したのを見て、ホッと安心した




　あ、運営側の管理プレイヤー、いわゆるＧゲームＭマスターがやってきた。

　真っ白な長衣ローブを着て、顔を仮面で隠した、ＧＭが。

　ＧＭは町で公開ＰＫを行い、しかも他プレイヤーにシャレにならない精神的ブラクラを見せつけ、さらには、死体損壊をいまだ続けようとしたルナ（僕の身体はもうただのピンク色した肉の塊になっているのに、まだルナの気は済まないのだろうか？）に、注意・警告・説教をし始めた。

　いいぞＧＭ、もっと言ってやってっ！　言ってやってっ！

　ルナは一度、運営側にキツクお灸を据えられた方がいい。

　今後の僕のタメにもっ！

　いいぞ、ＧＭ、もっとやれっ！

「ウルサイっ！　（スパーーーンッ[image: ]）」




　ヒューーーーーーーーーーーーーー…………ポチャンっ！




　ＧＭ、『首チョンパ』されたァァァァァァァァァっ!?

　えぇぇぇぇぇっ!?

　ＧＭって、不死身設定で、プレイヤーが絶対危害を与えられない存在のはずなのにぃぃ!?

　さ、さすが世界の理ゲームシステムを〝超越〟する力を与えられた『超越者』ルナ。まじパネェっす。

　あ、でも流石、不死身のＧＭ。跳ね飛ばされた首が空中浮遊して、同じく空中浮遊していた胴体と空中合体ドツキングした。

　そして、空に浮かびつつ、どこかに連絡をしだした。

（多分、運営会社の社員か、雇われたバイトであろうＧＭのその狼狽うろたえた様子からして、仮面の下には、『えっ、ナニこのチートキャラ？』という驚きの表情が隠されていたかもしれない）




　三分後、百体のＧＭに囲まれ、抵抗むなしく魔法の手錠をかけられた『超越者』ルナは、牢屋に連行されていった。合掌。

（九体のＧＭがルナの【鏖の短刀】で首を跳ねられ、十三体のＧＭがルナの【超・極大魔法】でその身を滅ぼしたことをここに記する）

「シロウっ！　シロウっ！　シロウっ！　シロウっ！　シロウっ！　シロウっ！　シロウっ！　シロウっ！　シロウっ！　シロウっ！」

　なんだかヤツレタ顔で、髪を振り払いながら、狂ったように僕の名前を叫びながら連行されていくルナ。

　彼女はすがるように幽霊状態の僕の顔を見てきたが、僕にはどうすることもできない。

　だって、君に殺されて、いまだ幽霊状態なので。

　僕は、こう叫んだ。

「ルナ、面会にはきっと行くからねっ！」




「お勤めご苦労様でしたっ！」

　牢屋から解放されたルナを迎えに行った経験が、数えるのも嫌になるぐらいある僕は、いつものセリフを彼女に言った。

（ルナがＧＭ相手に大暴れしてから、ＳＲＯの世界で一時間経ったあと、僕は彼女を迎えに行った。その間にもイロイロあったけど……それは、また機会があれば話すよ）

「シロウ、今回は、凄く叱られちゃったわ……」

　流石にゲッソリとした顔のルナ。

　彼女の話によると、牢屋でずっと正座＆運営側から説教を受けていたらしい。

　うん、彼女にはいい薬になったと思う、これで、彼女のヤンデレ加減とかゲームシステム無視の暴走行為とかが、控えめになれば言うことない。

　僕はフラフラのルナに肩を貸してあげつつ、とりあえず近くの宿屋で休息をとることにした。




「……へぇ、あの鈴音さんが、破廉恥なことをやりにくい霊体化になったの。ウフフ。それは、それは……実に喜ばしいわ」

　宿屋で、僕が鈴音は肉体を〝超越〟した『超越者』になりキャラクターとしては霊体化したことをルナに話しておいた。

　ルナは、鈴音が『超越者』になったこと自体は、興味があまりないというか、どうでも良さそうだった。

　が、霊体化された鈴音に強引にパフパフされても、昔と違って僕はあまり何も感じなかったことも告げると、とたんに上機嫌になった。

　きっと、これで霊体化の鈴音が僕にちょっかいを出さない、あるいは出そうとして僕を誘惑しても、僕の貞操はまず安全だと思って、とても嬉しいのだろう。

　中央広場での偽りの微笑と違い、今は本心からニコニコしているように思える。

「彼女とは色々あったけど、これからは仲の良い友達になれるかもしれないわね」

　ＶＲＭＭＯゲームでも友達の少ないルナが、意外なことを言った。

　それだけ、鈴音が霊体化してエロイことをしにくくなった事が嬉しいのだろう。

　まぁ、犬猿の仲であったルナと鈴音がコレで仲良くなるのなら、僕としても嬉しい。




　宿屋にてルナと談笑していたら、楽しすぎて時が経つのも早かった。

「ルナ、もう現実世界で夜の十二時近いし、今日はこれぐらいにしてログアウトするよ」

　僕の提案に愕然とするルナ。

「そ、そんな嘘……でしょ？」

「いや、だってもう現実世界だと夜中だし、そろそろ寝ないと」

「それは……でも、結局シロウとほとんど一緒にいられなかったし……もっと貴方と一緒にいたい」

　涙目で懇願する彼女を見て、僕も胸が痛んだ。

　でも、ＶＲＭＭＯゲームはあまりに楽しすぎて、時間のけじめをつけないと、ヤバイくらいやり続けてしまう。

　僕の親友ハルが、中学校時代、ＳＲＯの世界にず～～～～っといた、いわゆる廃人プレイをしてしまったように。

　だから、僕はキッパリとルナにこう言った。

「じゃ、じゃあもう少しだけ。あと一時間だけ遊んだら、それでログアウトするからね」

　一時間は延長するが、それで今日はゲームをやめると、キッパリ宣言したのだ。

　……今すぐやめるとはいえないところが、僕らしくはあったけど。

「だから、貴方の事が大好きなのよ、シロウっ♪」

　ルナに何かと甘い僕は、もう少しＳＲＯの世界にいることを選択してしまった。

　まぁいい。またルナに抱きついてもらえたし。

　ルナの巨乳が僕の身体に触れる感触を楽しみつつ、僕は彼女に聞いておかなければいけないと思っていた、いくつかのことを、ルナに尋ねることにした。

　勇気を振り絞って。

「ルナ」

「な、何シロウ？　凄く真面目な顔をして」

「いくつか聞いておきたいことがあるんだけどいいかな？」

「え、ええ。私が答えられることなら、なんでも聞いてちょうだい」

　僕は深呼吸をしたあと、ルナの顔、ではなく、彼女の豊満な胸に注目しつつ聞いてみた。

「現実世界のルナ――つまり黒井さんってさ」

「っ！」

「……結構……貧乳だよね？」

　瞬間、ルナの目から光が消え、虚ろな目になった。

　顔から一切の表情が消えた。

　無表情のまま刹那の瞬間に短刀を引き抜き――その死の刃を僕の左胸（心臓）めがけて突き刺してきたっ！

　ハイッ、死んだぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！！！




「ゴメンなさい、シロウ。つい……」

　うつむいて反省するルナ。

「いや、ゴメンで済んだら、ＧゲームＭマスターいらないからねっ！」

　本日三回目の死亡後五分間の幽霊状態で僕はルナに説教していた。

　ＳＲＯの世界で、ルナに殺されることに慣れているとはいえ、一日三回は酷い。僕の事アッサリ殺しすぎである。本来、リアルすぎてゲームでの死亡時にプレイヤーが感じる、ショックが大きいＳＲＯは、そんなに簡単に死ぬゲームじゃないのに。

　他の女性に僕が誘惑されて、ついエロイことしてしまったのならまだ分かるよ。

　でもね、ちょっと現実世界のルナ（黒井さん）の胸に対して貧乳って言ったぐらいで、いきなり僕の胸（心臓）刺して、刺殺するってどんだけだよっ！

　僕は高レベル竜騎士としての高いＨＰを誇る。

　装備している竜王鱗鎧は非常に防御力が高い。

　でも、ＨＰの高さとか防御力とか関係がない、急所へのクリティカルヒット攻撃で一撃死を狙う『致命の一撃』を狙い澄ましてポンポン行うんじゃないっ！

　最大レベル【暗殺者】の【マスター・オブ・アサシン】でもあるルナは、一撃必殺の『首はね』とか『致命の一撃』とか、非常に出しやすいだろうけどさっ！

「というか、今日、牢屋でＧＭに説教されたはずなのにっ！　反省したんじゃなかったのっ！」

「ついカッとなってやった、今は反省している」

「ソレ本当に反省してるっ!?」

「だって……だってシロウが」

　ルナは顔を上げて拗ねた感じで、その可憐な唇を尖らせた（可愛いっ！）。

「現実リアルのわたしの胸のサイズに関して、触れたもの」

「………………」

「貧乳って言ったから。き、気にしているのに」

　そうか、現実世界のルナ（黒井さん）は、自分の貧乳を凄く気にしていたのか。

　それで、仮想現実世界における仮想体アバターは巨乳の設定に……う、なんて不ふ憫びんな。

　まぁ、身長に少しコンプレックスがあって仮想現実世界では、15センチ以上背が高いアバターを使っている僕に、人のことは言えないけど。

「ゴメン、ルナ。僕が無神経だったよ」

「し、シロウ」

「でも、これだけは言わせてくれ。確かに僕は大きい胸は好きだ。ああ好きさ。巨乳スキーさ。否定はしない。でも……」

「でも？」

「小さい胸もそれはそれでイイっ！」

　僕は、握りこぶしを固く握って力説した。

「！」

「むしろ貧乳はステータスだと、どこかの偉い人も言っていた気がするっ！　僕も同意見だっ！　むしろ貧乳はアリだっ！」

「そ、そうなの」

　ハニカミながらも嬉しそうなルナ。

「だから現実世界のルナつまり黒井さんが、ド貧乳でも、チッパイでも、ペッタンコでも、ペッタン娘コでも、まっ平なまな板胸でも、大草原の小さな胸でも、大海原の波ひとつないような小さな胸でも」

「そこまで小さくないわよっ！」

　ブンッ！

　ルナの短刀が僕の喉を切り裂いた。

「あ……と、シロウは今、幽霊状態だったわね」

「……僕、幽霊状態でなく、生きている状態だったら、またルナに殺されるところだったみたいだね。一日四回も殺されるところだったんだね」

　しかし、だんだん、ルナが僕を殺ヤりに来るハードルが低くなってきている気がする……ガクガクブルブル。

　それはそうと、胸に関してはなぐさめているつもりだったのに。

　でも、むしろ彼女を怒らせてしまったようだ。

「私だって、まだ成長の余地はあるもん。諦めない。諦めたらそこで試合終了だもん（ブツブツ）」

　ブツブツ呟くルナ。やはりよほどコンプレックスのようだ。

「まぁ、現実より何倍も胸を増量するぐらいだからなぁ。仮想現実のアバターは自分のコンプレックスの裏返しの外見にするときは良くあるし」

「ち、違うのよっ」

　僕の視線に気付いて、頬を染めながらその仮想現実では豊満な胸を両手で隠すルナ。

「私は、元々のアバターは現実と同じ貧乳……コホン、おとなしめの胸にしていたのっ」

「え？　じゃあなんで」

「だって、貴方が巨乳好きだと思ったから」

「え？」

「……淫乱盗賊猫娘のあのバカみたいに大きい胸に惹かれているようだったし」

　ギクッ！

　確かに、淫乱盗賊猫娘こと鈴音の爆乳には、つい目がいってしまうことがあるのは否定できないけどっ！

　爆乳猫娘・鈴音にそのけしからん胸を利用したパフパフをされたら、抵抗できていなかったけどっ！

「だから、私もアバターの胸をかなり大きめにしたの」

　ＳＲＯでは、アバターの顔、身長、体重、胸なども後から設定を変えられる。

　そういえば、まだルナと親しくなかった時、ルナ・ノワールが豊胸手術した（胸の設定を巨乳に変えた）と、ギルド内で一時話題になっていた気がする。

　後からアバターの容姿を変えることは、そんなに珍しくはない。

　だから当時、僕はあまり気にしていなかったけど。

　僕も何度かＳＲＯにおけるアバターの容姿をいじったことあるし。

　僕は普段使うアバターの容姿設定を金髪碧眼にしている時が多い。

　完璧超人である金髪碧眼ハーフ妹への、平凡で典型的和風日本人である兄のコンプレックスから……ゴホン。

　でも、その時の気分で黒髪・黒目にしたり、赤毛などに設定変更したりする時もある。

　腰まで届く長髪設定にしたことや、逆に五分刈りにしたこともある。

　一度、世紀末的モヒカンにしたら、ルナから二度としないでと懇願されたけど。

「……シロウ、現実世界（向こうの世界）の私の胸が小さめなことを知ったら、この胸が偽物っぽく感じて嫌？　だったら私は最初のころの小ささに戻しても……」

「ううん、そのままがいいよ。その胸の大きさのままでいい」

　僕は貧乳も好きだが巨乳も好きなのだ。

「ほ、本当にそう思う？」

　ルナは複雑な表情をした。

　ひょっとしたら、現実世界と同じ貧乳の方が良いっ、て僕に言って欲しかったのかな？

「うん。大体、まるっきりの偽物ってわけでもないと思う。だって現実世界のルナ、つまり黒井さんが成長したら胸も、ＳＲＯでのこの巨乳ぐらいになる可能性もあるわけだし」

　それにルナの乳が偽乳というのなら、僕は顔面フル整形の上、ステロイドで筋肉増強、さらには15センチを超えるシークレットシューズで背を高くしているようなもんだ。

　ゲームなんだから、別に現実世界と違ってもいいじゃないか。僕は心から本当にそう思う。

「そうなのよ、シロウッ！」

　ルナが嬉しそうに叫んだ。

「現実世界の（向こうの世界の）私の胸だってあと、一年もすればこれぐらいボインボイン♪　になる可能性は十分あるものっ！」

「いや、奇跡ミラクルでも起こらない限り、一年であの貧乳がここまで成長は……な、なんでもないです」

　ルナにギロリと睨まれて、僕は黙った。

　僕は刺すような視線で黙らせたあと、ルナは目を瞑つむり、

「奇跡は願うものではなく、起こすもの」

　なんだか格好いいセリフを吐いた。

　そして、目を瞑ったまま、祈るように両手を組み、

「……大丈夫、毎日牛乳飲んでいるもの。毎日豊胸マッサージしているもの。大丈夫。大丈夫。去年から一ミリも成長していないのは、まだ成長期じゃないだけ。おっぱい成長期じゃないだけ……神様……奇跡を……お願いします……どうか…………（ブツブツ）」

　神へ願うかのように独り言を言いだした。

　やっぱり、胸が小さいのが悩みなんだなぁ。

　僕は話題を変えようとした。

　次に聞きたかったこともあったので、何か考え事をしているルナに声をかけた。

「ねぇルナ。ルナっ。ねぇルナってばっ！」

「……誰かに揉んでもらえば大きくなるというけど、向こうの世界のシ、シロウに……え？　な、何？」

　今、ひょっとして僕は、せっかくのチャンスを棒に振ったのだろうか？

　現実世界でルナ（黒井さん）のちっぱいを大きくするという大義名分のもと、ちっぱいをいっぱい揉みまくれるかもしれないというチャンスをっ！

　チィッィイィっ！　声をかけるチャンスをもう少し待てばよかったかもっ！

「どうしたの、シロウ？」

「あ、いや。ゴホン。ぼ、僕、現実世界のルナ――黒井さんに会ったけど。でもルナのことが、その……」

　僕の言おうとしていることが分かったのか、ルナが期待の目で僕を見つめてきた。

　うう、恥ずかしい。たとえ仮想現実世界でも、自分から女性に好きとか言うのは、恥ずかしい。

　今までは、ルナに半ば脅されて言わされていることがほとんどだったしねっ！

「現実リアルでく、黒井さんに会ったけど、でも、ルナの事、やっぱり……す、好きだ……よ」

「シロウッ！」

　感激したようにパッと顔が輝くルナ。

　あ、目から涙が零れ落ちかけている。

　彼女はその白魚のような美しい手でそっと目に貯まった涙を拭いながら、感極まったように言った。

「嬉しいっ、凄く嬉しいわ、シロウッ」

「う、うん」

「実を言うと私、本当は不安だったの、凄く不安だったの」

「え……」

「現実世界の、向こうの世界の『私』に会ったシロウが、向こうの世界の『私』を知ったシロウが、この世界の私と別れるつもりになるかもしれない、って本当に不安だったの」

「別れるなんて、そんなこと思うもんかっ」

「ああ、シロウ。私のシロウ。私の大切なシロウ」

　ボロボロと宝石のような涙を流すルナ。

　手で拭っても拭っても、涙が流れ続けるようだった。

「よかったわ、もし私と別れるなんて言ったら、私、シロウを絶対に許さないつもりだったもん」

「そ、そう……あ、アハハ、アハハ……ハ……」

　絶対に許さないという部分を強調し、思いを込めて言ったルナに、僕は背筋がゾクゾクした。

「この世界のシロウはバラバラにして、しかも『超越者』の力で二度と復活できないようにするつもりだったわ。そして、綺麗な海を『ボート』に乗って、頭部だけの愛しい貴方を抱きながら、永遠に海を彷徨うつもりだったの」

「ナ、ナイスなアイデアだね」

　僕に別れると言われてしまった時のことを想像しているのか、ルナの目が光彩のない虚ろな目レイプ目になっている。

　今、彼女を刺激するのは危険だ。非常に危険だ。

　たとえ、ナイスヤンデレなアイデアでも、とりあえず褒めて落ち着かせよう。

「ええ、絶対に実行するわ……だから、別れるなんて絶対に言わないでね」

「う、うん。あ、『この世界のシロウは』ってさっき言ったよね？」

「ええ」

「もし、ＳＲＯでの別れ話をしたとしても、げ、現実世界の僕には、な、何もしないよね？」

「…………」

　そこで無言にならないでっ！　怖いからっ！

「え、ひょっ、ひょっとして、な、何かするつもりだったの？」

「…………………………………………」

　だから無言でいないでっ！　本当に怖いからっ！

　相変わらず、光彩のない目で僕をじっと見つめないでっ！

「知りたい？　もし、私と別れるなんてことをこの世界のシロウが言ったら、現実世界（向こうの世界）のシロウ――大鳥君に、私がなにをするつもりだったのか？」

「イエイエイエイエイエイエイエイエイエ、結構ですっ！　知りたくないっ！」

　僕は死亡後五分間、幽霊状態で、耳を押さえてその場にしゃがみ込んでいた。

「そう。まぁ、世の中には知らない方がいいこともあるし」

「そ、それよりルナ、ルナはどうなのっ？」

　僕は本当に聞きたかったことを聞いた。

「え？」

「だ、だから、現実世界の僕に会って、『大鳥士郎』がシロウ・クロウだと知って、それでもルナは僕のことを……そ、その」

「好きよ」

　即答だった。

　ルナは即答してくれた。

「ほ、本当？　でも現実世界の僕は背も低いし、ひ弱だし、全然格好良くないし」

「好き。本当に好き。大好き。この気持ちは向こうの世界で大鳥君に会ったからといっても、シロウ、貴方への気持ちは少しも変わっていないわ」

「だ、だけど、この世界で勇者のような英雄のようなシロウ・クロウと比べて、現実の僕は、ただの気の小さい平凡な高校生だし」

「それが何だというの？　私はこの世界のシロウ・クロウを愛しています。ええ、永遠に愛します」

　僕は凄く感動した。

　それこそ、ルナ――黒井さんが不安だったように僕も不安だったから。

　いや、美少女で成績もよく運動もできる現実世界の黒井さんより、全然ダメな僕は、もっと不安感を抱いていたと思う。

「そ、それに私は、その、あ、あの」

　ルナは、頬を赤く染めながらもすまし顔だったさっきまでとは違い、なんだか、狼狽えだした。

　さっきまで、何の迷いもなく言葉を出していたのに、今は次の言葉を言うのが、とても大変そうだった。

「現実世界（向こうの世界）のシロウ――大鳥君の事も、私…………」

「え？」

「確かにこの世界のシロウとは全然違った外見だったけど……でも」

「う、うん」

「優しい心や、中身、魂の本質は同じに思えた大鳥君のこと、わ、私、ちょ、ちょっとイイかなって」

「…………（ゴクッ）」

　ルナは顔を真っ赤にしてモジモジしている。

　こ、これって、まさか、告白をされる流れ？　現実の僕に対してのっ！

「そ、それに、運命も……感じたし」

「う、運命？」

「だって、仮想現実世界での恋人同士が、偶然、現実世界で会えるなんて、う、運命としか思えないもの」

「な、なるほど」

　たしかに運命的というか、ロマンティックな気がしないでもない。

　オフ会などに参加して、意図的に会おうとして会ったのではないし。

　しかも、同じ学校のクラスメイトになっていたなんて、偶然にしても信じられない程の確率だ。

　黒井さんが運命を感じるのも頷けないことはない。

　うん、偶然であり、運命の出会いだったと、僕も信じたい。

　ネトゲで付き合っているヤンデレの彼女が、現実リアルにおける僕の住んでいる場所や通っている学校を特定し、近くに引っ越してきた――などとは思いたくないしっ！　ホラーすぎてっ！

「だから、運命的なものを感じる向こうの世界の大鳥君とも私……そ、その……お、大鳥くんさえよければ、現実リアルでも、私、つ、付き合いた……」

「え？　え？　あっ！　あ～～～」

　この場面で死亡後五分経過による、街の広場への強制転送っ！

　なんて間が悪いんだ！　まるで狙ったかのようなタイミングだぞっ！

　運営側の悪意を僕は感じたっ！

「……い……あ、お、大鳥く……シロウっ！」




　肉体の再生を終えた僕は、中央広場に転移テレポートしてきたルナと再び会った。

　転移してきたルナは何かの続きを言いたそうにしていた。

　あるいは、何かの答えを待っているような顔でもあった。

　僕は、さっき自分が強制転送される前に、彼女から『現実世界でも付き合いたい』と言われかけた気がしたけど、怖くて確認ができなかった。

　僕の勘違いや、聞き間違いの可能性もある。

　むしろ、現実世界のルナ（黒井さん）の超美少女の容姿、その他のハイレベルなスペックと、僕のしょぼいスペックでは釣り合いがとれないのだから、勘違い・聞き間違いの可能性の方がずっと高い。

　強制転送が始まりかけていて、僕のドラゴンイヤーでもよく聞こえなかったし。

　それに現実世界で、ルナ（黒井さん）と友達のようになら親しくなれる気がするのに、ここで、男女として付き合う、付き合わないの話をしたくなかった。

　そんな話を真剣にして、もし振られたり、振ったりして、現実世界で彼女と気まずくなるのは避けたかった。

　今は、ＳＲＯという仮想現実世界の中にいるとはいえ、現実世界に影響を与える話なら、慎重にならざるを得ない。

　そう、慎重に。

　万が一、彼女が本当に『現実世界でも付き合いたい』と言ってくれていたとしても、慎重にならなければいけない。

　もちろん、凄く嬉しくはある。女の子から現実世界で告白なんかされたこともない僕が、ルナ――黒井さんみたいな凄く綺麗な女性に、現実世界でも付き合いたいなんて言われるなんて、夢のようだ。

　でも……慎重にならなければいけない。

　もし、現実世界の黒井さんが、仮想現実世界であるこのＶＲＭＭＯゲームＳＲＯのキャラクター『狂月の月姫・ルナ』と同じヤバい……ヤバすぎる性格だったとしたら。

　同じレベルのトンデモナイ、ヤンデレだったとしたら。

　現実世界の僕は三日と生きていられない。

　ちょっとしたことで嫉妬した黒井さんに、包丁で刺される現実が目に見える。

　いや、死んでも生き返れる仮想現実世界と同じぐらいのヤバさ、手の早さ、では流石にないとは思うが。

　でも半分、いや十分の一ぐらいのヤバさのヤンデレだったとしても…………うん、僕の命はもって一か月だと思う。

「……そう。慎重にならなければいけない」

　僕は独り言として呟いた。

　そばにいたルナに怪訝そうな顔をされてしまったが。

　これは、冗談でなく僕の生命にかかわりそうなんだ。

　気軽に現実世界でもルナ＝黒井さんと恋人として付き合うことにしたら、どの選択肢を選んでも主人公死亡ＢＡＤＥＮＤしかない超ハード、いや無理ゲー恋愛シュミレーションになるかもしれない。

　しかもＢＡＤＥＮＤ＝ヤンデレヒロインに無残に殺されるという悲惨な死、の。

「慎重に、見極めなくてはいけない」

　現実世界の黒井さんが、どのレベルのヤバさなのか、どのレベルのヤンデレなのかを。

　果たして、彼女と現実世界で僕が付き合って、本当に僕は長期間にわたる生存が可能なのかを。

　大げさに思えるかもしれないが、ちょっと思い出して欲しい。

　だって、彼女（黒井さん）は――現実世界で包丁持って僕を追いかけまわしたんだよっ！

　この美貌の女子高校生は、包丁持って男子高校生を校内、さらには町にまで追いかけてきたんだよ！　現実で！

　ＳＲＯで突然僕がログアウトして、ずっとログインしなかったことによって、黒井さんは精神的に不安定になっていたようではあるが。

　もっとも、ネトゲのことで、そこまで不安定になること自体、ヤバい。

　冷静になって考えたら、もうすでに色々ヤバイ女性にしか思えない。

　いくら包丁を持っていたことに関しては無意識だったとはいえ……。

　いや、無意識のまま包丁持って追いかけるのが、そもそもヤバイ。ヤバすぎる。

　ちょっと他の女の子と親しくしただけで、黒井さんに『無意識のうちに包丁で刺される』かもしれないし。

「本当に……慎重に、見極めなくてはいけないな」

　でも、僕は現実世界でもルナ――黒井さんと親しくなりたいという気持ちは凄くある。

　だけど、ヤンデレられることのないであろう、安心の友人ルートに進むべきか、美少女と付き合えるという夢のようだけど、デンジャラスすぎるヤンデレ恋人ルートに進むべきかは、正直迷う。即答できない。

　ヤンデレさえなければ、黒井さんは僕にとって最高の恋人に現実世界でもなってくれるもしれないし。

　安全のためとはいえ友人ルートに進むのが惜しくもあった。

　黒井さんがすごい美少女なだけに。

　僕は、彼女のヤバさのレベルを見極めるためにも、まずは友人として少しずつ彼女と親しくなっていこうと思う。付き合うとかは、一旦保留して。

　ヘタレ？　臆病者？　チキンハート？

　好きに言ってくれて構わない。

　でも、ひとつだけこちらからも言わせて欲しい。

　こっちは……命がけなんだよぉっ！　いや、ホント。

「シロウ？　さっきから何をブツブツ呟いているの？」

「あ、い、いや何でもないよ。ハハハ、ハハ」

　僕は中央広場から宿屋までルナと一緒に歩きながら、どうやら独り言を何度も呟いていたようだ。

「変なシロウ…………」

「ハハ、まぁ気にしないで」

　ルナは小首をかしげたあと、少し時間をおいて緊張した声でこう言った。

「まあいいわ…………あ、あのねシロウ、明日の土曜日、現実世界（向こうの世界）で、貴方のい、家にお邪魔しても、い、いいかしら？」

「え？　ええっ!?　僕の家にっ!?」

「向こうの世界で、貴方をお、追いかけたりして迷惑をかけてしまったお詫びに、て、手料理をごちそうしたいのだけれど、だ、駄目かしら？」

　緊張しながらの彼女の問いかけに僕は、

「う、嬉しいよ凄く。ぜ、ぜひルナ、く、黒井さんの手料理食べたい」

　と言っていた。

　言ってしまっていた。

　仕方ないのだ。彼女のような美少女が家に来て手料理を作ってくれるというのを、断れる男などいないと思うし。

　現実でもヤバい女かもしれない黒井さんを家に招くのは、リスクがあるかもしれないが……い、いや、大丈夫だ。

　別に彼女とは、少なくとも今はまだ、現実で恋人として付き合っているわけではないし。

（これは迷惑をかけたことによる『お詫び』なんだし、付き合うとかは関係ないはずだ、うん）

　とても上機嫌な様子になった彼女と宿屋まで歩いて帰った。

　そして、ＳＲＯの世界で、彼女との思い出の場所をいくつか回った。

　とても楽しかった。

　そろそろ、現実世界で一時間経ったので、僕はログアウトする為に、ルナに別れを告げた。

「分かったわ。本当は貴方ともっともっと、長く……ずっと一緒にいたいけど」

「うん、ありがとう、でも、流石にそろそろ寝ないといけないし」

「……うん」

「じゃあお休み」

「あ、待ってっ！　明日、約束通り十一時に、教えてもらった貴方の家に必ず行くから」

「う、うん。ぜひ来て。楽しみにして待っている。あ、その時間なら家には僕一人しかいないから、気軽に来てね」

「絶対に行くから……でも、ご家族の方がいないのは残念だけれど。挨拶したかったから」

　土曜日の午前中から夕方までは僕の母親は、家計を助けるためにパートに行っている。帰ってくるのは結構遅い。

　妹は、土曜日でも学校がある。さらに演劇部の部活動があるので、帰ってくるのは夕方になる。

　つまり、明日、僕は自分の家で黒井さんと二人っきりになれるのだっ！

　ＳＲＯでは二人っきりにはしょっちゅうなっているけど、現実世界でも二人っきりになれるかと思うと、今からでも凄くドキドキする。

　明日、僕は現実世界で大人の階段を登れるかもしれないっ！

　いや、冗談だよ。

　現実世界での彼女のヤンデレ・レベルを見極めるまでは手を出す事などできないし。

　彼女から誘われたら断れるか自信はないけど。

　こんな凄い美少女が頬を赤く染め、恥ずかしながらも誘ってきたら、断れる男子高校生なんていないと思うけどっ！

「私も楽しみだわ。明日はＭｙマイ包丁を持っていくわね」

「えっ!?　マイ包丁っ!?」

　果たして他人の家に料理をしに行くのに、プロの料理人でもない素人の女性が、自分用の包丁を持ってくるものなのだろうか？

　女性を家に呼んだことも、料理を作ってもらったこともないので、よく分からないけど。

「ええ。自宅で、マイ包丁をよく研いで最高の切れ味にしておくわ」

「と、研ぐっ!?」

　果たして、普通の女子高校生は包丁を研ぐことなどできるものなのだろうか？

「どの包丁がいいかしら？　たくさんありすぎて迷うわ」

　マイ包丁をたくさん持っている女子高校生はとても珍しいのではないだろうか？

「包丁以外にもイロイロ持って行った方がいいかしら？　マイ鋸、マイ鉈、マイ大型カッターナイフ、マイ……」

「それ全部いらないと思いますっ！」

　鋸や大型カッターナイフはまだしも、なんで普通の女子高校生が自分専用の鉈持っているのっ!?

「いらないかしら？　備えあれば憂いなしともいうし……」

「何に備える気っ!?」

「それはやっぱりイロイロと」

「料理だよねっ!?　僕の家に手料理作りに来てくれるんだよねっ!?」

「もちろんよ、でも、解体作業が必要かもしれないし」

「必要ない、解体する必要ないっ！　お肉もパックで売っているのが冷蔵庫に入っているから、それを使ってよ」

　もちろん、彼女が言う解体とは何かの動物のことなのだろう。豚とか鶏とか。解体から始めるなんて、とても豪快な料理方法で料理するつもりだったのかなぁ……ハハハ……ハハ……。

「殺人シチューを作るのには人間の解体が必要なのに……」

「僕に何を食べさせるつもりなのっ!?　というか、そのシチューの具、ひょっとして僕っ!?」

「………………（ニィ）」

「無言で口角だけ上げる笑い方しないでっ！　怖いっ！　それに僕は食べても美味しくないよっ！」

「な～んて、冗談に決まっているでしょ」

　そう言って、今度はケラケラっと明るい笑い方――僕以外には見せない笑い方をルナはした。

「なんだ冗談か。そりゃそうだよね」

「明日持っていく包丁は、一本だけにしておくわね」

「包丁ネタは冗談じゃないっ!?　いや、僕の家にある包丁使ってくれたらいいからっ！　わざわざ包丁は持ってこないでっ！」

「でも使い慣れた包丁の方が」

「それは料理に使い慣れたって意味だよねっ!?　他の使い方に慣れてないよねっ!?」

「……………………（フッ）」

「だから無言で不敵な笑い方しないでっ!?」

　相変わらずルナは、この手のブラックジョークが好きだ。

　でもＳＲＯの世界でならともかく、現実世界で会う時の話題でこの手のブラックジョークは勘弁して欲しい。ほんと…………僕の精神が持たないから。




　そんなこんなで、まぁ、なんにせよ明日は、ルナ――黒井さんが僕の家に手料理を振る舞うために来てくれることになった。

　楽しみだ。とても。

　……多少は不安もあるけど。










８　僕の妹とネトゲの彼女が出会ってしまった件




　　　　◆　現実リアル　◆

　ＳＲＯをログアウトしたあと、僕はシャワーを浴び、歯を磨いて眠った。




　土曜日・朝。

　昨日、少し寝るのが遅かったのと、学校が休みなのもあって起きたら八時を過ぎていた。

　顔を洗って歯を磨いたあと、朝食を食べに食卓のテーブルに着く。

　学校の遠い妹はとっくに家を出ていたが、パートの出勤が十時からの母さんは家にいた。

　僕は母さんに、今日、学校の友達が家に来ること。それが女生徒であり、川で溺れていたところを助けた御礼に、手料理を作りに来てくれることを、照れながらも話した。

（包丁持って追いかけまわされたところは、当然ながら省略したが）

「川で溺れたところを助けてもらった女性が、家にお礼に来る……か。ねぇシロウ」

　僕の話を聞き終わった母さんがニコニコしていた。

　母さんは美人の上、実年齢が三十代後半にしては、かなり若く見える。二十代でも十分通じる気はする。息子の僕が言うのもなんだけど。

　その美人で若く見える母さんがニコニコ笑いながらこう言った。

「それ、なんてハーレクイン？　シロウの妄想力に母さんびっくりだわ」

「いや、現実だから。僕の妄想じゃないから。アンタは息子をどんな目で見てるの？」

　恋愛小説好きの母さんは（頭の）不憫な子を見る目で僕を見てきた。

「やめて、息子をそんな目で見ないでっ！」

「冗談よ、冗談。息子の言うことは信じるわ。やるわね、シロウ。わが息子ながら隅に置けないわ。ハイこれ」

　母さんはパタパタと手を横に振ったあと、財布から何かをとりだし、僕に手渡した。

　ゴムだった。

　コンドームだった。

　避妊具だった。

「ちゃんと使うのよ」

　そう言ってウィンクするマイマザー。

「い、いいいいや、まだそんな関係じゃないから僕とルナ……黒井さんはっ！」

「そうなの？　まぁ備えあれば憂いなしって言うし、一応持っておきなさい」

　息子が初めて家に女性を呼んだら、コンドームを手渡す母親ってどうなんだろう？

　母親としては、高校生の息子が避妊しないでそういうことをするよりは、避妊してする方が、遥かに安心するというのもあるかもしれないけど。

　まぁたしかに、万が一のこともある。

　万が一、そういったことになった時、避妊具は男が用意すべきでもあろう。

　僕は手渡された避妊具をポケットに入れた。いや、一応ね一応。

「つけ方分かる？　教えてあげようか？　実践形式で」

「結構だよっ！」

　実践形式て。

　いや冗談だと思うけど、僕の母親は結構きわどいことを平気で言う。

「ちゃんと装備するのよ。『武器や防具はちゃんと装備しないと意味がない』からね」

　どこかのコンピューターＲＰＧゲームで序盤にＮＰＣから言われそうなセリフで忠告してくれた。

「まぁ防具と言えば防具かもしれないけど」

「シロウはゴムの鎧を装備した。防御力が三上がった。素早さが二下がった」

「素早さは下がるんだ。いや、なぜ下がるかとか解説しなくていいよ、母さん……ごちそう様」

　僕は朝ごはんを食べ終わったあと、自分の部屋の片づけをした。




　エロ本、おっけー！　エロＤＶＤ、おっけー！　エロゲー、おっけー！

　そう簡単には見つからない場所にエログッズを収納したし、部屋の掃除もした。

「完璧だ。パーフェクトだ。さて、と…………十一時まで、まだ少し時間があるし、シャワーでも浴びようかな」

　部屋の後片付けをして少し汗もかいたし、僕は黒井さんに会う前にシャワーを浴びておくことにした。





◆　◆　◆






　シャワーを浴びるため、一階に降りた。

　そのまま一階にある浴室へ移動しようとしたら――

　ガチャっ!!

　玄関ドアが勢いよく開けられた音が聞こえた。

　まさか、もう黒井さんが来た？

　約束の時間よりずいぶんと早いけど、黒井さんがもう到着したのかもと思い、僕は急いで玄関に向かった。

「なんだ……アスカか」

　玄関先には黒井さんではなく、妹のアスカがいた。

　まるで全力疾走をしてきたかのような荒い息をしていたアスカが、僕に、

「ハァハァ……お、お母さんから……ハァハァ……メールが送られてきたけど……ハァハァ……あ、あんたが助けた同級生が…………お、お礼を言いに家に来る……ハァハァ……らしいじゃない…………」

「え？　あ、うん。まぁ」

　母さん、わざわざアスカに報告したのか。

「それで……ハァハァ……もうその女……ハァハァ、き、来てるの？」

「い、いやまだ来ていないけど」

「そ、そう…………ま、間に合ったみたいね…………ハァハァ……全力で走ってきたかいがあったわ……ハァハァ……」

　額の汗を腕で拭いながら、安心しだすアスカ。

　僕は妹の呼吸が整うまで待ったあと、

「お前、土曜のこの時間は学校の部活があるんじゃなかったっけ？」

　と、質問した。

「…………。気分が悪くなったから、休ませてもらって帰ってきたのよ」

「え、体調不良で部活を休んだのに、走って家に帰ってきたの？」

「…………」

「…………」

「…………」

「ひょっとして、ずる休み？」

　アスカは仮病を使って部活を休んだのかと僕が思った。

「ず、ずる休みなんかじゃないわよっ！」

「そ、そう。ごめん」

　キレ気味に大声で否定した妹の迫力に、つい謝ってしまった。

　アスカはプイッと顔を背け、よく聞こえないほどの小さな声で、

「気分が悪くなったのは本当だもん。知らない女とお兄ちゃんが家で二人っきりになっているとこ想像したら…………は、吐きそうなほど気分悪くなったし…………」

　ボソボソと何か呟いた。

「そういえばさ、アスカ」

「な、何よ」

「さっき間に合ったとか言っていたけど、なんのこと？」

「き、決まっているじゃないっ！」

　アスカがビシッと俺を指さし、

「あんたに会いに来る女より早く家に帰って来ることに間に合ったってことよっ」

「へ？」

「万が一にでも、アンタとその女とでいかがわしいことを家の中でされたくないしっ！」

「お、お前、何言ってんだよ」

「この家はアタシの家でもあるんだからっ！　汚されたくないのっ！」

「よ、汚すってなんだよ」

「二人っきりの家で、あんたとその女にリビングとかお風呂とかで、え、エッチなことされたら、あたし、二度とこの家に住めなくなるじゃないっ！　汚くてっ！」

「…………」

　アスカの言い分も多少は分かる気がした。

　僕だって、自分の家で妹が誰かとセックスするのは勘弁して欲しいとは思う。

　特に妹の相手がオラついたヤンキーとかだったら……い、嫌すぎる。

　セックスとまではいかずとも、リビングとか共有部分でイチャつくのも、できればやめて欲しい。

　まぁ、いまだかつて、妹が家に男を連れてきたことはないけど。

　美少女だけにモテるだろうし、外では男と遊びまくっているかもしれないが。

「アンタが、アタシも住んでいるこの家で他の女とエッチするとか絶対に許せないし、許さないから…………自分の家を汚されたくないもの」

「…………」

「一緒にお風呂に入るとかも絶対駄目だからね。アンタが他の女と一緒に入った浴槽なんて、汚すぎて二度と使えなくなるし。想像しただけでも吐きそうなぐらい気分悪くなるぐらい。ほんと、想像しただけ……で……も…………う、うぷ」

　アスカが自分の口を押さえ、本当に吐きそうになっていた。

　そこまで嫌なのだろうか？

　それはまぁ僕だって、もし、妹がよその男と一緒に家の風呂に入ったりしたら、あまり気分は良くないが。

　もしも、セックスまでされたら、複雑な気分にはなるだろう。

　でも二度と浴槽が使えないというまでの嫌悪感は抱かないとは思う。

　なのに、アスカは、兄である僕が他の女性と一緒に風呂に入ったりしたら、二度とその浴槽は使えないとまで言っている。

　思春期の女の子としては、兄などの家族が異性と性的なことを自分の家でするのは、汚らわしく感じ、嫌がるものなのかもしれない。

　でも、アスカはちょっと潔癖すぎないだろうか？

　僕はゴホンと咳払いしたあと、

「変な想像しないでくれるかな。僕と黒井さんはそういう関係じゃないから」

「…………。ふ～ん、アンタに会いに来る女、黒井っていうんだ。で、その女とアンタは、どういう関係なのよ。ほら、さっさと答えなさいよ」

　腕組みし、詰問するように聞いてくるアスカ。

　僕より身長が高いため、見下ろしてきているせいか、圧も感じた。

「どうって、ただの同級生だよ。黒井さんが川で溺れていたのを助けたことがあるから、そのお礼を言いに、わざわざ家まで来てくれることになっただけだ」

「…………ふ～ん…………」

　妹はあまり納得していなさそうな顔だった。

「な、なんだよ」

「いくら溺れているところを助けてあげたからと言って、家までわざわざ礼をしに来る？　助けた時に、一度お礼は言われたんじゃないの？　それにお母さんからのメールだと、その女、アンタへのお礼として手料理を振舞いに来るらしいけどさ、普通、そこまでする？　ただの同級生が」

「れ、礼儀正しくて律儀な子なんじゃないかな？　よく知らないけど」

　僕は同級生でもあるけど黒井さんのことをあまり詳しくないとアスカに伝えておいた。

　実際、黒井さんのことをよくは知らない。

　現実での黒井さんのことはほとんど知らないのだから嘘ではない。

　ゲーム内での彼女ルナのことはよく知っているけど。

　でも、ややこしくなるし、黒井さんとゲーム＝ＶＲＭＭＯ内においてはとても親しい関係であることはアスカに伏せておくことにした。

「じゃあ、僕は今からシャワー浴びるから」

「…………。なんで、ただの同級生と会うのにわざわざシャワー浴びるのよ。必要ないじゃない。ただの同級生相手だったら」

「エチケットとしてだよ。部屋の掃除とかで汗もかいたし」

「…………部屋にまでその女を入れる気なんだ」

「いや、まぁ、その可能性がないとはいえないから、一応……って、なんでお前に弁解しないといけないんだよ。関係ないのに」

「……っ！　…………そうね、関係ないわよね。ふんっ！」

　アスカが不機嫌そうになって階段を上って行った。

　あいつの部屋も二階にあるので、自分の部屋に戻ったのだろう。

　階段を上り切る直前、アスカが、

「絶対邪魔してやるから。お兄ちゃんの部屋に即死級のトラップを…………」

　何か呟いたように思えたが、聞き取れなかった。

　しばらくして、二階から物音がしてきた。

　多分、アスカが自分の部屋の模様替えや掃除でもしているのだと思って、気にも留めなかった。





◆　◆　◆






　シャワーを浴びたあと、僕は一階のリビングで黒井さんを待つことにした。

　もう数分で、約束の時間だ。

　う～ん、なんだか緊張してきたな。

　家に女子が来ることなんて初めてだし。

　しかも、黒井さんのような驚くほどの美少女が家に来るということに、いまさらだが、かなり緊張してきた。

　クラスで一番、いや、学校でも一番美しいかもしれない同級生の女子が家に来る。

　それも、お礼を兼ねてだが、僕に手料理を食べさせようとして。

　まさか現実世界リアルで僕にこんなイベントが起きるなんてっ！

「キモッ！　そのニヤついた顔、キモすぎるし、ムカつくからやめてくれない？」

　同じくリビングにいた妹から罵倒されてしまった。

　…………こいつ、邪魔だな。

　シャワーを浴びた僕がリビングに移動したら、アスカがリビングのソファーにいるのに気付いた時も思ったが、早く出て行って欲しい。

　アスカのやつ、二階に上がって、（多分）自分の部屋に行ったはずなのに、なんでわざわざリビングまで降りてきているんだと、心で悪態をついてもいた。

　ここは兄に気を利かして妹には自室から出ないで欲しいぐらいなのに。

「…………何よ」

「そ、そろそろ黒井さんと約束した時間なんだけど」

「で？」

「い、いつまでリビングにいるのかな、って、思ってさ」

　ギロッ！

　アスカが俺を睨んできた。

　妹が兄を見る目ではない。

「あたしがいちゃ悪いっての？」

「わ、悪くはないけど、でも……」

「ここはアタシの家でもあるし、リビングは家族共有の場所スペースなんですけどぉ」

「それはそうだけどさ。ほ、ほら、お前がいたら黒井さんが気になって料理しづらいかもだし」

　僕の家はリビングとキッチンとの仕切りがない。

　広めのリビングとキッチンが同じ部屋にある間取りだ。

　なので、黒井さんが料理中、リビングにアスカが居座ると、視線に入ったりしてどうしても気になるのではと思う。

「黒井とかどうでもいいし。なんであたしがその女に気を使ってリビングから出ないといけないわけ？」

「い、家に来るのは兄である僕の同級生なんだから、妹として少しは気を使ったり遠慮すべきだろ」

　僕は正論を言ったつもりだ。

　普通、兄弟姉妹の同級生や友達が家に遊びに来たりしたら、多少は気を使うものだと思う。

　なるべく顔を合わさないようにするとか。

　だいたい、アスカ、お前は自分の女友達が家に遊びに来た時など、兄である僕に絶対に部屋から出てくるなとか、顔を出すなとか、命じてくるだろ。

　そのくせ、自分は遠慮しないとか、筋が通らないぞ。

　が、アスカは、

「アタシ、関係ないですからぁ～」

　などと、ムカつく言い方で返事を返してきやがった。

　さらに、今度はスマホをいじりつつ、

「ていうか、アンタなんかの同級生に気を使ってあげる必要ないですしぃ」

　と、兄に対して敬意の欠片も抱いてなさそうな言葉を口にした。

　な、舐められてる。

　僕は珍しく兄としてビシッと言いたくなった。

　このままアスカにリビングに居つかれて、もうすぐ家に来る黒井さんの前でも、兄を舐め腐った態度を妹にとられたくもなかったし。

　黒井さんの前であまり格好悪い姿を見せたくはなかった。

　そして、妹に舐められまくっている兄というのは、どう考えても格好良くない。

「おい、いい加減にしろよ。邪魔だから出てけよ」

「はぁ？　アンタ、何様のつもり？」

「お兄様だよっ！　お前のっ！　ほら、さっさとリビングから出て、二階の自分の部屋にでも行ってろよ」

「嫌ですぅ～。どうしても、アタシを出ていかせたかったらぁ～、力ずくで追い出してみればぁ？」

「…………」

「まぁ、貧弱で非力なヘタレ男子高校生のアンタじゃ無理だろうけどぉ」

「…………」

「ほらほら、実力行使でアタシを追い出してみればぁ。やれるもんならさぁ」

　挑発するかのような妹の舐め腐った態度に、思わず力ずくで追い出してやろうかと思った。

　しないけど。

　というか、できないけど。

　武道を習っていて、女子中学生ながらそこらのヤンキーよりずっと強いこの妹を、現実では並みの男子高校生以下の戦闘力である僕が、力ずくでどうこうできるわけがない。

　それこそ、追い出すために妹の腕をつかんで引っ張ろうとしたら、逆に腕をとられて関節技（腕挫十字固とか）を決められかねない。

「はぁ、情けない。妹にここまで馬鹿にされても、ビビッて何もできないわけ？」

　アスカの挑発じみた発言が続いた。

　というか、何？

　僕を怒らせようとしてないか、コイツ？

　ソファーから立ち上がったアスカが、

「雑魚ざこすぎるアンタにハンデあげる。アタシは、右手使わない。片手だけで相手してやるわよ」

　いくらなんでも、アスカが片手（左手）しか使わないなら、さすがに負ける気はしない。

　なので、力ずくで追い出すことにした。

　が、アスカの左手を両手で掴んだ瞬間、

「足元がお留守よ」

　足払いを受け、アッサリと僕はこかされてしまった。

　寝転がされた僕に、アスカが馬乗りになって、

「プークスクス。アンタって、ほんとクソ雑魚♪」

　得意満面の笑みで僕を見下ろしてきた。

　く、悔しい…………。

「さて、と。これで終わりじゃないわよ。先に手を出したのはアンタだし、２、３発は殴られる覚悟、あるわよね？」

「え…………」

　僕は焦った。

　マウントポジション状態である僕は、妹がその気になったら簡単にボコボコにされるであろう。

　アスカが左手だけしか使わなくても、この状態では圧倒的に僕が不利だ。

　もうすぐ黒井さんが家に来るというのに、殴られて顔を腫らしたくはない。

　それも妹にボコられて腫らした顔で黒井さんに会うのは勘弁だ。

　顔が腫れている原因を黒井さんに聞かれたりして、「いやぁ、兄妹喧嘩で妹にボコボコにされて……」などと、言いたくもない。

「でも殴って気絶させるとか、そうそう上手くいかないし。やっぱりここは締め技で落としてあげるね♪　クスクス♪」

　アスカが楽しそうに笑った。

　え、落とす？

　それって僕の首を絞めて、気絶させるってこと？

　冗談じゃないぞっ！

　もう間もなく黒井さんが家に来る時間なのに、気絶していたら、会えないじゃないかっ！

　僕は反撃を試みる気になった。

　マウントポジションを取られている以上、大した反撃はできないだろうけど。

　武道も格闘技も習っていない僕は、マウントポジションから脱出する有効な技術テクニツクとか身についてないし。

　ただ、一応、知識だけはあった。

　格闘技系の漫画などで知っただけのにわか知識だけど。

　でも、イチかバチか試してみる気になった。

　たしか、下から腰を思いっきり突き上げたりして、上に乗っている相手のバランスを崩しつつ、相手の腰や肩を掴んでどかす――だったと思う。

　うろ覚えのにわか知識だし、間違っているかもしれないけど。

　でも、やるだけやってみよう。

　僕に跨っているアスカのバランスを崩すため、まずは下から腰を突き上げてみた。

「え、ちょ……やん♡」

　おいアスカ、変な声を出すんじゃない。

　真面目にやっている僕が馬鹿みたいではないか。

「あ、あんた、な、なにして……あん♡　だ、駄目、そんなに突き上げちゃ……あ、あ……♡　ら、らめだってばぁ♡♡♡」

「っ！　今だ」

　なぜか蕩けた顔をしている妹アスカの肩や腰を掴んで、妹をどかそうと僕はした――が、

　ムニュウ。

「あぁぁん♡」

　妹の肩や腰ではなく、胸を掴んでしまった。

　……わざとではない。

　下から腰を突き上げる動作をしつつでもあったので、狙いが外れてしまったのだ。

　というか、今、アスカが僕の手を誘導し、自分の胸を掴ませたような？




「ダメェェ♡　兄妹でこんなの駄目だよぉ♡　こんな激しいの……ら……らめぇ～～♡♡♡」

　だから変な声を出すなよ、アスカっ！

　ヤバいだろっ[image: ]

　ただでさえ、事情を知らない第三者が見たら、かなりヤバい状態なんだからっ[image: ]

　…………そういえばリビングの窓のカーテン、開いていたかも。

　僕は妹を上に乗せたまま、窓の方を向いた――

「ああ！　窓に！　窓に!!」

　僕は恐怖のあまり正気を失いかけた。

　だって、窓から覗いている彼女と目が合ったもの。

　名状しがたいヤンデレ、いや、ルナこと、現実世界の黒井さんと目があったもの。

　道路と僕の家の庭の境である背の低い垣根をかき分けて、僕の庭に侵入し、リビングの窓におでこをくっつけて僕を見下ろしている黒井さんと目が合ったもの。

　黒井さんのまるでテレビから出てきたばかりの『貞子』のような目とバッチリ目が合ったもの。

　その距離、実に３メートル以内という近距離であり、黒井さんの殺傷エリアに入ってそうな距離で目があったもの。

「窓？　窓に何があるっていうのよ…………」

　僕のただならぬ様子に不思議がりながらもアスカは、僕の視線の先、リビングの窓に目を向けた。

　僕の上に乗ったまま、傍目には騎乗位をしているかのように見える状態でアスカが窓の方を向いたのだ。

　黒井さんが張り付いている窓の方を。

「………………………………………………（ジロリッ）」

　憎しみに満ちた貞子のような目のまま、黒井さんがアスカに移した視線と、アスカの視線が交差し、合わさった。




「ギャァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァッッ!?」

　アスカはよほど怖かったのだろう、凄まじい悲鳴を上げた。

「ちょっ!?　ナニアレ!?　化け物!?　モノノケの類たぐい!?」

　妹よ、兄の同級生を化け物呼ばわりするんじゃない。

　まぁ、今の黒井さんは貞子クラスの不気味さと怖さがあるけど。

「彼女は僕の同級生の黒井さんだよ…………なんで玄関のチャイムを鳴らさず、窓からリビングを覗いているのかは謎だけど」

「え、アレが」

　妹よ、兄の同級生をアレ呼ばわりするのもやめて。

「とにかく今すぐ僕の上からどけよアスカ。黒井さんに変な誤解を受けたら困る」

　もう誤解されていそうだけど、それならそれで、早く釈明したい。

　そのためにも、まずはアスカをどかさないと。

「ふ～ん、あの女に誤解されると困るんだ」

「そりゃそうだろ……って、おい、何している、アスカっ！」

「ん……ン♡　……んん♡」

　アスカが僕の上に乗ったまま、腰を動かし始めた。

　それこそまるで、騎乗位でセックス中に女性が腰を動かすように――って、ほんと、何してんのっ!?

「馬鹿やめろっ。余計に黒井さんに誤解されちゃうだろっ!?」

「いいじゃん、誤解させとけば」

「はぁ!?　な、なんだよそれっ！　あっ！　お前、僕に対する意地悪のつもりかっ!?」

「………………。そうだね。アンタを困らせるの、けっこう楽しいし……ン♡　…………あ♡　アン♡」

　く、な、なんて意地の悪いやつだ！

　いくら兄妹仲が悪いとはいえ、やっていいことと悪いことがあるぞっ！

　アスカは僕の上に乗ったまま腰を動かすのをやめなかった。

　しかも、喘ぎ声を出したり、迫真の演技で。

　アスカは演技部だけに、演技力がある。

　窓から覗いている黒井さんには、僕とアスカが本当に騎乗位セックスをしているように見えている気がする。

「ほ、本当にやめろって！　黒井さんが本気で誤解するだろっ！　お前の演技、上手すぎるし！」

「上手すぎる？　あ♡　と、当然ね♡　何度も何度も……あん♡　……妄想♡　シミュレーション♡　しているしぃ♡♡♡」

「へ？　それどういう意味？」

　僕がツッコむとアスカは『しまった！』というような顔をした。

　そして、アスカは慌てながら、

「じょ、冗談よっ！　べ、別に、あんたのことを想って一人エッチなんてしてないんだからねっ！　そ、それよりもっ！　あ、あの女、いつまで覗いているのよっ」

　アスカの言うように、黒井さんはまだ窓からリビングというか僕達を覗いたままだった。

　微動だにせず。

　いや、正確には、震えてはいた。

　大きめの紙袋を黒井さんは持参していたが、その紙袋を持つ両手が震えていた。

　プルプルプルプルプルプルプルプルプルプルプルプルプルプルプルプル――と。

　こ、怖い。

　それから、聞き取れないけど、黒井さんが何か小声で呟き続けているようで、口が動き続けてもいた。

　貞子のような目で見下ろしながら、口を動かし続けていた。

　ブツブツブツブツブツブツブツブツブツブツブツブツブツブツブツブツブツブツブツブツブツブツ――と、

　まるで呪詛か何かを呟いているようでもあった。

　ほ、本当に怖い。

　あと、黒井さんの美しく長い髪が、重力を無視して逆立ちながらウネウネと動いているのも…………シャレにならないぐらいに怖い。

「チっ。まだいるし。ショック受けてさっさと帰ればいいのに」

「あ、アスカ、お前、そんなこと考えていたのかっ」

「あ、そうだ、いいこと思いついちゃった♡　あんたを困らせる、いいアイデアが♡」

　い、嫌な予感しかしない。

　アスカはさっきよりも大きな声で、

「あぁん♡　お兄ちゃんっ！　気持ちいいい♡♡　すっっごく気持ちいいよぉ、お兄ちゃんっ♡♡♡」

　コラぁぁあぁぁぁぁっ！！！！

　この状態で僕のことをお兄ちゃんとか呼ぶなっ！

　黒井さんがますます誤解するだろっ！

　僕のことを妹とセックスする近親相姦野郎とか誤解しちゃうだろぉぉぉぉぉっ！！！！！

「すごい、すごいっ♡　お兄ちゃんすごぃい♡　すごく……気持ちいい♡　さすが、お兄ちゃん♡」

　だからこんな時にお兄ちゃんと呼ぶなっ！！！！

　アスカは、腰の動きを止めないまま、チラッと窓（というか黒井さん）を横目で見て、

「まだいるじゃん。しぶといやつね。さっさと帰れっての。あたしとお兄ちゃんが自宅でしょっちゅう愛し合っちゃうラブラブ兄妹だと思ったまま…………そうなったら、アンタは凄く困るだろうから、あたしは超楽しいのに」

「ふざけるな。そんな誤解されたまま帰られたら、明日から黒井さんが僕のこと避けまくるかもしれないだろっ。ほんと、いい加減にし――」

　僕は途中で言葉を飲み込んだ。

　窓の外にいる黒井さんが、動きを見せたからだ。

　黒井さんは手に持っていた紙袋の中に手を突っ込んで――スルルル――鉈を取り出した。

　ええええええっ!?

　そして、リビングの窓を叩き割って僕の家に侵入する気なのか、その鉈を大きく振りかぶり――。

　ピタァァァァァっ！

　鉈はすんでのところで、窓ガラスを叩き割る前に止まっていたっ！

　窓ガラスまで、ミリ単位で見事に止まっていたっ！

　そして、黒井さんは何かをブツブツ呟きながら、鉈を持ちブルブル震える右手を、左手で必死につかんでいた。まるで自分の意志に従わず暴れだしそうな右手を抑え込むように。

　よかった、とりあえず、鉈で窓ガラスを叩き割るのはかろうじて思いとどまってくれたようだっ！

　セーフっ！　セーーーーーーーーーーーーーーーーーフッ！

　いや、人の家の窓を叩き割ろうと、鉈を振りかざした時点でアウトな気はするけどっ！

　そもそも、現実世界リアルで、鉈を持ち歩く時点で十分アウトだと思うけどっ！

「あん♡　あぁん♡　いい♡　いいよっ、お兄ちゃぁぁぁん♡♡♡」

「やめろアスカっ！　これ以上、黒井さんを刺激するんじゃないっ！！！」

　僕は必死にアスカを止め、いい加減、セックスの演技をやめさせようとした。

　だが、アスカは止まらなかった。

　演技に夢中なのか、一心不乱に腰を振り続けている。

　…………こいつはこいつでなんか怖い。

「お兄ちゃんっ♡　あたしもうっ！　もう！　もうイっちゃ――」

　アスカが絶頂（の演技を）する寸前、

「（……ブツブツブツブツブツブツブツブツブツブツブツブツブツブツブツブツブツ……）」

　ガッシャァァァァァァァァンっ！！！！！！！！

　能面のように完全な無表情の黒井さんが、ブツブツブツブツ何かを呟きながら、その手にした鉈でリビングの窓ガラスを叩き割った。





◆　◆　◆






　黒井さんが窓ガラスを叩き割り、鉈を手に家に侵入してきたら、流石にアスカは演技をやめた。

　素早く立ち上がり、身構えもした。

　武道を習っているアスカなので、武道家の本能として、反射的に身構えてしまったのかもしれない。

「ま、待ってっ！　落ち着いて黒井さんっ！　誤解なんだっ！とりあえず、その鉈を放してっ！　今から事情を話すからっ！」

　僕は慌てて黒井さんに釈明した。

　兄妹でふざけあっていただけだと。

　黒井さんはそれで納得してくれた。

　弁明していた僕のズボンというか股間部分をチラッと見て、チャックを下ろしていなかったことを黒井さんが素早く確認した気もするが。

　それはそうと、アスカがとても不満そうにしながら、聞こえないほどの小声で、

「なんで、あそこまでして大きくなってくれないのよ…………あたしは濡れまくってるのに……」

　なにかを呟いていた気もするが、それはどうでもいい。





◆　◆　◆






　僕の釈明を聞き誤解が解けたようで、黒井さんは普通の状態に戻っていた。

　逆立ちウネウネ動いていた髪も元のストレートヘアに戻っていた。

　…………いったい、どういう原理なの、その髪？

　ゲーム内ならともかく、現実ではありえない現象を起こす毛髪を持つ黒井さんを僕が思わず眺めていたら、

「や、やだ。そんなに見つめないで。て、照れてしまうわ」

「あ、ご、ごめん、黒井さん」

　恥ずかしがる黒井さんは、本当に可愛かった。

　まさに清楚なお嬢様系の美少女にしか見えない。

　ヤンデレ状態でさえなければ、黒井さんは清楚系美少女なんだよなぁ。

「チっ、なにカマトトぶってんだか」

　おい、アスカ。兄の同級生にたいして、聞こえるほどの舌打ちをしたり、悪態をつくんじゃない。

　だいたい、黒井さんはお前より年上なんだから、目上の人として敬意を払えっての。

　僕は兄として、そう妹に注意した。

　が、兄を兄と思わず、舐め腐っているこの妹は、親指で僕を指し示しながら、

「つーか、あんた、黒井さんだっけ？　コレとどういう関係なの？」

　おい、アスカ、兄をコレ呼ばわりするな。

「あの、私はシロウの――」

「シロウッ!?」

　ＳＲＯの時の癖で、僕の下の名前を呼び捨てにしたのであろう黒井さんに、妹が目を剥いて怒り出したっ！

「え？　え？」

「ちょっと、どういう関係なんですかぁ？　うちの兄とどういう関係なんですかぁァァァッ？　シロウなんて馴れ馴れしく呼び捨てにするなんて、いったいどういう関係……」

「く、黒井さんは、ただの同級生の友達だよっ、さっき説明しただろっ！」

　怒りの形相で黒井さんに詰め寄った妹に対して、慌てて僕は口をはさんだ。

「シロウっていうのは本名だけど、ＳＲＯでの僕の名前でもあるんだっ。それに、僕はＳＲＯの世界では多くのプレイヤーから呼び捨てにされているんだよ。だから、ＳＲＯプレイヤーでもある黒井さんが、ついシロウって呼んだだけなんだよっ。そうだよねっ黒井さん」

　先ほどからの僕のフォローに、なぜか黒井さんは寂しそうな表情をしている。

「ええ……そうよ」

「フ～ン……（ＳＲＯでならあたしもお兄ちゃんの下の名前を呼び捨てで……）」

　ポツリと呟いた黒井さんに、妹はとりあえず納得してくれたようだ。

「でも、友達は選んだ方がいいと思うけどっ。他人の家の窓ガラス割って侵入してくるような女を友達にするのは、どうかと思うしっ！　男子ならともかくっ！」

「いや、男子でも問題あると思うけど……」

　僕は、なぜか兄に女性の友達ができることを嫌がっている妹に突っ込みつつ、黒井さんが鉈で割った窓ガラスに視線を移した。

　黒井さん、『窓ガラスを割って、割れてできた小さな穴に手を入れて、窓ガラスの鍵を開けて、家に侵入する』という、一連の動作がとても慣れていた感じだったなぁ、と感想を抱きながら。

「あ、あの時は動揺していて、無意識に……そのゴメンなさい。本当に悪かったわ。ちゃんと弁償します」

「弁償はイイから、二度とこの家に近づかないで……うん？　あんた、ちょっと眼鏡とってよ」

「え……？」

　アスカにお願いされ、不思議がりながらも黒井さんはかけていた眼鏡を外した。

　黒井さんはその長い睫に彩られた、他者を魅力チヤームの魔法で魅了する効果がありそうな綺麗すぎる二つの瞳をさらした。

　やっぱり黒井さんは美人だなぁ。

　眼鏡をかけていても眼鏡美少女だけど、はずせば超絶美少女になる。

「……やっぱり、素顔は凄く整っているじゃん……………ちょっ、ちょっと黒井っ！」

　呼び捨てにしながら、妹はビシィィィっと黒井さんを指さした。

　年上の人間に失礼なやつである。武道を習っていて、僕をのぞく年上には結構、礼儀正しい妹には珍しい行動だ。それだけ動揺しているということかな？

「人工呼吸はキスじゃないからねっ！　ノーカンなんだからねっ！　人工呼吸なんて、ノーカンッ！　ノーカンッ！　ノーカンッ！」

　突然、人工呼吸だの何だのと言ったあと、手を振り上げ振り下ろす妹の様子に、黒井さんは目を白黒させて驚いている。

　というか人工呼吸の話、今朝、母さんにはしたけど、妹にはしてないはずじゃ。

　母さんからのメールに書いてあって、それで知ったのかもしれないか。

「アンタもそう思うでしょっ！」

　アスカから同意を求められ、僕は黒井さんの様子をチラ見しつつ、

「ま、まぁ、そうだけど。あのときのは人命救助に必要な人口呼吸であり、き、キスじゃなかった……よ？」

「フフン、当然よね♪」

　おいアスカ、なんでそんなに嬉しそうなんだよ。

　黒井さんは少し悲しそうな眼で僕を見つめていた。

　そして、

「わ、分かっているわよ。アレは、人工呼吸だしキスじゃ……ないわ。私にシロウ、いえ、大島君がしてくれたのは」

　と、認めた。

　僕に対する呼び方が、シロウから大島君に変わってもいた。

　…………選択肢を間違えたかも。

　人工呼吸はキスじゃないと言い張る妹に同意するかどうかの選択を間違えたかも。

　その結果、黒井さんの現実リアルの僕に対する好感度が下がったかもしれない。

　などと、好感度によって、ヒロインからの呼び方が変わったりすることもある恋愛シミュレーションゲームも好きな僕は思った。





◆　◆　◆






「大鳥君、実は私、ＳＲＯのゲーム機や専用ヘッドギアも持ってきたの」

　黒井さんは持参した大きめの紙袋を指さした。

「その袋にはＳＲＯゲーム機が入っていたんだ。でもなんでワザワザ？」

　うつむいてモジモジしだす彼女。ヤバい可愛い。

「今日、あ、貴方の部屋で一緒にＳＲＯをプレイしたくて」

「え」

「できれば、て、手を一緒につないで」

「そ、それって、こ、『恋人プレイ』ってやつだよね（ゴクリ）」

　僕が思わず口走ってしまった『恋人プレイ』という言葉に、黒井さんは顔をさらに赤らめた。




『恋人プレイ』――

　頭に専用ヘッドギアをつけてプレイするＳＲＯでは、基本手足は使わない。

　そこで、現実世界で仲の良い男女が、手を繋いだまま一緒にＳＲＯの世界にログインし、ＳＲＯをプレイすることを俗に『恋人プレイ』と呼ばれる。

　僕が憧れていたプレイスタイルでもある。

　今まで『恋人プレイ』をする相手なんて僕にはいなかったけど。

　ちなみに手を繋ぐのが同性同士の場合は『友情プレイ』であり、ニュアンス的には別モノである。

　まぁ、同性の場合『ゲイプレイ』や『レズプレイ』と呼ばれる場合もあるが。

『友情プレイ』との違いは、本人達がどういうつもりで手を繋いだかによると思う。

　さらにちなみにだが、僕は親友ハルと中学生時代に『友情プレイ』はしたことがある。

　決して『ゲイプレイ』のつもりではなかったので、絶対に勘違いしないで頂きたいが。

　そうそう、『恋人プレイ』の上級版として、男女が現実世界で抱きあったままＳＲＯの世界にログインし、ＳＲＯをプレイするものもあるらしい。

　お互いに座りながら、男性が女性を後ろからやさしく抱き締めながらとかね。

　実に羨ましい……。

　さらに『恋人プレイ』の超上級版として、男女がお互いに合体ドツキングしたままＳＲＯの世界にログインし、ＳＲＯをプレイするものもあるらしい。

　実にうらやまけしからん。

　俗に『セックス（セクロス）プレイ』とも呼ばれるけど、ここまでくると上級者すぎるというか、変態っぽい気はする。

　無論、僕は誰ともそんな変態的な合体プレイはしたことがない。親友ハルともない。当たり前だ。僕は彼とそういう関係ではないので。




「向こうの世界――ＳＲＯの世界では私達は恋人同士だし……だ、駄目かしら」

　黒井さんの消え入りそうな声が聞こえた僕は、

「く、黒井さんさえよければ僕も、こ、ここ『恋人プレイ』し、してみたいです」

「そ、そう……良かった」

「…………」

「…………」

　しばらく無言になった。

　お互いに顔を真っ赤にさせて、うつむきながらの無言。

　ヤバい、心臓が早鐘のように鳴りだしてきた。

「じゃ、じゃあ僕の部屋に、あ、案内するよ」

「……ハイ……」

　ぎこちない動きで立ち上がる僕達。

　リビングを出る際、妹のアスカが恐ろしい眼で僕達を睨んでいるのに気がついた。

「アスカ、これから僕の部屋で黒井さんとＳＲＯをプレイするけど」

「あっそ、勝手にすれば」

「いいか、絶対に邪魔すんなよ」

「ハァ？　馬鹿言わないで」

　何だか妹に余計なことをされそうな気がした。

　たとえば黒井さんと『恋人プレイ』でＳＲＯプレイ中にゲーム機の電源を切るとかね。

　だから僕は、あらかじめ釘を刺したのだ。

　妹はプイッと顔をそむけ、興味なさそうに雑誌に視線を落とす。

　僕の見間違いだと思うが、妹が一瞬、口の端をニヤッと邪悪に歪めた気もするけど……いや気のせいだよね。

「あの部屋でイチャイチャできるものならしてみなさいよ」

　何か妹が愉快そうに呟いた気もするけど、よく聞き取れなかった。
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　僕は、ＳＲＯ本体入りの大きな紙袋を持った黒井さんを後ろに、階段を上った。

　そして、自室のドアを開けた。

「ち、散らかっているけど、どうぞ」

　今日、黒井さんが来る前にちゃんと片付けておいたけどね。無論エロ本も片付けて――

　奇妙な現象が起きていた。

　僕が所持していたエロ本はちゃんと片付けたはずだ。

　なのに、裸体で微笑んでいる女の子が表紙の本＝エロ本が、床やベッドに散らかっていたのだ。それも一冊や二冊ではなく、何十冊も。

「うおおぉぉぉぉぉぉぉぉおああああぁぁぁぁぁああっ!?」

　僕はとっさにエロ本回収作業に入る！

　だが――数が多すぎる！　両手に抱えきらないほどだっ！

　ちょっと待って、僕はこんな数のエロ本は所持していないぞっ！

　しかも良く見るとこのエロ本達、『妹もの』ばっかりじゃないかっ！

　僕は『妹もの』にまったく興味がないから、一冊も保持していないのにっ！

　何故『妹もの』のエロ本が僕の部屋にあるのっ!?

「ち、違うんだ、黒井さんっ！　これは僕の本じゃな……」

　黒井さんは固まった状態で、僕の本棚を注目している。

　僕は嫌な予感がしまくってその視線の先の本棚を見ると――

『シスコンクエスト』

『ファイナル妹ファンタジー』

『妹の野望』

『妹極志』

『シスコン・ファイターズ』

『シスター・スピリッツ』

　というタイトルからして妹系のゲームの箱、しかも良く見ると十八禁エロゲーと、

『俺の妹がこんなにエロいわけがない』

『この中に僕とセックスした妹がいる』

『妹がエロエロなんですけど！』

　妹系『エロ』ライトノベルが、びっしり隙間なく置かれていた。

　また、その妹キチ●イの本棚には、

『おにあか――お兄ちゃんの赤ちゃん産みたい・近親相姦上等編』

『おにあか――お兄ちゃんの赤ちゃん産みたい・赤ちゃん出産編』

『おにあか――お兄ちゃんの赤ちゃん産みたい・妹楽園編』

　という現代純文学の最高峰とも呼ばれる『おにあか』三部作も入っていた。

「違うんだぁ！　ここは本来の僕の部屋じゃない！　いつのまにか異次元の世界に迷い込んだんだよっ。トワイライトゾーンやアウターゾーンに入ってしまったんだよっ」

　混乱した僕は、自分でもわけが分からないことを口走っていた。

「…………」

　黒井さんが無言で壁（本棚の横の壁）を震える指で指さした。

「ま、まだ何かあるの？　もうホント勘弁して――」





『

　大鳥士朗と大鳥明日香お互いを永遠に愛し合うことをここに誓い、結婚します。

　子供は最低でも三人作ることも誓います。

　絶対に浮気しないことも誓います。絶対の絶対に誓います。





大鳥　士朗　　※僕の直筆署名　　　●　※僕の母印

大鳥　明日香　※妹の直筆署名　　　●　※妹の母印

』








　何年も前、その時はまだ仲が良かった妹に署名させられた、妹自作の婚約書だ。

　正確には僕と妹の直筆署名＆母印入りの妹自作婚約書のコピーだ。

　それが、壁に貼ってあった。それも何十枚も。

「わ、訳が分からないよ。何この奇妙な嫌がらせ」

　僕は頭がクラクラしてきて、その場にへたり込んでしまった。

「……帰る……」

「え……く、黒井さん？」

「私、なんだか、とても気分が悪くなってきたから帰らせてもらうわ……さようなら」

「あ……」

　止める間もなく、また、変態的シスコンワールド化した僕の部屋に関しての弁解する間もなく、まっ青な顔をした黒井さんは部屋を出た。

　そして早足で階段を降り、そのまま僕の家から出て行ってしまった。

「………………あ……ああ……あ……」

　一人部屋に残された僕は、周りを『妹もの』のエロ本に囲まれながら呻いていた。

　呻きながらふと天井を見上げると、小学生の頃の僕と妹が唇と唇でキスしている写真が張ってあった。超大型ポスター並みに引き伸ばした写真が貼ってあったのだ。

　ベッドに寝転がった際によく見える位置でもあった。










特別編　少しだけ未来に起きるかもしれない話




「消えなさいっ！」

　魔法戦士ルナが両の掌から放った極大閃光魔法が上位魔神グレーターデーモン数体を一瞬で消滅させた。

　ダンジョンＢＯＳＳである魔神王デーモンロードまで、『道』ができる。

　ＰＴパーテイメンバーであるルナが作ってくれた『道』を僕は駆け抜けた。

　竜騎士である僕は大剣を担ぎ、ダンジョンの床を疾走したのだ。

　魔神王デーモンロードの凄まじい勢いで振るった『魔神王の鞭むち』を跳躍し、躱す。

「シッ！」

　跳躍と同時に大剣を上段から打ち下ろし、デーモンロードの額をカチ割った。

　上位竜騎士の大剣上位攻撃『竜王爆烈剣ドラゴンロードバースト』により、ダンジョンＢＯＳＳのＨＰヒツトポイントバーは大きく削られる。

　だが――ＨＰバーは数ドット、残ってしまう。

　すでに、相当なダメージを与えていたのだが、惜しくも削りきることはできなかったようだ。

「アスカさん、トドメをっ！」

「オッケーっ！」

　ルナの叫びに応じ、ＰＴメンバーである魔法狩人アスカが準備していた魔法弓系上位攻撃スキルを放った。

「『死の千本雨』っ！」

　天井に向かって放たれる一本の矢。

　ダンジョンの天壁に矢が刺さった瞬間――無数の矢が天壁からデーモンロードに降り注ぐ。

　まさに千本の弓矢をその身に受けたデーモンロードはＨＰをゼロにし、ドォと倒れた。

「よしっ後は雑魚だけだっ！　掃討するよ、ルナっ！　アスカっ！」

「了解よっ！」

「うん、お兄ちゃんっ！」

　僕は美少女二人と連携し、残っていた上位魔神をまたたくまに狩り終えた。

　僕達はダンジョンのＢＯＳＳ戦に見事勝利したのだ。

　お互いの健闘を褒め称える僕達。

　ネットゲームでの戦闘とはいえ、強敵を協力して倒したことで、また二人と絆が深まった気がした。

　たとえネトゲでも、共同作業を行っていると、普通は仲が良くなっていくものなのだ。

　そのことは、長い黒髪を持つ美少女である魔法戦士ルナと金髪をツインテールにした美少女魔法狩人アスカの、二人の美少女同士も例外ではないだろう。

「アスカさん、最後の攻撃、見事だったわ。また腕をあげたわね」

「えへへ♪　まだまだルナさん程じゃないけどね♪」

「私、シロウとはもちろんだけど、アスカさんとの連携も日々上手くいくようになってきているわ」

「そうだねっ！　ルナさんとの絆って言うか、女同士の友情が深まるごとに、連携も上手くいっていくみたいっ」

「まぁアスカさんったら。でもたしかにそうね」

「あたしたちの友情は永遠だよ。ね、ルナさん♪」

「ウフフ」

「エヘヘ」

　仮想世界でとはいえ【嫁】であり恋人であるルナと、仮想世界の【嫁】にして現実では僕の妹であるアスカが笑顔で会話している様子を見ると、僕も嬉しくなる。

　うんうん、仲良きことは美しきかな。

　だが――デーモンロードが落としたあるアイテムが原因で、彼女達の友情はアッサリ崩れ去った。

　そのアイテム名は『幸せの指輪』。

　嵌めて歩いているだけで、経験値が自動的に増える、かなりレアなアイテムだ。

　なにより、二組セットのペアリングというのが問題だった。

　このアイテムを巡って…………女同士の醜い争いが勃発したのだ。

「シロウ、そのペアリングである『幸せの指輪』。どっちに渡すつもりかしら？」

「当然、あたしだよね。お兄ちゃん」

「……アスカさん、貴方は引っ込んでおきなさい」

「ルナ……さんこそ、邪魔だよ。どっか行ってよ」

「シロウ」

「お兄ちゃん」

　お互いに肘で相手をガスガス突いて牽制しながら、僕に詰め寄る二人の美少女。

「ぼ、僕はいらないから、二人でそれぞれ装備しなよ。うん、それがいい」

　平和的解決手段を僕は提案したが――

「いいえ、一つは貴方が装備しておいて。そして、もう一つの指輪を渡す相手を選んで。今すぐに」

「こんなオバサンより、可愛い妹を選ぶよね。当然」

「…………オバサン…………殺すわよ、貴方。私はまだ高校生なの」

「女子中学生のアタシから見たら、十分オバサンだっつーの」

「…………ふ……ふふふ……アスカさん、もうそろそろログアウトしたらどうかしら？　中学生の子供が起きているには、もう遅い時間帯よ」

『子供』という部分を強調して言ったルナに、

「ルナおばさんこそ、さっさとログアウトしなよ。はい、お疲れ様でしたぁ、バイバイおばさん♪」

『おばさん』という言葉を強調して返すアスカ。

「……本当にガキね」

「なによババァ。老人は早寝早起きするもんだし、さっさと寝たら？　ルナババァ」

「…………ウフフ」

「エッヘヘ～」

　二人はお互いに笑顔を見せたあと――

「「死ねっ！！！！！」」

　お互いに向け、極大閃光攻撃魔法を放った。

　そして、始まる二人の死闘（殺し合い）。

　君達、永遠の友情はどこに行ったの？

　まぁ、二人が殺し合いを始めるのはしょっちゅうだけどさ。

　意識完全ダイブ型で、非常にリアリティのあるＶＲＭＭＯゲームでもあるこのネトゲにおいて、結局最後は二人の殺し合いで終わる方が多かった。

　というか、ほとんどそうだった。

「死ねっ！　死ね死ね死ね死ねっ！」

「あんたこそ死ねっ！　そして二度とこのネトゲにログインするなっ！」

　憎悪の声とともにルナが放ちまくる無数の『魔法矢マジツクアロー』を、魔力と憎しみを込めた矢を連射し打ち落とす、アスカ。

「生意気なガキは『邪王滅殺黒竜波』で教育的殺人をしてあげるわっ！　ハァァァっ！」

「二度とあたしとお兄ちゃんの前にあらわれるなっ、ババァ！　『ビッグバン・アロー』で魂ごと消し去ってやるっ！　おぉぉぉぉ！」

　お互いに相手を憎む気持ちと共に、最大級の攻撃の準備をする二人。

　そして二人はお互いの存在を消し去ろうとするかのように――

「「消えてなくなれぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ」」

　絶叫と共に全力での最大攻撃を放った。

「……ハァ。ヤレヤレだよ」

　結末を見る気がしなくなった僕は溜息と共に、ログアウト操作をした。
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